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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　陽ひだまり亭ていには、今日も今日とて客がいない。

「ヤシロさん、顔が怖こわいですよ。お茶でも飲んで一息ついてくださいね」

　ジネットがいつもの笑え顔がおで俺の前に湯ゆ吞のみを置く。にこにこと、悩なやみのなさそうな顔だ。

　一方のエステラは呆あきれ顔だ。まるで聞き分けのない子を見るような目で俺を見ている。

　現在、食堂にいるのは俺を含ふくめて三人だけだ。……ホント、客が来ない。

　が、俺が不満を覚えているのはそんなことではない。

「なんで物が売れないんだよ？　納なつ得とくがいかん」

　俺は、行商ギルドといざこざがあった際にゴミ回収ギルドを作った。その日から俺は、ギルドに所属している人間になったのだ。だというのに物を売ることが出来ない。

「ゴミ回収ギルドが許可されているのは、ゴミを買い取り、陽だまり亭及およびそれに付ふ随ずいする関連各所での有効利用であって、それをそのまま販はん売ばいすることは認められていない」

　集めた食材をどこかに売ることは出来ない。それは行商ギルドの範はん疇ちゆうだからだ。

「どうしても売りたい物があるなら領主に申しん請せいして『売買許可証』を発行してもらうといいよ。一回限りだけど品物を売買することが可能になる。ちなみに、使用後は取引相手のサインをもらってきちんと失効印をもらうこと。誤ご魔ま化かして使い回すと罪になるからね」

　領主の許可が取れない代しろ物もの──つまりは取り立て屋ゴッフレードとの一件で手に入れた曰いわく付きの香こう辛しん料りようを売りたい時はどうすりゃいいんだって話なんだが。

「お前さぁ、『許可証ならいつでももらってきてあげるよ！』とか言ってなかったっけ？」

「さぁ、記き憶おくにないなぁ」

　嬉うれしそうに言いやがって。

「調べてあげるから『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出して、画面をこっちに向けてみてよ」

　調べるだと？　そんなことが出来るのか。

『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』のまだ知らぬ使い方か……見ておいて損はないだろう。

　俺はエステラの言う通り、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出し、画面をエステラに向けた。

「検けん索さく。『許可証ならいつでももらってきてあげるよ』」

　エステラが言った瞬しゆん間かん、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』の画面が「ババンッ！」と真っ赤に染まった。

「なんだこれ!?」

「『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』では、直近の五分を除外して過去の会話を検索することが出来るんだ」

「すげぇ便利じゃん」

「検索した結果、該がい当とうする会話は見つからなかったようだよ」

「お前の調べ方が悪いのかもしれん。俺にもやらせろ」

「……やってみたいだけじゃないか。しょうがないなぁ。一回だけだよ」

　そう言ってエステラは『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出し、画面を俺に向ける。

　よし。

「検索。『もっとおっぱい大きくならないかなぁ』」

　俺が言うと、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』の画面に『該当件数：48件』と表示された。

「ちょぉおっと!?　なにしてくれてんのさ!?」

「ふむ。思ってたより少ないな」

　大おお慌あわてで『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』をしまい、真っ赤な顔で俺を睨にらむエステラ。

「まっ、まったく！　どうして君はこういうくだらないことばっかり考えつくんだい!?」

　こほんと咳せき払ばらいをして、エステラは話題を変える。というより戻もどす。

「もし君が、『思いがけずに』手に入れた物があるならば、ボクに言ってよ。領主の許可証と一いつ緒しよに優良な商店を紹介するから」

　それはつまり、『妙みような素そ振ぶりは見せるなよ』という脅おどしか？　……くそ。この赤あか髪がみぺったんこ娘むすめは、どこまで勘かん付づいてやがるんだ。まぁ、おそらく、『全部』なんだろうが。

　あ～ぁ、チキショウ。万ばん策さく尽つきたな……と、なんとはなしにジネットに視線が向く。

　いや、待てよ。ジネットのこの、無む欲よくの微ほほ笑えみとわがままボインがあれば……

『えへへ。よく分かんないんですけど香辛料買ってくださ～い』

『いやぁ～、こんな巨きよ乳にゆう美少女に言われちゃぁ買わないわけにはいかないなぁ、でへへ』

　こんな感じで上手うまくいくんじゃないか？

「ふぇっ!?　な、なんですか、ヤシロさん？　ジッと見つめて……」

「いや、やりようによってはアホのジネットでも使い道があるんじゃないかと思ってな」

「ひ、酷ひどいです、ヤシロさん！」

　ぷりぷりと怒おこるジネットを眺ながめながら、「んな簡単に行くなら苦労しねぇよ」と、自分自身にツッコミを入れておく。

　あ～ぁ、なんとかして売れねぇかなぁ、香辛料……

　そんなことを密ひそかに思う、あまりにも暇ひま過ぎるある日の午後だった。

　ホント客来ねぇな、この店。
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「食った分の代金はきっちり払ってくれるな？」

　夕暮れ迫せまる陽ひだまり亭てい。

　食堂の最さい奥おう、壁かべに向かう圧あつ迫ぱく感かんのある座席に座らせた男に、俺はそう言い放った。

「え、えっと、それはまぁ……だけど、今はその……持ち合わせが……へへ」

　卑ひ屈くつな愛あい想そ笑わらいを浮うかべて俺の隣となりで縮こまっているこの男は、ジネットが厨ちゆう房ぼうへ戻った隙すきに店を抜ぬけ出そうとした食い逃にげ犯だ。

　日に五人も来れば大だい繁はん盛じようと言えるこの陽だまり亭。

　今日は開店直後にジネットの茶飲み友達のムム婆ばあさんとやらが訪おとずれて以降、この食堂内は閑かん古こ鳥どりにすら見放されたかというほどに静まり返っていた。

　そんな状じよう況きようだからだろう……呼び寄せられるように『常連客』がやって来たのだ。

「お前、名前は？」

「グ、グーズーヤ、です……」

　グーズーヤと名乗ったひょろ長体型のこの男は、店に入ってきた時からとにかく落ち着きがなかった。俺やジネットの動きをいちいち視線で追っては、目が合いそうになると逸そらすという挙動不ふ審しんな行動を繰くり返していたのだ。

　そこで俺は客のフリをして店を出て、ドアのすぐ前で待機した。すると案の定、グーズーヤが代金を支払わずに店を出てきたので、そこを現行犯逮たい捕ほしたというわけだ。

「住所と職業は？」

「よ、四十区の、大工見習い、です……」

「で、現在の所持金はゼロ。よって、食事代を支払うことは不可能だと……」

　壁と俺に挟はさまれ逃げ場を失ったグーズーヤは取り調べに素す直なおに応じてはいるが、恐きよう怖ふからか、全身汗あせびっしょりだ。このまま問い詰つめ続ければ卒そつ倒とうするのも時間の問題だろう。

　そろそろ決着をつけるとするか。

「なら、仕方ないな」

「へ？」

　かけられた言葉が意外だったのか、グーズーヤは間の抜けた声を上げてこちらを向いた。

　大方、自警団に突つき出されるとでも思っていたのだろう。

　俺はその予想を否定するようにグーズーヤを真っ直すぐ見み据すえ、心持ち柔にゆう和わな声を意識し、ついでに極ごく上じようの笑顔を添そえてこう続けた。

「『陽だまり亭で飲食した分の代金を三日後の閉店時間までに支払います』と言ってくれないか？」

「へ……？」

「言ってくれるだけでいいんだ。簡単なことだろ？」

　この世界には『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』というものがある。交かわした言葉がすべて記録される魔ま法ほうで、空間に呼び出していつでも参照することが可能だ。

　そして、『精せい霊れいの審しん判ぱん』──相手を指さし唱えることで発動するこの魔法によって、噓うそを吐ついた者はカエルにされる。

　カエルはこの街にとって忌いみ嫌きらわれる存在だ。人間としての尊厳すら奪うばわれ、陰いん気きな空気が漂ただよう湿しつ地ち帯で生きる運命を科せられる、この街に住む者たちが最もなりたくないと恐おそれるもの。それ故ゆえに、この街の者たちは『噓を吐くこと』を嫌けん厭えんする。

「あの、えっと……」

　食い逃げを認めつつも、支払いに関しては明言を回かい避ひしてきたグーズーヤ。

　賢かしこそうには一いつ切さい見えないが、噓を吐くことに対する防衛意識だけはさすがというべきかしっかりと染しみついているようで、ここに至るまで噓に該当する発言をしていない。

　だが、それもここまでだ。

　俺が無言のまま見つめ続けると、グーズーヤは観念したように息を吐はいた。そして消え入りそうなほど弱々しい声で、俺の指示した通りの言葉を口にした。

「……陽だまり亭で、飲食した分の代金を、み、三日後の閉店時間までに、その……し、支払い、ます……」

「よし。じゃあ、もう行っていいぞ」

　俺がそう言うと、幾いく分ぶんか表情を和やわらげてグーズーヤは立ち上がった。そして、脱だつ力りよくしたような足取りで二歩、三歩と出口に向かって歩き出す。

　その後ろ姿に向かって、俺はいたって平常の声こわ音ねでこう付け加えた。

「そうそう。念のため確かく認にんしておくが、支払いが今回分だけだなんて思ってないよな？」

「…………へ？」

　グーズーヤは今回、腹はら一いつ杯ぱいに飯を食い、３００Rbもの代金を踏ふみ倒たおそうとした。

　考えてもみてほしい。日本円に換かん算さんして、一度の食事に三千円だ。そんな大それた額を食い逃げしようなんてヤツが初犯なわけがない。何度も食い逃げを重ね「この店なら大だい丈じよう夫ぶ」と確信し犯行が大だい胆たんになった結果が三千円という大それた額として表れたのだ。

「当然、『全額』支払ってくれるんだよな？」

　呼び出した『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を指さしながら、一切の感情を排はい除じよした顔でグーズーヤを見据える。

　呼吸困難にでも陥おちいっているのか、グーズーヤの口が薄うすく開きかくかくと震ふるえている。

「じゃ、待ってるから。分かったな？」

「は、……はい」

　ひらひらと手を振ふってみせると、グーズーヤは歯を食いしばり食堂を飛び出していった。

　食い逃げは許さない。徹てつ底てい的に潰つぶす。そうやって冷れい徹てつに、無む慈じ悲ひに、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰してやることで、その噂うわさが広まってくれりゃ、食い逃げ犯も減るだろう。

　食い逃げ犯がこいつ一人だとは到とう底てい思えないが、抑よく止し力りよくになってくれればそれでいい。

　過去分の取り立ては出来なくなるが、それよりも今後の損失を防ぐことが重要だ。

　もっとも、食い逃げ犯を見つけ次し第だい容よう赦しやなくむしり取ってやるつもりではいるけどな。

「あの、ヤシロさん。さきほどのお客さんは？」

　グーズーヤと入れ替かわるように厨房から顔を出したジネットが、消えた客を捜さがして店内をきょろきょろと見回す。……それをするくらいならいちいち厨房にこもるなと言いたい。

「金を忘れたから取りに帰るって」

「そうですか。ふふっ、おっちょこちょいさんですね」

　くしゃりと顔を歪ゆがませて微笑むジネットのその表情が、ほんの一いつ瞬しゆん翳かげったように見えた。

　こいつ……

「ジネット。お前はいつも厨房で何をやっているんだ？」

「クズ野菜の下ごしらえです。食べられる状態にするのが大変なものが多いので」

　無む駄だだ。実に無駄な労力だ。

「今後は普ふ通つうの野菜を使うようにして、なるべく厨房へは戻らないようにしておけ」

「そうですね。普通の野菜でしたら下ごしらえも簡単ですし。その分、お客さんと楽しくお話出来ますね」

　論点がずれている。そういうことじゃないんだ。

　ここは一度厳しく叱しかっといてやらなければ、この店は潰れてしまうだろう。

「ジネット」

「はいっ」

　おしゃべり大好きなジネットは、俺に呼ばれると嬉うれしそうにこちらへと近付いてくる。弾はずむように駆かけてきて、ぽいんぽいんと大きな胸を弾ませて……

「見事な揺ゆれだな」

[image: ]

「ふにゃぁ!?」

　俺へたどり着く前に胸を押さえて蹲うずくまる。

「も、もう！　ヤシロさん！　懺ざん悔げしてくださいっ！」

　ふん。俺よりももっと懺悔しなきゃいけないヤツがゴロゴロいるだろうが。

「おっぱいの話は、今はどうでもいい」

「どうでもいいなら言わないでくださいっ」

　頰ほおをぷっくり膨ふくらませてジネットが俺を可愛かわいらしい目で睨にらむ。

　その目を睨み返す。一瞬、ジネットの肩かたがびくんと震えたのは、俺の顔が怖こわかったからだろう。ちょっと、真しん剣けんに怒おこるから覚かく悟ごしろよ？

「ジネット。お前はさっきの客が食い逃げ常習犯だと知っていたな」

「え…………あの、そ……それは………………はい」

　やはりこいつはそれを知っていて、その上で知らないフリをしていたのだ。

「あの、でも……お客さんにもいろいろと事情があるでしょうし……それに、あのお客さん、初めていらした時に『美味おいしいよ』って、言ってくださったんです……それからも、いつも美味しそうにご飯を食べてくださって……」

「ジネット」

　熱を持たない無む味み乾かん燥そうな声で名を呼ぶ。

　ジネットの顔から色が消え失うせ、視線が鉛なまりのように重く床ゆかへと落ちていく。

　けれど、俺は言葉を止めない。語調も緩ゆるめない。

「お前が今抱いだいている感情は優やさしさなんかじゃない。愚おろかさだ」

「愚か……ですか？」

「そうだ。そして、それはとても非道なことだ」

「わたしが、非道……」

　ジネットを椅い子すに座らせ、机を挟まずに向かいに座る。

　膝ひざが触ふれ合うほどの距きよ離りで向かい合って座り、目を見つめて語りかける。

「お前が自己犠ぎ牲せい精神で、さっきの客──グーズーヤの食い逃にげを見過ごしたとしよう。そうしたら、きちんとお金を払はらって毎日お茶を飲みに来てくれるムム婆ばあさんの立場はどうなる？」

「あ……っ」

　そのことに初めて思い至った。そんな顔をして、ジネットは俺を見つめてくる。

　すがるように、教えを請こうように、不安をさらけ出すように……

「ムム婆さんは特別裕ゆう福ふくというわけではないだろう？　生活をやりくりして、少しでもお前のためになればと、ささやかながら売り上げに貢こう献けんしてくれているんじゃないのか？」

「……はい。ムムお婆さんは、洗せん濯たく屋さんで……良心的なお値段で、いつもたくさんの仕事をされていて……」

「そうやって苦労して得たお金を、お前のために使ってくれるムム婆さんの善意を、お前は無下に踏みにじってるんだぞ」

「わたしが、ですか？」

「そうだ」

　生活を切り詰つめてお茶代を出しているムム婆さん。

　それよりも値の張る飯をタダで食っているグーズーヤ。

　それをどちらも大切な客だと言うことは、ルールに則のつとっているムム婆さんに失礼だ。

　まして、食い逃げと知りながらそれを見過ごすなど……

「他ほかの客は無料でいいが、ムム婆さん『だけ』は金を払わないとお茶が飲めないのか？」

「そんなことは!?」

「じゃあ、ムム婆さんも無料にするか？」

「…………」

「もし、そうしたいのなら、ここはもう食堂じゃない。お前の祖父じいさんの食堂は、閉店だ」

「そんな……」

　ジネットは俯うつむき、膝に置いた手をぎゅっと握にぎる。

　スカートの裾すそがシワを作り、小刻みに震える。

「何が大切で、何を大事にするべきか、もう一度よく考えろ」

「…………はい」

「それからな、食い逃げは犯罪だ。許しちゃいけない」

「……でも」

「ほんの出来心で、本当は悪い人じゃないかもしれない。……って、言いたいんだろ？」

「……はい」

「だったらなおのこと、間ま違ちがってるって教えてやれよ」

　少し、声音を柔やわらかくして言ってやると、ジネットがゆっくりと顔を上げた。

「……教えて……？」

「あぁ。『そんな悪いことをして、自分の価値を下げるな』って、そう教えてやれよ。お前よく言ってるだろ？　『懺悔しろ』って。それと一いつ緒しよだよ」

「……懺悔」

　ジネットの手が、膝の上から胸の前へと移動し、祈いのるように組まれる。

「そうすれば、その方は救われるのでしょうか？」

「少なくとも、罪はなくなるんじゃないか。金さえもらえれば、俺はそれ以上追つい及きゆうするつもりもないからな」

「……そう、ですね」

　ギュッと手を握り、ジネットは強こわ張ばっていた頰を緩め、柔らかい笑えみを浮うかべる。

「でしたら、わたし、頑がん張ばってみます」

　誰だれかを糾きゆう弾だんすることのなかったジネットが、今、変わろうとしている。

　これで、この食堂の経営も多少はよくなるだろう。

　……と、まぁ、そんな講こう釈しやくを垂れた俺こそが、食い逃げを犯おかし、その代金もいまだ支払っていないということに気付かないところがやはりジネットだ。

　ここで「お前が言うな」と返せれば大したもんなのだが。

「それじゃ、仕事に戻もどるか」

「はい」

「……客が来るかは分からんがな」

「きっと来てくださいますよ」

　などと、自信を覗のぞかせるジネットだったが、……当然のようにその後客など一人も訪おとずれることはなかった。







　それから三日後。

　夜もすっかり更ふけ、閉店作業もすべて終わっている。

　……だというのに。

「来なかったか……」

　まったく、あ～ぁ、だ。俺は穏おん便びんに済ませたいと思っていたんだがなぁ……

　グーズーヤ。悪いが俺は容よう赦しやしないぞ？　お前が来ないなら、俺が出向いてやるまでだ。明日あした職場に乗り込んで衆目のもとで『精せい霊れいの審しん判ぱん』をかけてやる。

　これは一種のパフォーマンスだ。

　俺に逆らうヤツはこうなるという、非常に分かりやすい宣伝だ。

「あの……ヤシロさん？」

　ジネットが表情を曇くもらせて、俺の顔を覗き込む。

「顔が……怖い、ですよ？　どうかしましたか？」

「なんでもない。さあ、さっさと閉店するぞ」

「は、はい……」

　不安そうな顔をして、ジネットがドアへと近付いていく。

　俺はそんなジネットから目を逸そらした。こいつを見ていると『甘さ』が伝でん染せんしそうだ。

　視線を外し、閉店の瞬しゆん間かんを待つ。ドアの閉まる音がしたら、そこでアウトだ。

　……じゃあな、グーズーヤ。俺が直々に、お前の人生を終わらせてやるよ。

「待ってほしいッスー！」

　その時、食堂の外から賑にぎやかな音が聞こえてきた。

　複数の者がどたばたと走る音…………そして、ドアから勢いよく誰かがなだれ込んでくるような音が。

「まだ閉店してないッスか!?　間に合ったッスか!?」

　視線を向けると、駆かけ込んできたのは小こ柄がらなキツネだった。

　いや、服を身に着け二足歩行で人語を話しているってことは、キツネ人族なのだろう。

「お食事ですか？　でしたら、まだ大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「どっひゃぁああッス!?」

　微ほほ笑えむジネットを見てキツネ人族の男は奇き声せいを上げ、床に尻しりもちをついた。

「ベ、ベ、ベッピンさんッスねぇ!?　オ、オイラ、き、きききき、緊きん張ちようちょうちょちょう、しししして、はなはなはなはなはははははははははは……っ！」

　なんだこいつ!?　なんか壊こわれたぞ!?

「おい、いいから落ち着けよ。なんなんだよお前は？」

「あ、しょうもない顔をした男がいたッス。あんたなら緊張しないで話せるッス」

「……なんなんだよ、お前は？」

　ケンカ売ってんのか？

「実は、ウチの見習いがとんでもないことをしでかしたと聞いて……ん？」

　人の好よさそうな笑みを浮かべていたキツネ人族の顔つきが急変する。入り口に視線を向け、おもむろに立ち上がり、ドアの外へと顔を出すと、突とつ然ぜん怒ど鳴なり声を上げた。

「ゴルァッ！　いつまでそんなとこにいるッスかっ!?　さっさと入ってくるッス！　ヤンボルド、無む理り矢や理りにでも連れてくるッス！」

　その声は恐おそろしく、体育会系の怖い先せん輩ぱいを想起させる。いや、その筋の人の恫どう喝かつに近い。

　あまりの変わりようにちょっと面めん食くらってしまった。

「あ、すみませんッス。すぐに連れてくるッスから」

　俺たちに向ける顔は、元の柔にゆう和わなキツネ顔だ。……なんなんだ、こいつ？

　すると、ドアがゆっくりと開き、そこから筋肉ムキムキのデカい馬が体を半分覗かせる。

「……にゃー」

「なんでだ!?」

　思わず突つっ込んでしまった。なぜ馬がにゃーと鳴く!?

「ヤンボルド。ふざけるのは今度にするッス」

「はい」

「しゃべれんのかよ!?」

　ってことはウマ人族なのだろう。と思っていたら、左ひだり肩かたを大きく開はだけた服を着ていた。

　入り口から覗いていた時は肌はだが出ている部分しか見えなかったから馬かと思ったのだ。

「グーズーヤが暴れていたから、手間取った」

　そう言うヤンボルドの腕うでに首根っこを摑つかまれていたのは、グーズーヤだった。

「手間かけさせんなッス！」

「ひぃぃいいっ！　すんません、棟とう梁りよう！」

「オイラに謝るんじゃないッスよ！」

「はいぃいっ！」

　泣きそうな顔をして、グーズーヤは床に四し肢しをつき、深々と頭を下げた。

「お……お金が、用意出来なくて…………そのっ、ど、どうか、この通りです！」

「あ、あのっ！　顔を上げてください！　お支し払はらいでしたらいつだって構いませ……」

「いいや、お嬢じようさん！　そういうわけにはいかないッス！」

　ジネットがまたふざけたことを言いかけたが、俺が止めるより早くキツネ人族の男がそれを遮さえぎった。……の、だが。

「なんでお前は俺の方を向いているんだ？」

「ベッピンさんを見ると緊張しちゃうッスよ」

　シャイ過ぎるだろう。

　キツネ人族の男は、そのまま俺を見つめて言葉を続ける。

「いいッスか、お嬢さん！」

「俺がお嬢さんに見えんのか、お前は？」

「いえ、顔は兄さんに向いてるッスけど、心はお嬢さんに向いてるッスよ」

　ややこしいことをしやがる。

「約束は、そう簡単に反ほ故ごにしちゃいけないッス。信用は、得るのは難しいッスけど、失うのは一瞬ッスから」

「ですが……」

「この男のためにも、温情はかけないでやってほしいッス！」

　そう言われ、ジネットは口を閉じる。

　自分の優やさしさが相手をダメにする。それは先日俺にも言われたことだ。さすがのジネットも、そう言われてしまえば甘いことを言えなくなる。

「ただ、一つだけ情けをかけていただきたいッス！」

　そう言って、キツネ人族の男は俺の目の前に膝ひざをつく。それに倣ならうようにヤンボルドも膝をついた。

「グーズーヤはまだまだ見習いの身ッス。仕事も半人前で、そんなもんだから給料も全然やれてないッス」

　キツネ人族とヤンボルドの後ろで、グーズーヤは身を丸めてうな垂れている。

『棟梁』という呼び名からも分かるが、こいつはグーズーヤの上司だ。そんな人間に謝罪までさせてしまって……グーズーヤは今、針の筵むしろに違いない。

「どうか！　オイラが立て替かえることを了りよう承しようしてほしいッス！　この通りッス！」

「立て替え？」

「はいッス！　大工たるもの、納期を遅おくらせるのは恥はじッス！　絶対やってはいけないことッス！　今後、一いつ切さい仕事が来なくなるッス！」

　キツネ人族の男の目は真しん剣けんそのもので、己おのれの人生を懸かけて話をしているように見えた。

　確かに、グーズーヤは『陽だまり亭で飲食した分の代金を三日後の閉店時間までに支払います』と発言した。だから、『グーズーヤが』支払わなければ『噓うそ』になってしまう。

　つまりこれは、「金は払うから『精霊の審判』は勘かん弁べんしてくれ」という交こう渉しようなのだ。

　キツネ人族の男は『信しん頼らい』を得ることの大変さを説いていた。

　そんな者の仲間から『カエル』にされた者が出れば、きっと商売に支障をきたす……いや、死活問題なのだろう。

「なぁ、お前。名前は？」

「え、オイラッスか？」

　キツネ人族の男は目を丸くした後、姿勢を正して丁てい寧ねいに言った。

「オイラは、ウーマロ・トルベック。四十区に拠きよ点てんを置くトルベック工務店で棟梁をやっているッス」

「四十区の大工か」

「はいッス。でも、依い頼らいがあればどこの区でも駆けつけるッス。新築からリフォームまで、良心的なお値段で請うけ負うッス」

　ここで宣伝してどうする………………いや、待てよ。

「見たところ、グーズーヤは随ずい分ぶん反省しているようだな」

「それはもう！　オイラたちがきつく締しめ上げてきましたッスから」

　グーズーヤは名を呼ばれて萎い縮しゆくしたのか、さらに身を縮こまらせる。

「実は、ここ数日グーズーヤの様子がおかしいッスねって思って……それで問い詰つめたら、こんなとんでもないことをしでかしていたって知ったッス。それで、一も二もなく謝りに行くッスよって、こういうことになったッス」

　厳しいが面めん倒どう見みのいい棟梁。まさに職人だな。

「けどこいつ、全然金がなくて、支払うことが出来ないって言ってるッス。そこで、オイラが立て替えるということで、どうか手を打ってほしいッス！」

　深々と頭を下げるウーマロ。棟梁としての威い厳げんを纏まとった美しい土下座だ。

　それに倣い、巨きよ大だいなウマ人族のヤンボルドに、ひょろ長のグーズーヤが揃そろって頭を下げる。

「……ヤシロさん」

　ジネットが俺に視線を向ける。その顔には「許してあげてくれませんか？」と、はっきり書いてある。まったく、こいつは……

「分かった。立て替えの件は了承してもいい」

「本当ッスか!?」

「ただし、条件がある」

「じょ、条件…………ッスか？」

「実はな、この食堂をリフォームしてほしいんだ」

　この食堂は相当古く、ガタが来過ぎて倒とう壊かい寸前だ。

　建物全部を建て直したいくらいだが、さすがにそれでは時間がかかり過ぎてしまう。

　なので、店てん舗ぽ部分だけでも綺き麗れいにしてもらいたいのだ。

「い、いや、でも……さすがに、店のリフォームを食事代と引き換かえってのは……」

　食い逃にげ常習犯と言えど、その総額は十万円にも満たないだろう。さすがにそれでリフォームは鬼き畜ちく過ぎるか。

　もっとも、『精せい霊れいの審しん判ぱん』を盾たてに、店舗部分の全面改装を申しつけることは可能だろう。「ここで断れば、トルベック工務店からカエルが出たぞと、触ふれ回ってやる」とでも言えば、ウーマロはすんなりその条件をのむはずだ。

　だが、欲よくをかけば、その瞬間こちらが悪者になってしまう。

　人は追い詰めてはいけない。追い詰められた人は凶きよう行こうに走るものだ……俺が壊かい滅めつさせた詐さ欺ぎ組織の親玉みたいにな。

　知らず、俺は自分の腹をさすっていた。

「さすがに、それだけでやれなんて言わねぇよ」

　謝罪があったのであれば、そこから先は対等に交渉するべきだ。

　こちらが高圧的に出なくとも、誠意ある謝罪が出来る者は、自然と譲じよう歩ほしてくれるものなのだから。向こうが出来る精せい一いつ杯ぱいを、こちらから要求することなく出してきてくれる。

　こちらは手を伸のばさず、手元で受け取るくらいがちょうどいいのだ。

　そうすることで、お互たがいの間に信頼が生まれる。

　おかしな話だが、詐欺師に最も必要なのは『信頼』なのだ。

「労働に見合った対価はきっちりと支払う。少し勉強してくれるとありがたいがな」

「そ、それはもちろん！　お安くさせてもらうッス！」

　不安げな表情で見守っていたジネットは、俺の言葉を聞いて笑え顔がおを取り戻もどしていた。

　俺が無理難題を吹ふっかけてウーマロたちを苦しめないか不安に思っていたのだろう。「料金をまけてもらう」くらいは、許容範はん囲いだと安心しているのだ。

「でもヤシロさん……」

　ジネットがすすすと、俺の隣となりまで近付いてきて、こっそりと耳打ちをする。

「リフォームするようなお金、ウチにはありませんよ？」

「あぁ、それなら心配するな。俺に当てがある」

「そうなんですか？」

「ジネットにも協力してもらうことになるが……」

「わたしに出来ることでしたら、なんでもしますよ！」

　女の子が軽々しく「なんでもします」なんて言うんじゃねぇよ。「じゃあ、脇わきを舐なめさせろ」とか、変態的な要求されたらどうすんだよ？

「まぁ、こっちも裕ゆう福ふくではないので最大限オマケしてもらうとして……お前ら全員が一ヶ月間飯の心配をしなくていいようにはしてやるよ」

「一ヶ月っていうと……それが三人分で…………」

　と、ウーマロが指を折り計算を始める。

「それにグーズーヤの食い逃げ料金を加算して……うん。それくらいいただけるなら十分ッス！　本来のリフォームより破格になるッスけど、このバカがご迷めい惑わくおかけした分を差し引いて、その条件で引き受けさせてもらうッス！」

「じゃあ、交渉成立ってことで」

「よろしくお願いするッス！」

　俺はウーマロと固い握あく手しゆを交かわす。

　そして、ここへ来てほとんど口を開いていないグーズーヤに視線を向ける。

「グーズーヤ」

「は、はいっ！」

　声は上げたが、視線は上がらず、グーズーヤは俯うつむいたまま体を強こわ張ばらせていた。

「いい上司を持ったな。あんま迷惑かけんじゃねぇぞ」

「…………はい」

　ここまでのことをしたウーマロを、グーズーヤを介かいして称しよう賛さんしておく。

　これで、ウーマロは自分の行いが無む駄だではなかったと確信し、自尊心も保たれ、こちらに対しても「認めてくれた」といういい印象を持つことだろう。

　何より、「認めてくれた」相手に対しては「裏切れない」という心理が働くものだ。

　店舗のリフォームは、きっと力を入れて取り組んでくれるはずだ。

　そのためにも、グーズーヤのこともちゃんと救済しておいてやる。

「失った信頼は働くことで取り戻せ」

「…………はい」

「ウチのリフォームで結果を残せよ。頑がん張ばれば、ジネットがご褒ほう美びをくれるからよ」

「……え？」

　顔を上げたグーズーヤに、俺は視線で「ジネットを見てみろよ」と伝える。

　グーズーヤの視線がジネットへ移ると、ジネットは弾はじけるような笑顔で頷うなずいた。

「はい！　お仕事期間中のみなさんのお食事は、わたしが腕うでによりをかけて作らせていただきます！」

　そう言った後、気まずそうな顔で俺を見る。

「……と、いうことでいいんですよね？」

「あぁ、そうだな。昼と夜の飯くらいはご馳ち走そうしてやってもいいんじゃないか」

「ホントッスかっ!?」

　ウーマロが歓かん喜きの声を上げる。

　その前で、俺はジネットにこっそりと耳打ちをする。

「（……どうせ、食材は余り気味だしな）」

「（はい。ご馳走して、その分頑張ってもらった方が『お得』ですね）」

　そう言った後、ジネットはくすくすと笑う。

「なんだか、わたしもヤシロさんみたいになっちゃいましたね」

　いいや。全然甘いけど？

　まぁ、そう思っておけばいいさ。

　お前が善意でしか人と接することが出来ないのなら、俺がその善意を武器に変えてやる。

　ジネットの善意は、ウーマロみたいな連中にはよく効きそうだからな。

「それじゃあ、いつから工事に入れる？」

「明日あしたは準備をするとして……、明後日あさつてからでも始められるッス」

「なら、こちらもそれに合わせて休業の準備をしておこう。そうだ、ジネット。厨ちゆう房ぼうもやってもらうから、教会への寄付は……」

「はい！　教会で一から作るようにしましょう！」

　……いや、中止って言いたかったんだけど…………まぁ、いいか。

「じゃあ、今日のところはこれで失礼するッス！」

「あ、待った」

　立ち上がる三人を呼び止めて、俺はグーズーヤのもとへと歩み寄る。

「グーズーヤ。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出してくれるか」

　グーズーヤは一いつ瞬しゆん怯おびえたような表情を見せながらも、俺の言葉に従った。

　グーズーヤが『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見つめる前で、俺は明めい瞭りような声ではっきりと告げる。

「以前グーズーヤが言った『陽だまり亭で飲食した分の代金を三日後の閉店時間までに支し払はらいます』に関して、俺は『精霊の審判』を使用しないとお前たち三人に断言する」

　俺の言った言葉がその場で『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に記録される。

　これで、食い逃げの一件は不問となる。もし俺がこの件で『精霊の審判』を使ったら、今の発言が『噓うそ』になるからな。

『俺はお前らを信用する』というメッセージを正確に受け取ったのだろう。ウーマロたちの顔には笑みが浮うかんでいた。

「夜道は暗い。気を付けてな」

「ありがとうッス。兄さん、いい人ッスね」

　そう言ってウーマロは外へ出て行く。ヤンボルドとグーズーヤがそれに続き、グーズーヤは店を出る直前に、俺たちに向かって深々と頭を下げた。

　ドアが閉まり、本日の営業は終しゆう了りようする。

「うふふ」

　ドアに鍵かぎをかけ、ジネットが嬉うれしそうに笑う。

「どうした？」

「ヤシロさんがいい人だって、ウーマロさん、言ってましたね」

　勘かん違ちがいも甚はなはだしいがな。

「分かってもらえたことが、なんだか嬉しいです」

　そう言ってにっこりと笑うジネットが、やっぱり一番のお人ひと好よしなんだろうなと、俺は思った。

　打算に打算を積み重ねた結果が今の俺だ。いいヤツなわけがない。

「しばらく店を休むから、常連客に挨あい拶さつして回ろう」

「そうですね。折せつ角かく足を運んでもらったのにお休みだと悪いですし」

　いや、リニューアルオープンの日には絶対に来いよという圧力をにこやか～にかけに行くだけなのだが……チラシでも作ろうかな。

「ついでに、ゴミ回収ギルドの仕事もするとしようか」

「はい。わたしもお供します！」

　期せずして時間が出来た。これは有効に使わなければ。

　そう意気込んで、その日は早々にベッドにもぐりこんだのだった。







「なんだか、柄がらにもないことをしたらしいね」

　朝から、にこにことイヤミな笑みを浮かべてエステラが俺に絡からんでくる。

　ウーマロたちとのやりとりをジネットから聞いたのだそうで、やれ「珍めずらしい」だの「雨が降る」だのと煩わずらわしいことこの上ない。

「これからも、他人を思いやって親切を心がけてもらいたいもんだね」

　やなこった。

　エステラをさらりと無視して、俺は大通りに並ぶ店を眺ながめて歩く。

　立地がいいせいか、この付近は四十二区のくせにそこそこ繁はん盛じようしてやがる。

「ジネットちゃん、今日は買い出しだっけ？」

「はい。明日からは陽だまり亭の厨房が使えませんので、教会でお料理をするために必要なものをいくつか買いたいと思っているんです」

　そんな理由で、俺たちは大通りを歩いているわけだ。大通りを進むと広場があり、そこに露ろ店てんが出ているらしい。掘ほり出し物を探そうってわけだ。

「荷物持ちもいるから、ボクも必要なものを何か買おうかなぁ」

「俺の使用料は高いぞ？」

　なにさらっとこき使おうとしてくれてんだ。自分で持て、自分で。

　と、平へい凡ぼんを絵に描かいたようなまったりとした時間の中にその声は突とつ然ぜん轟とどろいた。

「暴れ牛だぁ！」

　誰だれかの叫さけび声が聞こえ、あちらこちらから悲鳴が上がる。

「なんだ!?」

「ヤシロさん、アレ！」

　ジネットが指さす方向に目をやると、一頭の大きな牛が大通りで暴れていた。

　遠くに横転している大きな荷車が見える。おそらく、あそこから逃にげ出したのだろう。

「ボクちょっと行ってくる！」

　逃げ惑まどう人々の群れに向かってエステラが駆かけていく。事態の収しゆう拾しゆうでも図はかるつもりか？

　今や大通りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化し、怒いかれる暴れ牛は傍ぼう若じやく無ぶ人じんの限りを尽つくしていた。

　商店を壊こわし、人を弾はじき飛ばし、店の食い物を勝手に貪むさぼる。まさに野生。まさに動物。

「ヤシロさん、逃げましょう。ここにいては危険で……あっ！」

「ジネット！」

　大通りにいた者たちが我先にと逃げ出し、パニックにより制せい御ぎよ不能となった人の波が一気に押し寄せ、ジネットをのみ込んでいく。

　人の波をかき分け近付くと、ジネットが地面に蹲うずくまっていた。右みぎ腕うでを押さえている。

「おい。大だい丈じよう夫ぶか、ジネット」

「は、はい……痛っ！」

　どうやら倒たおれた時に手首をひねったらしい。痛みに顔を歪ゆがませている。

「立てるか？」

　手を差し出すと、ジネットは弱々しいながらも笑えみをこちらへ向けた。

「す、すみません、ヤシロさ……」

「ヤシロッ、ジネットちゃんっ！」

　喉のどが張り裂さけそうなほどの悲痛な声に、俺とジネットは咄とつ嗟さに同じ方向へ顔を向ける。

　暴れ牛が、俺たちに向かって突とつ進しんしてきていた。距きよ離りは20メートル……15……10……

「逃げてぇ！」

　エステラはそう叫ぶが、……無理だ。もう間に合わない。

　硬こう直ちよくする俺の体は、ほんの一歩を踏ふみ出すので精せい一いつ杯ぱいだった。

　暴れ牛が俺の眼前に迫せまる。──その時。




「……狩かる」




　短い、とても小さな囁ささやきが聞こえて、俺の横を突風が吹ふき抜ぬけていった。

　まるで流星のように真っ赤な光の尾おを引いて、『ソレ』は暴れ牛へと激げき突とつする。

「なんだ……『アイツ』は……」

　俺の視界に映っていたのは、少女の背中──ぼさぼさの長い髪かみをなびかせて、全身に赤く輝かがやく不思議な光を纏まとった少女が、暴れ牛に飛び蹴げりを喰くらわせている光景だった。

　小こ柄がらな体たい軀くに、お尻しりから生える細く長いしましまの尻尾しつぽ。そして、オレンジ色をした長い髪の隙すき間まからはネコ耳がちょこんと……いや、あの耳はネコじゃないな。少し丸くて……トラ？　トラ耳がちょこんと生えていた。トラ人族か。

　少女は、強きよう烈れつな飛び蹴りにより吹き飛んでいった暴れ牛を、それを上回る速度で追いかける。３００メートルほどを瞬まばたきの間に駆け抜け、跳ちよう躍やく。牛の頭上へと回り込み、そして固く握にぎった両手を打ち下ろして暴れ牛の頭を強打する。

　鈍にぶい音が俺のもとまで響ひびいてきて、暴れ牛は大通りのど真ん中にその巨きよ体たいをめり込ませた。

　……なんなんだ、アイツは？　漫まん画がかよ。

「二人とも大丈夫かい!?」

　逃げ惑う人々を誘ゆう導どうしていたエステラが俺たちのもとへと駆け寄ってくる。

「遅おそい！　めっちゃ怖こわかったじゃねぇか！　こういう時はちゃんと守れよな、俺を！」

「君ねぇ、男としてのプライドとかないのかい？」

　呆あきれ顔でため息を吐ついたエステラは、しかしすぐに笑みを浮かべて俺を見た。

「でも、見直したよ」

「何がだ？」

「咄嗟の時は、男を見せるんだね。君も」

　気が付くと俺は、ジネットを背に庇かばうような格好をしていた。

　暴れ牛がこちらに向かってきた時、無我夢中で踏み出した一歩がこのような結果をもたらしたらしい。あんな暴れ牛、止められるはずもないのに。

「ヤシロさん……あの、ありがとうございます」

　ひねった手首を押さえたまま、ジネットが見当違いな感謝を述べてくる。……やめろ。そういうんじゃねぇ。たまたまだ、たまたま。

「それにしても、アイツは何者なんだ？」

「お、話を逸そらしたね？」

　うっせぇよ、エステラ。ジネットのボディーガードを肩かた代がわりしたことにしてお前から金取るぞ。

「あれは、狩しゆ猟りようギルドの娘こだね」

　狩猟ギルド。外がい壁へきの外の森に出向いて魔ま獣じゆうを狩る連中だ。

　……あの小さな少女でさえあんなパワーを持っているのか。とんでもねぇな。

「ジネットちゃん、立てる？」

「はい。すみません」

　エステラがジネットに手を貸し、立たせる。

　脇わきや横乳に触さわりまくりだな。くっそ、俺がやろうと思っていたのに。

　なんてことを考えていると。




　ぎゅぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉきゅるるるるるるるるるるるるぅぅぅぅううううううっ！




　突とつ如じよ、地じ獄ごくの亡もう者じやの嘆なげきかというような、けたたましい音が鳴り響いた。

「な、なんだ、今のはっ!?」

「お腹なかの虫……でしょうか？」

　ようやく立ち上がったジネット。いや、お腹の虫って、こんなムンクが耳を塞ふさぎそうな悲鳴を上げるものか？

　音のした方向へ視線を向けると、不意に、トラ耳少女が動いた。

　陽炎かげろうのようにゆらりと動き、暴れ牛の前へしゃがみ込むと……その肉に齧かじりついた。

「なにぃっ!?」

　一いつ瞬しゆん目を疑った。トラ耳少女が、小学校低学年くらいにしか見えない幼い少女が、仕留めた牛に齧りついているのだ。ダイレクトに！　焼きもしないで貪り食っている。
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　それは、日本で見た動物番組の捕ほ食しよくシーンによく似た光景で……ライオンやトラを思い起こさせた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　ジネットがトラ耳少女に向かって声をかける。あの奇き行こうを止めようとでもいうのか。

「生で食べるとお腹を壊しますよっ！」

「いや、そこじゃないだろう!?」

　まるで観点がずれているジネットに、俺は忠告してやる。

「最も憂ゆう慮りよすべきことは、人の所有物に手を付けると損害賠ばい償しようが発生するということだ！」

「……そこでもないと思うよ、ボクは」

　エステラが見けん当とう違ちがいなツッコミを入れてくる。

　損害賠償が一番怖いだろうが。まぁ、もう避さけられないだろうが……

　と、そんな俺の考えが正しいと証明するように、一人の男が牛に食くらいつくトラ耳少女へと近付いていく。肩を怒らせて、足音を荒あららげて、憤ふん怒ぬと呼ぶに相応ふさわしい形相で。

「やい！　やいやいやい！　いい加減にしねぇか、狩猟ギルドッ！」

　仁に王おう立だちになり、トラ耳少女に向かって怒ど声せいを飛ばす。

　だが、トラ耳少女は止まらず……ついには牛一頭をぺろりと平らげてしまった。よくもまぁ、あんな小さな体に牛一頭を収めきったものだ。そして凄すさまじい早食いだな。

　骨だけになった牛を見て、男は額に青筋をくっきりと浮うかべる。

「どうしてくれんだ！　これから売りに行くところだったんだぞ!?」

　どうやら、あの男が牛を逃がした張本人らしい。やたらと広い額の、真っ黒に日焼けしたオッサンだ。

「あれは牛飼いだね」

「牛飼いギルドか？」

「いや。所属は、養よう鶏けい場や養よう豚とん場、養羊場なんかが加盟している畜ちく産さんギルドだよ」

　で、あの額の広いオッサンはそんな中の牛飼いなのだそうだ。

「弁べん償しようしろ、狩猟ギルド！　テメェらは、市し場じようを荒あらすだけじゃなくてこんな妨ぼう害がいまですんのか!?　えぇ!?　なんとか言ってみろよ！」

　喉を潰つぶしたいのかと思うほどの怒鳴り声を上げ続ける牛飼いに対し、トラ耳少女は終始無言で、何を考えているのか全く分からない無表情のまま、ただジッと牛飼いを見上げていた。

「……牛飼いと狩猟ギルドは、あまり関係がよくないんだよ」

「なんでだ？」

「魔獣の肉は美味おいしいからね。牛飼いたちは、自分たちの市場を荒らされていると感じているんだ」

「逆さか恨うらみじゃねぇか」

　お前んとこのが売れるからウチのは売れないんだ。……ってのは、商売人が口にしていい言葉じゃねぇな。だったら、より売れるものを作れよというだけの話なのだから。

「それで、あんな小さいガキに八つ当たりか？　みっともねぇオッサンだな」

「なら、助けてあげなよ。きっと感謝されるよ」

「アホか。なんで俺が」

　意味のない争いはしない。それが、商売で成功するための秘ひ訣けつだ。

　感謝などされたところで金にもならん。牛を平らげたのはあのトラ耳少女なわけで、俺には一いつ切さい関係のない話…………の、はずなのに、あいつは一体何をしているんだ!?

「あ、あのっ！」

　ジネットが、牛飼いの前に立ち、なんとも勇ましい顔つきで声をかけていた。

「彼女は、わたしたちを助けてくださったんです。どうか、叱しからないであげてください」

「なぁにが、『叱るな』だ!?　こちとら商品をダメにされたんだぞ！　ごめんなさいじゃ済まねぇのは分かるよな!?　お前めぇもガキじゃねぇんだからよぉ、どんな理由があろうとも、他人ひと様さまに迷めい惑わくをかけたらきっちりと詫わびを入れて筋を通すのが常識ってもんだろう!?」

「もう少し、穏おん便びんな対応をしてあげることは出来ませんか？」

「出来ねぇな！　こっちは生活が懸かかってんだよ！」

「ですが、こんな小さな女の子に弁償だなんて……」

「だったら、お前ぇが代わりに弁償するかぁ!?」

「分かりま……もが、ふもっ!?」

　とんでもないことを口走りかけたジネットの口を光の速さで塞ぐ。

　……危ねぇ。こいつ、マジで怖こえぇわ。牛一頭がどれくらいすると思ってんだ？　いい和牛だったら百万を超こえるんだぞ!?

「なんだお前ぇは？　お前ぇも文句あんのかよ!?　このポンコツ狩猟ギルドのバカの代わりに、お前ぇがウチの牛を弁償してくれんのかよ、おぉ!?」

　広い額で偉えらそうなことを抜ぬかす牛飼い。……誰だれにケンカ売ってんだ、テメェは？

　よく回る舌を引っこ抜いてやろうかと牛飼いを睨にらむ……と、強い視線を感じた。

　牛飼いを挟はさんだ向こう側、無残な姿になった牛の前にしゃがみ込んだトラ耳少女が、ジッと俺を見つめていた。視線がぶつかる。

「聞いてんのかよ、お前ぇ!?」

　トラ耳少女を見ていると、牛飼いが俺の肩を乱暴に突つき飛ばしやがった。

　…………よし。お前は、潰す。

「世の中にはな、損害賠償ってもんがあるんだよ！　相手に損害を与あたえたら、その分きっちり金を払はらうのが人間としての最低限のルールなんだ！　分かるか!?」

「あぁ。よく理解しているぜ」

　こいつは今、墓ぼ穴けつを掘ほった。

　考えなしに飛び出した言葉もそうだが……俺にケンカを売ったことを、後こう悔かいしやがれ。

「だったら、牛の弁償をしやがれ！」

「なぜ俺が？　俺が損害を与えたのか？」

「俺が狩猟ギルドに賠償させようとしたのを、お前ぇが止めたからだろうが！」

「いつだ？　俺が、いつ、お前の邪じや魔まをした？」

「だって、そっちの女が代わりに弁償するって……！」

「言ったか？　というか、そもそもそれは『俺』が邪魔したことになるのか？」

「……い、いや、でもよぉ。じゃあなんでお前ぇは俺の前に出てきたんだよ!?　文句があるからだろう!?」

　論点ずらしか。三下にはそれが精せい一いつ杯ぱいか。

「俺が出てきた理由は、お前に賠償を求めるためだ」

「はぁ？」

　盛大にアホ面づらをさらす牛飼いに、俺はとても分かりやすく説明してやる。

「お前のところの牛がこの大通りで暴れ出したのは、牛を逃にがしたお前の責任だよな？」

「いや、それは……に、荷車が……っ！」

「荷車が悪いなら、そんな荷車を使用したお前ら牛飼い全体の責任だ。代表してお前が話を聞け」

　言い逃のがれはさせない。

「お前、もしくはお前らの過失のせいで大通りにいた人間はパニックを起こし、その人波に揉もまれたせいでウチの『料理長』が腕うでを怪け我がした」

　ジネットへ視線を向けると、牛飼いの視線も俺に追従してくる。

「見ろよ、あの手首。あんなに腫はれて、見るからに痛そうじゃないか」

「…………」

　牛飼いは何も言わない。今いま頃ごろ、頭の中で必死に言い逃れを考えているのかもしれんが、そんな時間は与えない。

「最低でも、二週間は店の厨ちゆう房ぼうに立って料理を作ることは出来ない。下手へたをすればもっと長引くかもしれん……この二週間、俺たちの食堂は客を入れることは出来ない」

「ほ、他ほかのヤツに作らせればいいじゃねぇか！」

「ウチの店は、こいつが一人で料理を作ってるんだよ。そいつが怪我をした……いや、お前のせいで怪我をさせられた。意味、分かるな？」

　何かを言いかけたジネットを視線で黙だまらせる。

　ジネットを睨みつつ、俺は『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出す。

「『世の中にはな、損害賠償ってもんがあるんだよ！　相手に損害を与えたら、その分きっちり金を払うのが人間としての最低限のルールなんだ！』……だったよな？」

「う……いや」

　牛飼いの広過ぎる額には、太い血管に代わって大量の汗あせが浮かび上がっていた。

「周りをよく見てみろよ。『お前が逃がした牛のせいで』どれだけの被ひ害がいが出たのか……」

　俺たちを取り囲む群衆から、怒いかりの波動が伝わってくる。

　店を壊こわされた者や、商品を滅め茶ちや苦く茶ちやにされた者、怪我をした者もいるだろう。

「もし、そこの少女が止めてくれなければ、もっと被害は拡大していただろう」

　俺の言葉に、群衆の中から賛同の声がチラホラと聞こえてくる。

「お前は、感謝こそすれ、怒りを向けられる立場じゃねぇんじゃねぇのか？」

　俺の言葉に導かれるように、群衆が一歩、牛飼いへと近付く。

「ひっ……！」

　掠かすれた声を漏もらし、牛飼いが後あと退ずさる。

「改めて聞かせてくれねぇか？　『誰が』『誰に』賠償をするのかを」

「あ……あぅ…………」

　今にも倒たおれるんじゃないかというような異常な発はつ汗かんと呼吸困難。牛飼いは極限まで追い詰つめられているようだ。

　苦しそうだな……じゃあ、介かい錯しやくをしてやるよ。

「さぁ、賠償を……」

　言いかけたところで、俺の服がピンと引っ張られた。

　ジネットが俺の服の裾すそを引っ張り、泣き出しそうな顔で俺を見つめていた。

「じ、事故だ！　見ろよ！　この大通り！　デコボコじゃねぇか！　これじゃあ荷車が横転するのもしょうがねぇ！　今回の一件は不幸な事故だ！　だ、だから、俺ぁ知らねぇ！」

　横転していた荷車を大おお慌あわてで起こし、牛飼いは人ひと垣がきを強ごう引いんにねじ開けて逃とう走そうしてしまった。追いかけようにも、ジネットが服を放してくれない。

「なんなんだよ、ジネット。逃がしちまうだろうが！」

「で、ですが！　ヤシロさんに噓うそを吐つかせるわけにはいきませんっ」

「噓？」

　こいつは何を言っているんだ？

「確かに怪我をしました。けれど、二週間も引き摺ずるような大怪我ではありません。それに、怪我のせいでお店が開けられないというのも虚きよ偽ぎに該がい当とうしますし……」

「待て待て。俺は噓なんか言ってないぞ」

「ですが……！」

　反論しかけたジネットの鼻を「ぷしっ」と押してやる。

「ふみゅんっ!?」

「いいからよく見ろ」

　そして、出したままの『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見せる。

　俺が言ったのは、『今回の騒そう動どうでジネットが怪我をした』『店は二週間開けられない』『ジネットが一人で料理を作っている』……どれも噓ではない。

「誰も『怪我のせいで』二週間店が開けられないとは言ってない。『リフォームをするから』二週間店が開けられないという事実を省略して言ったまでだ」

　怪我の話と続けて言ったせいで、牛飼いは勘かん違ちがいをしたようだけどな。

「だから安心しろ。俺は噓なんか何一つ吐いていない」

「そう……でしたか」

　ほふぅ……と、ジネットが息を漏らす。

　そんなに心配すんじゃねぇよ。この俺がカエルになるようなヘマをするわけないだろう？　お前じゃあるまいし。

　ちらりとエステラに目をやると、褒ほめたもんだか呆あきれたもんだかといわんばかりの微び妙みような表情をしていやがった。褒めとけよ、素す直なおに。損害を防いだんだからよ。

　牛飼いが逃げたことで、大通りはまた賑にぎわいを見せていた。怒りの立ち込める、少々おっかない空気に包まれた賑わいだがな。

　後片付けを始める者や、集まって文句を言う者など、各おの々おのの生活へと戻もどっていく。

　そして……

「…………」

　俺の目の前に、トラ耳の少女がやって来る。

　虚うつろな半眼でジッと俺を見上げ、小さな口を微かすかに開ける。

「……ヤ、シロ？」

　そして、ジネットの言葉から聞き取ったのであろう俺の名を呼ぶ。

「…………あ」

　たっぷりと間を取って、ようやく何かを口にしかけた時、突とつ如じよ現れた騒さわがしい怒ど鳴なり声にその言葉は遮さえぎられてしまった。

「マグダ、てめぇ！」

　それは、なんとも厳いかつい男の集団で、脇わき目めも振ふらずにトラ耳少女へと突とつ進しんしてくる。

　マグダってのは、こいつの名前か。

　そんなマグダを、厳つい男たちが取り囲み、詰め寄る。

「また騒ぎを起こしやがったな!?」

「おいおい!?　なんだよ、この骨!?」

「お前まさか、コレ、食ったんじゃねぇだろうな!?」

「…………食べた」

「ふざけんな、ボケ！」

「おい！　連れて帰って代表に報告だ！」

「このガキ！　ただで済むと思うなよ！」

　筋肉ムキムキの四人組がマグダと食いつくされた牛の骨を担かつぎ上げて、やって来た時と同じ慌あわただしさで大通りを駆かけていってしまった。

「……なんだったんだよ、あいつら」

「それは分かりませんが……」と、前置きをした後、ジネットはふんわりと微ほほ笑えむ。

「さっきの女の子──マグダさん、『ありがとう』って言おうとしていましたね」

　俺を見つめて、『あ』と発音したマグダ。ジネットにはそれが、礼を述べているように見えたらしい。

「さぁ、それはどうかな、ジネットちゃん」

　騒動がすっかり収まってから俺たちのもとへとやって来たエステラが、からかうような目で俺を見る。

「『アホ面』って言おうとしたのかもしれないよ」

　……テメェ。

　ニヤニヤと勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべるエステラ。上手うまく言ったつもりか？

「ヤシロさん」

「ん？」

「ありがとうございます」

　ジネットがなんの躊躇ためらいもなく口にした言葉は、果たして何に対するものなのか。

　俺はただ、意味もなくジネットが不要な負ふ債さいを背負い込もうとしていたからそれを阻そ止ししただけだ。また店の存続云うん々ぬんでくそ重たい空気なんか感じたくないからな。

「ほら。さっさと買い物を済ませちまおうぜ」

「はい」

　俺はダラダラと長い買い物を楽しめるタイプではない。さっさと買ってさっさと帰る。時間も金も、浪ろう費ひするには惜おしいものだからな。




　そうして、俺たちは大通りを歩き回って買い物を済ませたわけだが……ジネットが手首を怪我したせいで、ほとんど俺一人で大量の荷物を持つ羽目になってしまった。……腕が、千切れるかと思った。

　あの牛飼いめ。もしどこかで会ったら、この苦痛分の賠ばい償しようを支し払はらわせてやるっ。
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　大通りでの騒動の翌日、陽ひだまり亭ていのリフォームが始まった。店は一時休業だ。

　だが、食堂が休みだからといって、俺たちに休んでいる暇ひまなどない。

　今すぐ金が手に入らなくとも、今後経営を優位に進めていくための根回しや下準備というものが必要になる。今は、それらを抜ぬかりなく行う時期なのだ。

「そんなわけで、川漁をしている連中のところへ行くぞ」

「それでしたら、四十二区の西側に大きな川がありますから、そちらへ行けばお話を聞いてもらえると思いますよ」

　西側というと……あぁ、そういえば湿しつ地ち帯から逃にげる時に一度泳いで渡わたったことがあったな。水量からして、結構な漁が出来そうな大きな川だったっけか。

「そういえばエステラ」

「なんだい？」

　こいつは今日も、さも当然という顔をして俺たちと行動を共にしていやがる。ホント、仕事とかしなくていいのか？　まぁ、知ったこっちゃないがな。

「農家や漁師にはギルドはないのか？」

「あるよ」

「あるのかよ!?」

　以前、農家のワニ人族モーマットが行商ギルドのアッスント相手に無様をさらしていたので、てっきり農家は行商ギルドと個人契けい約やくでもしているのかと思ったのだが、ギルドはちゃんとあるらしい。ならなぜ、モーマットみたいな土いじりしかしたことのないようなヤツに交こう渉しようをさせていたのか……理解に苦しむな。

「農業ギルドや川漁ギルドの権限はとても弱いんだ」

「なんでだ？」

「各区に存在するからさ」

「…………よく、分からんが？」

「つまりだね……」

　エステラが語った説明はこうだ。

　行商ギルドは全区に権限を持ち、行商に関しては絶大な権力を持っている。

　なぜなら、各区の領主全員が「行商に関してはお宅のギルドに一任しますよ」と委任している状態だからだ。

　全領主が同時に同条件で委任するのは、特定の区に利益が集中しないように牽けん制せいする意味合いも含ふくんでおり、そのため領主であってもギルドに対し強権を発動することは難しい。そんなことをすれば、自分以外のすべての領主を敵に回すことになりかねないからな。

　また、潰つぶし合いによる価格破は壊かいを避さけるために同系統のギルドはオールブルーム内に存在出来ない。それ故ゆえに、行商ギルドのような全区を股またにかけるギルドは領主の睨にらみ合いを背景に相当な権力を有しているのだ。

『物流の制限』という脅おどしは、強力な交渉カードになるからな。

　とにかく、そんなクソみたいな組織だからこそ、四十二区なんて最底辺の区を治める領主を盛大に舐なめ倒たおしているのだろう。

「それに強く出られない領主もどうかと思うけどな」

「まぁ……いろいろあるんだよ。この街にはね」

　一方、農業ギルドや川漁ギルドは各区に一つずつ存在している。

　それは、領土を治めているのが領主であり、その区の領土で行う生産活動に他ほかの区の領主が口を出せるわけもないからだ。

　そうなれば、それらのギルドは当然領主の影えい響きようを色いろ濃こく受けることになり、領主が一言、「畑一反につき税金をいくらかけるんで、そんな感じでシクヨロ！」と言えばそれに従わざるを得なくなるわけだ。逆らえば漏もれなく失業だからな。

　で、そんな領主の言いなりギルドが、領主にすら意見出来る強きよう豪ごうギルドに対し意見が出来るかと言えば…………答えは火を見るより明らかだ。

「ちなみに、ゴミ回収ギルドはどっちに区分されるんだ？」

「当然、四十二区限定のギルドだよ」

　思わずため息が漏れそうになった。ヘタレ領主の言いなりか。泣きたくなるね。

「あっ、アレは……」

　俺とエステラがギルドに関する話をしている間、一人大人しくてぽてぽと隣となりを歩いていたジネットが、河原が近付いた辺りで急に声を上げた。

　ジネットの視線を追ってそちらを見ると……

「げぇっ!?」

　そこには、体長が２メートルはあろうかという巨きよ大だいな熊くまがこちらに背を向けて座っていた。服を着ていないことからも、野生の熊だと分かる。

　熊はシャレにならん猛もう獣じゆうだ。気付かれたら終わり……絶対食われる。

　見つかる前に逃げなければ……と、そっと移動を開始しようとした時、ジネットがとんでもない暴挙に出やがった。

「こ～んにちは～！」

　お前、何してんの!?　なんで熊に手なんか振ふってんの!?

　ジネットの声に反応して、熊が「のそり……」と動き、野太い声が耳に届いた。

「お～！　ジネットちゃ～ん！」

「オメロさ～ん！　お仕事お疲つかれ様で～す！」

　え？　…………今、しゃべった？

　数メートル先で、陽気な顔でこちらに向かって手を振っている熊を、よぉ～く観察してみると……すっげぇ小さいビキニパンツを穿はいていた。男子競泳用ブーメランパンツをＴバックにしたようなヤツだ。……え、なに、あれ？

「どうしたんだい。今日はみんなで河原を散歩かい？」

　トコトコと歩み寄ってくるその巨大な熊は、俺たちの目の前まで来ると立ち止まった。

　……つか、こいつ、熊か？　なんか、顔が……

「なぁ。念のために確かく認にんしたいんだが……」

「ん？　なんだ兄ちゃん？」

「あんた、クマ人族か？」

「いんや、アライグマ人族だが？」

「紛まぎらわしいわっ！　あと、デカい！」

　俺が怒ど鳴なるとアライグマ人族のオメロはビクッと肩かたをすくませた。

「そんなこと言われても……オレは生まれた時からこの体だし……」

「いや、怒鳴ってすまなかった。なんか、スゲェ怖こわかったから、つい……」

　まぁ、野生の熊じゃなくてよかったということにしておこう。

「で……なんでさっきから横向いてんだ、エステラ？」

「う、うるさいな……しょうがないだろう、そんな格好をされていては……」

　そんな格好と言うが……

「どこか変か？」

「そ、そんな際きわどい水着で女子の前に堂々と立たないでほしいものだね！」

　いや……これ、どう見ても野生の動物じゃねぇか。これに対して恥はずかしいって……お前、思春期か？　牛の乳ちち搾しぼりで赤面しちゃう系？

「おぉっと、すまない。レディの前でこんな格好は失礼か。すぐに上を着てくるよ」

　オメロはトコトコとさっきいた場所へ上着を取りに戻もどる。……足音可愛かわいいな、おい。
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「ジネットは平気なんだな。オッサンのブーメランパンツ」

　と、ジネットを見ると、顔を真っ赤にさせていた。挨あい拶さつはしたものの、どうやら平気ではなかったらしい。

「おう、これでいいかな？」

　オメロが上着を羽織って戻ってきた。……って、おい！

　下穿いてねぇじゃねぇか！　海パンのまんまじゃん！

「まったく……以後気を付けてほしいものだね」

「そうですね。少し照れますからね」

「いや、これでいいのっ!?」

　なんだか女子二人が「やれやれ」みたいな感じで納なつ得とくしてるんですけど!?　下半身まるで変わってないぞ!?　お前らの羞しゆう恥ちポイントってどこなの!?

　……もしかして、下半身はＯＫな街なのか？

「なぁ、ジネット」

「はい。なんですか？」

「ちょっと尻しりを見せてくれないか？」

「懺ざん悔げしてくださいっ！」

　ダメなんじゃん!?

　……基準が分からねぇ……難し過ぎるだろ、オールブルーム…………

「で、今日は何か用事でもあるのかい？」

　下半身ブーメランパンツアライグマこと、オメロが改めて尋たずねてくる。

「オメロさんは、川漁ギルドの副ギルド長をされているんですよ」

「いやぁ、副ギルド長なんつっても名前だけだけどなぁ、はっはっはっ」

　と、得意顔で笑うオメロ。なら、こいつに話を通せばすんなり事が運ぶかもしれんな。

「川で捕とれる魚に関して少し相談したいことがあるんだが、副ギルド長であるあんたからギルド長に話を通してくれないか？」

「い～～～や、むりむりむりむりむりむりむりむりむり！」

　すっげぇ勢いで首と手が振られる。物もの凄すごい拒きよ絶ぜつ反応だ。

「親方に話しかけるなんて……オレ、ビビッちまって絶対無理だよ」

　こんなデカいアライグマがここまで怯おびえる親方って……どんだけ怖い人物なんだよ？

「……親方はな……クマ人族の中でも一、二を争う腕うでっぷしの強さで、ここいらじゃ敵かなうヤツなんかいないんだ。おまけに、すぐに手が出るし……手加減を知らねぇから何度死にかけたか……」

「危険人物じゃねぇか！」

「危険人物なんだよ！」

　オメロは必死の形相だ。

　そんなに怖いのか……すげぇ会いたくないんだが。

「オメロ。お前が川漁ギルドを代表して俺たちと交こう渉しようしてくれねぇか？」

「そりゃあ無む茶ちやってもんだ！　親方を無視して勝手なことをすりゃあ…………明日あした、河原で洗われてるのはオレかもしれねぇ……」

「いや、お前以外に河原で何かを洗うヤツいねぇだろ」

　全人類がいろんなものを洗うと思うなよ、このアライグマ。

　しかし、クマ人族か…………なんとも嫌いやな予感がする。

「よし、帰ろう」

「ダメですよ、ヤシロさん！　きちんとお会いして話を聞いていただきましょう。ギルドを任されるような方ですから、きっといい方ですよ」

「お前のその根こん拠きよのない自信はどこから来るんだ？」

「とはいえ、会わないわけにもいかないんじゃないのかい？」

　エステラが涼すずしい顔で言う。

　いいよな、お前は。部外者だから。

「あの、ヤシロさん。ヤシロさんが不安なのでしたら、わたしがお話をしましょうか？」

「ジネット、お前は陽だまり亭を潰つぶす気か？」

「えぇっ!?　なんでそうなるんですか!?」

　もういい。しょうがない。腹を決めるしかないだろう。

　いざとなったらオメロを盾たてにして俺だけ逃にげる。よし、この作戦でいこう。

「親方なら、この川の上流で漁をしているはずだ。行けば分かるよ」

　オメロはそれだけ言うと、そそくさと帰ってしまった。

　……くそ、なんか勘かん付づかれたか!?

「それじゃあ、行きましょうか、ヤシロさん」

　ジネットはどこまでも明るい。分けてほしいよ、その能天気さを。

　そんなことを思いつつ、河原沿いの道を上流へと向かって歩いていく。

「あっ！　あれはなんでしょうか？」

　十数分歩いたところで、ジネットが何かを見つけて声を上げた。

　川の中に少し浸ひたるように置かれた大きな樽たる。人間がすっぽり入れそうな巨大さだ。

　……まさか、あの中にいるわけじゃないよな？

「行ってみましょう」

「あ、おい！」

　ジネットが樽へと近付いていくので俺たちも急いで後を追う。勝手な行動を取られては敵わん。あいつなら、躓つまずいて樽を川に落とすくらいのことはしでかしそうだからな。

「わぁ……お魚がいっぱいです」

　俺たちが追いつく前に、ジネットは樽の中を覗のぞき込んでいた。危機感のないヤツめ。

　ジネットの隣となりに立ち中を覗き込むと、中には無数の魚が泳いでいた。

「こいつは…………鮭さけ、か？」

　アゴのシャクレ具合も、鱗うろこの色も、傷付いたヒレも、どれもこれもが完全に鮭だった。

　手に取ってもっとよく見てみたいな。と、樽の中に手を伸のばした時──

「あたいの魚を盗ぬすむつもりか、お前ら!?」

　突とつ然ぜん、背後から怒ど号ごうが飛んできて心臓が跳はねる。

　慌あわてて振り返ると、そこには一人の女が立っていた。

　紫むらさきがかった長い髪かみを腰こしの辺りで一つに結び、きりっとした顔つきの美しい女だ。

　１８０センチ弱くらいはありそうな長身と、美しく引き締しまった肉体が目を引く。

　その肉体美のなせる業わざなのだろうが、ホットパンツと胸だけを隠かくすチューブトップのようなものしか身に着けていないにもかかわらず、彼女はとてもオシャレに見えた。

　そして、頭のてっぺんにちょこんちょこんとついている丸っこいクマ耳。

　川漁ギルドのギルド長だというクマ人族は、クマ耳美女だった。

　だが、そんなことよりも……

　最も目を引いたのは、引き締まった体から不自然なまでに突つき出した二つの膨ふくらみ。

「……デカいっ！」

「そうですね。大きな方ですね」

「ジネットちゃん。ヤシロに同意しない方がいいよ。彼は君とは違ちがうものを見ているから」

　なんとも張りのあるおっぱいだ。まるで、皮まで食べられるマスカットのようだ。

「お前が首しゆ謀ぼう者しやか？」

　どすの利きいた声が聞こえたと思った瞬しゆん間かん、クマ耳美女の腕が俺の襟えり首くびを締め上げた。

「あたいの獲え物ものを横取りしようなんて、いい度胸じゃねぇか！」

　ぐぉうっ!?　なんつうパワーだ!?　こいつ、本当に人間か!?

　俺の体は軽々と持ち上げられ、襟を締める指を解ほどこうと両手でこじ開けにかかるがビクともしない。

「あ、あの！　誤解です！　わたしたちは魚泥どろ棒ぼうではありません！」

「本当か？」

「はい！　もしお疑いでしたら、どうぞ、わたしを『精せい霊れいの審しん判ぱん』におかけください」

「…………」

　ピシッと背筋を伸ばして立つジネットを無言で見つめるクマ耳美女。

　……あの、とりあえず下ろしてくんないかな？　苦しいんだけど……

「…………分かった。お前を信じるよ」

「ありがとうございます」

　ジネットが深々と頭を下げると、クマ耳美女はようやく俺を解放した。

　……っはぁぁぁああ～！　空気のありがたさが身に沁しみる！

「悪かったな、疑っちまって」

「いいえ。勝手に樽に近付いたわたしが悪いです。申し訳ありませんでした」

「やめてくれよ。これじゃ堂どう々どう巡めぐりだろ？」

「はい、ではここで幕引きといたしましょう」

　朗ほがらかな笑えみを交かわし合うジネットとクマ耳美女。

　……いや、まず俺に謝れよ、お前ら。俺はジネットを止めようとしたんだぞ。

「ヤシロ」

　河原に蹲うずくまる俺のもとへ、エステラが近寄ってきて、しゃがみ込む。

　慰なぐさめてくれるのか？　いいヤツだな、お前。

「持ち上げられてもがいている時に二度ほど膝ひざが巨きよ乳にゆうに当たっていたけど、感想は？」

「……そんなもん、感じてる暇ひま、あったと思うか……？」

　こいつ……どこまで性しよう根ねが腐くさってやがるんだ…………

「んで、お前らは一体なんなんだ？　あたいに何か用か？」

「はい。わたしは陽だまり亭の店主でジネットと申します。そして、従業員のヤシロさんと、お手伝いをしてくださっているエステラさんです」

　エステラがいつ手伝いをしてくれたのか、俺にはとんと覚えがない。

「陽だまり亭って……あぁ！　じゃあお前らがゴミ回収ギルドをやってるヤツらか？　いやぁ、モーマットから聞いて会ってみたいと思ってたんだよ。よく来てくれたなぁ」

　どうやら、俺たちの噂うわさを聞いていたらしく、歓かん迎げいされてしまった。

　クマ耳美女はこほんと咳せき払ばらいをすると、大きな胸を強調するように張って、自信に満ち満ちた表情で名乗りを上げた。

「あたいが、川漁ギルドのギルド長、デリアだ。よろしくな」

「こちらこそ。よろしくお願いいたします」

　差し出された手をギュッと握にぎるジネット。……の、足元で呼吸困難に陥おちいっている俺。

　なぁ、誰だれか俺を心配してくれても、罰ばちは当たらんと思うんだが？

「それでお前ら、ギルドより高く食材を買い取ってくれるんだってな」

「それは違う」

　その解かい釈しやくには語ご弊へいがある。

　俺たちゴミ回収ギルドが出来るのは、あくまで『商品にならない廃はい棄き物ぶつ』を買い取る行こう為いだ。そして、その買い取り価格が行商ギルドよりも少し割高というだけのことだ。

　どれだけを余よ剰じよう分とするかは各おの々おのの勝手だが、あまりに目につく行為を続ければ行商ギルドも黙だまってはいないだろう。

　ゴミ回収ギルドが廃業に追いやられるだけならまだ可愛かわいいもんだが、行商ギルドのヤツらがそれだけで終わらせるはずもなく、俺らと関かかわりを持った者たちに必ずや鉄てつ槌ついを下すだろう。それこそ、死人が出てもおかしくないほどの制裁をな。

　だいたい、それ以前の問題として俺たちに資金の余よ裕ゆうはない。つまり、どんなに余剰分を用意してもらおうと、俺たちが買い取れるのは『自分たちが必要な分だけ』だ。

「変な期待をされても応こたえられないからな。そこははっきり言っておくぞ」

「じゃあ、具体的にどんなものを買ってくれるんだよ？」

　具体的にか……

「例えば、大量に捕とれ過ぎるもの。もしくは捕れても売り物にならないもの、だな」

「売り物にならないものってんなら、そこのが全部そうだ」

　そう言って、デリアはアゴで樽を指し示す。

　…………は？　今、なんと？

「その魚は身が赤いんだ。川魚は白身と決まってるだろ？　だから、赤い身の川魚なんて気味が悪くて食べられねぇって、行商ギルドは買い取りを拒きよ否ひしてんだよ」

　バ……バカなのか、行商ギルド!?

「焼いて食うと美味うまいんだけどなぁ。こいつはあたいら漁師しか食わない下魚なんだよ」

「バカなことを言うな！」

　鮭は日本人の心！　煮にてよし焼いてよし加工してよしの最強魚だろうが！

　これは、買いだ！

「とりあえず、この魚は定期的に欲しい。捕れる時季はいつだ？」

「こいつなら、年がら年中ここで捕れるぜ」

「マジでか!?　異世界すげぇな！」

「な、なんだか、ヤシロさんが熱いです!?」

「ホント、理解しかねるね、彼の生態は」

　ふん！　なんとでも言うがいい！

　鮭を食う習慣がないだなんて、お前ら人生の半分を損してるんだぞ!?

「よし。じゃあ、こいつを優先的に譲ゆずってくれ」

「いいのか？　こんなもん出したって、客は食わないぞ？」

「なら俺が食う。俺が食って、こいつがいかに美味いかを分からせてやる」

　ここでの会話で、俺は重要なワードを聞いている。

『川魚は白身と決まってる、赤い身は気味が悪い』

　なら、客にはこう言ってやればいいのだ。『こいつは大おお海うな原ばらを回遊した赤い身の魚』だと。噓うそではない。捕れた場所は川だが、こいつらは一度海に出て戻もどってきた魚なのだ。

　こいつらが、きっちりと鮭の外見をしていることからも、それは確実だ。同じサケ科でも川で一生を終えるヤマメとは外見がまるで違うからな。自然界は噓を吐つかない。

「この魚、10キロ１００Rbでどうだ？」

　日本だと、大きめの鮭一尾びで三千円くらいだ。で、この鮭は３キロから４キロってとこだから、一尾三百円程度で買おうって腹だ。……さすがに買い叩たたき過ぎか？

「そんなにいいのか!?」

「……え？」

「お前、いいヤツだなぁ！」

　デリアが俺の両手を取り、ブンブンと上下に振ふる。

　やめろっ！　肩かたがっ！　肩が外れるっ！

「こいつはな、あたいの大好物なんだが……どうも人気がなくてなぁ……ちょっと悲しかったんだよ、実際」

　自分が努力して捕らえた魚を忌き避ひされるのは、漁師にとってはつらいことかもしれない。

　寂さみしげな表情を見せたデリアは、少し儚はかなげに見えた。

「でも、お前はこいつに値をつけてくれた。お前はいいヤツだ！」

　いや。お前たちの無知を利用して買い叩いているだけだが。

「実は、行商ギルドの連中にさ、『陽だまり亭と取引するなら買い取り価格を下げる』って脅おどされちまってんだよなぁ」

「そう言われて、なんで取引しようとしてんだよ？」

「だって、ムカつくだろ!?　命令されてるみたいでさ！」

　まぁ、確実に命令してんだろうけどな。

「だから、行商ギルドが嫌きらう『陽だまり亭』ってのがどんな連中なのか、この目で見てみたかったんだ」

「見た感想はどうだ？」

「なんか、可愛いな！」

「いや……誰がジネットの見た目の話をして……」

「バッカ！　お前がだよ！」

　デリアはそう言うと、俺の首に腕うでを回しグイッと抱だき寄せた。

　きょ、巨乳が！　巨乳が顔にっ!?　………………と、思ったのだが。デリアの巨乳が頰ほおに触ふれる寸前、エステラの手が俺の頰とデリアのおっぱいの間に挟はさみ込まれた。

「えぇい、エステラ！　なぜ邪じや魔まをする!?」

「商談相手から賄わい賂ろをもらうのは、交こう渉しよう人として失格だと思ったものでね」

「賄賂ではない！　誠意だ！」

「……君は汚お職しよく塗まみれの為い政せい者しやのようだね」

　くっそ！　この手の向こうにぽよんぽよんが待っているというのに！　張りのある、ダイナマイツなぽよんぽよんがっ！

「ん？　あ、悪い悪い！　男にこういうことしちゃいけないんだっけな」

　エステラの妨ぼう害がいのせいで、無防備なおっぱいが警けい戒かいレベルを上げてしまった。

　デリアは俺を拘こう束そくしていた腕を離はなし、俺を解放する。

　くそぉ！　もうちょっとだったのにぃっ！

「…………なんて、弾だん力りよくなんだ……」

　俺の邪魔をしたエステラが、俺以上にへこんでいる。

　何がしたかったんだよ、お前は。

「とにかく！　あたいはお前らが気に入った！　行商ギルドが難なん癖くせつけてくるかもしれないが、そんなもんは知らん！　あたいにケンカを売る勇気があるなら買ってやるさ！」

　行商ギルドも、こういうタイプ相手には交渉がしにくいだろうな。

「しかし、君だけの判断で川漁ギルド全員の生活を脅おびやかすわけにはいくまい？」

「川漁ギルド全員の？」

　あぁ、こいつ、分かってないんだ。

　エステラがそのあたりのことを嚙かみ砕くだいて説明し始める。

「陽だまり亭には金銭的余裕はない。よって、自分たちで使う分しか買い取ることは出来ない。その金額は、決して川漁ギルド全員の生活を保障出来るものではない」

　うんうんと、デリアは頷うなずきながら話を聞いている。

「必然的に、川漁ギルドは今後も行商ギルドと付き合いを継けい続ぞくする必要がある。その際、陽だまり亭に加担したせいで不利な条件を吹ふっかけられる危険があるってことだよ」

「つまり……殴なぐって黙らせればいいのか？」

「いや、違ちがう。そうじゃなくて……ヤシロ、パス……」

　エステラから選手交代の要よう請せいが来た。理り詰づめが通用しない相手には弱いらしいな。

　ったく、しょうがねぇな。

「デリア、行商ギルドにはこう言っておけ」

　この手のタイプには、簡潔に、分かりやすく、それ以外考える余地のないことを端たん的てきに告げるに限る。

「『陽だまり亭には、赤い身の川魚を売ってやることにした』ってな」

　行商ギルドが売り物にならないと判断している下魚。それを売りつけてやったということは、川漁ギルドが陽だまり亭との商談を突つっぱねたという意味合いになる。

　まさしく『売り物にならないゴミを売りつけた』ということになるのだ。

　このオールブルームにおける物の価値と、高水準の知識を有する者が相手だからこそ、有効的な一言だと言っていい。

　そう言っておけば、行商ギルドも当面は川漁ギルドに対して風当たりを強くすることもないだろう。ついでに、俺らゴミ回収ギルドへの警戒が弱まればさらに都合がいい。

　ちなみに、『赤い身の魚以外は売らない』とは言っていないところも重要なポイントだ。

「そう言えばいいんだな？　よし、分かった！　んじゃあ、そう言っとく！」

　たぶん、デリアは俺の意図するところを何一つ理解していないのだろう。

　だが、それだからこそ、行商ギルドに探さぐりを入れられてもボロが出ることはないはずだ。

　理解していないヤツは隠かくす以前に何も知らないのだから。

　こいつは事実だけを言えばいいのだ。そして、その事実をどう解釈するかは相手の勝手、ということだ。

「君にしては、まともな交渉だったね」

「俺は、こう見えて善人なんだぞ？」

「その言葉……今回だけは『精せい霊れいの審しん判ぱん』にかけないでおいてあげるよ」

　まるで信じられていないようだが……まぁいい。俺は俺なりの『交渉術』で食材を集めてやるさ。

　確かな手て応ごたえを感じつつ、俺たちは河原沿いの道を引き返していった。
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　魚を確保したら、次は肉だ。

　と、川漁ギルドに出向いた日の翌日、俺たちは狩しゆ猟りようギルドに来てみたのだが……

「狩猟ギルドは、テメェらゴミ回収ギルドと取引するつもりはねぇ」

　開口一番にばっさりと拒否られてしまった。う～っわ、感じ悪い。

　狩猟ギルドの詰つめ所しよである建物の中の、非常に狭せまい応接室に通された俺たちは、見るだけで子供が泣き出しそうな怖こわい顔をしたガチムチのオッサンたちに取り囲まれている。

　任にん俠きよう映画の世界だな、まるで……

　そんな強面こわもてのオッサンの中で一番偉えらそうな態度を取るこの男がここの代表者らしいのだが、顔には大きな傷があり、百ひやく戦せん錬れん磨まであることが言われなくても分かる。何があっても逆らってはいけない、まして冗じよう談だんが通じるようなタイプではないと、俺の本能が警告を発している。

「まぁ、結論を出すのはもう少し話をしてからでもいいだろう。とりあえず名前を聞いてもいいか？」

　ビビッている素そ振ぶりなどおくびにも出さず、俺は代表者に名を尋たずねる。

「俺の名前は、ウッセ・ダマレだ」

「ぷぷーっ！　変な名前！」

「うっせぇ！　黙だまれ！」

「自己紹しよう介かい乙おつっ！」

「てめぇ、ケンカ売ってんのか!?」

「いいや。肉を買いに来たんだ。さぁ、商談を始めようか」

「誰だれがするかっ！」

　足の短いテーブルを拳げん骨こつで殴り、顔面を沸ふつ騰とうさせるウッセ。

　いや、ウッセ・ダマレって……そういうニュアンスで話が通じてるってことは、こいつは『強制翻ほん訳やく魔ま法ほう』の小こ粋いきな配はい慮りよってヤツか？　俺が英えい語ご圏けんの人間なら『シャーラップ』とかって名前に聞こえてたのか？　はっはっはっ、マジウケる。

「ヤシロ……どうして君はどこでもかしこでも節操なく他人にケンカを売るんだい？」

　呆あきれ顔でエステラが呟つぶやく。

　ケンカなど売っているか。俺は誰よりも素す直なおなだけだ。

「ところで、オダマリ・ナサイ」

「ウッセ・ダマレだっ！」

　いかん。本能が警告をガン無視して言葉が勝手に湧わき出してしまう。

「今後ともよい関係を築き上げていかないか？」

「一昨日おととい来やがれ、ボケェ！」

　物もの凄すごく短気だ。きっとこいつ、長生き出来ないんだろうな。

　そんなことを思っていると、ドアの向こうからも男の怒ど声せいが聞こえてきた。

「どうする気なんだよ!?　とにかく代表に報告してきやがれ！」

　応接室の空気が変わる。

　何事かと、その場にいた全員がドアへと視線を向けた。

　そんな注目が集まる中、応接室のドアが静かに開き、一人の小こ柄がらな少女が入ってきた。

「…………」

　虚うつろな半眼が俺たちを見て、微かすかに見開かれた…………気がした。

　それは、大通りで会ったあの小柄な少女──マグダだった。

　表情のない瞳ひとみが俺を見つめる。そこにいるのにどこにもいないような、そんな希き薄はくな存在感しか持たない少女は、見ているととても不安な気持ちにさせられる。

「なんの用だ、マグダ？　勝手に入ってきてんじゃねぇよ」

　俺を見つめるマグダに、ウッセが邪じや険けんな口ぶりで声をかける。

「……牛飼いから、手紙が来た。代表者に渡わたせとの伝令」

「ちっ……」

　憚はばかることなく舌打ちし、面めん倒どうくさそうに腕を伸のばして手紙を受け取るウッセ。手紙に視線を走らせる。

　しばしの沈ちん黙もくがあり、その後、破は裂れつするような罵ば声せいが飛ぶ。

「んだよ、これはっ!?」

　突とつ然ぜんの大声に、ジネットが肩かたを震ふるわせて俺に体を寄せてくる。

「……牛飼いが、牛の損害賠ばい償しようを正式に請せい求きゆうしてきた。速すみやかに履り行こうされない場合、統とう括かつ裁判所へギルドの活動停止も含ふくめて訴うつたえると、そこに書かれている」

「見りゃ分かんだよ、んなもんはよぉ！」

　怒いかり任せにウッセがテーブルを蹴けり上げる。

　俺たちの眼前をテーブルが通過し、派手な音を鳴らしてひっくり返った。

「……あっ」

　ジネットが声を漏もらし、悲しそうな表情を見せる。

　その視線の先にはマグダがいて、マグダの額からは血が流れていた。今の拍ひよう子しに何かがぶつかったのだろう。だが、マグダは表情一つ変えずにウッセをジッと見つめている。

「どうするつもりなんだよ、これ？」

　牛飼いからの手紙を指で弾はじき、ウッセがマグダに詰きつ問もんする。

　ウッセの周りには部下の男が四名。どいつもこいつも強面のムッキムキだ。そいつらが居並んで小さな少女を睨にらみつけている。……酷ひどい光景だな。

「最初に言っておくが、狩猟ギルドはテメェの損失を１Rbたりとも肩代わりするつもりはねぇ！　テメェが稼かせいでテメェで返せ。出来なきゃ売れるもん全部売ってでも金を用意しろ。分かったな？」

　売れるもの……か。

　俺の隣となりでエステラの顔が分かりやすく歪ゆがむ。まぁ、そうなるよな。

　ジネットはジネットで、俺の服を摑つかんでギュッと握にぎっている。……女の前で、それもこんな小さな少女に向かって発する言葉じゃねぇよな。…………さすがに、気分が悪いぜ。

「分かったんなら、今からでも狩かりに行ってこいよ！」

　ウッセがマグダに向かって言い、マグダはなんの反論もせず踵きびすを返した。

　こいつなら、本当に言われた通りのことをしそうだな。

「あ、あのっ！」

　険悪な空気が漂ただよう中、ジネットが絞しぼり出したような声を上げる。

　集まる視線に一いつ瞬しゆん怯ひるみながらも、視線を落とさずにはっきりと言う。

「マグダさんの傷を手当てさせていただけませんか？　その、女の子の顔ですし……」

　額の傷を放置すれば痕あとが残るかもしれない。と、思っているのだろう。

「もしよろしければ、お薬を分けていただけませんか？」

「は？　冗談じゃねぇぞ。そんな無能に付けてやる薬なんざここにはねぇよ！」

　一いつ笑しように付すウッセの言葉に、ジネットの表情が曇くもる。

　だが、エステラは、ジネットとは対照的な表情を浮うかべていた。

「なら、ボクが買い取らせてもらうよ。これで足りるかい？」

　隠すことなく不快感をあらわにして、エステラは金貨を三枚、ウッセへと放ほうり投げた。

「ほぅ……まぁ、これなら譲ゆずってやってもいいだろう。おい、持ってきてやれ」

　ウッセがそばにいた男に指示を出す。

　明らかに出し過ぎな気がする。その証しよう拠こに、ウッセはしたり顔をしてやがる。

「おい、エステラ。行商ギルドを介かいさない売買は違い反はんじゃないのかよ？」

「中古品の融ゆう通ずうは大目に見られることがあるんだよ。特に、今回のように急を要する場合はね。もっとも、度が過ぎると統括裁判所行きだけどね」

　統括裁判所ってのは、ちょいちょい耳にする名前ではあるのだが。

「そこがどんな恐おそろしいところなのか、いまいちピンと来ねぇな」

「簡単に言うなら、この街の最高司法機関だよ。ただし、必ずしも平等とは言えない非常に危あやうい場所……かな」

　ろくでもねぇ場所だ。関かかわり合いにならないよう気を付けよう。

「おい、薬箱だ」

　先ほどの男が戻もどってきて、エステラに薬箱を差し出す。

「はい、ジネットちゃん。あとはよろしくね」

「はい。ありがとうございます」

　薬箱を受け取り、ジネットはマグダのもとへと駆かけ寄る。

「傷の手当てをさせてくださいね」

「…………」

　無言でジネットを見つめるマグダ。

　そんなマグダに、ジネットは柔やわらかい微ほほ笑えみを向けている。

　しばらく見つめ合った後……

「…………了りよう解かいした」

　……と、マグダがぽつりと呟いた。

　傷の手当てを始めるジネット。そんな光景をなんとなく眺ながめていると、向かいの席からいやらしい声が飛んできた。

「二週間後までに10万Rbだそうだ」

　牛飼いからの手紙をぴらぴらと揺ゆらしながら、ウッセがエステラに向かって言う。

　薬箱に躊躇ためらいなく金貨を出したエステラだ。上手うまくすれば立て替かえさせることが出来るとでも思っているのだろう。

「参考までに聞かせてもらいたいんだが、一度の狩りでどれくらいの利益が出るんだ？」

　助け舟ぶねを出したわけでは決してないが、ウッセの挑ちよう発はつに無言を貫つらぬくエステラに代わってそんなことを聞いてみる。実際、少し興味もあるしな。

「外の森に出て魔ま獣じゆうを狩ってくりゃあ、諸経費を差し引いて、だいたい５０００Rb前後ってところか。当然、大物を狩りゃあその分利益は跳はね上がるがな」

　５０００Rbか……少しきついが、マグダなら不可能ではない気がする。

　あの日、大通りで見せたマグダのパワー、速度。常人離ばなれしたあの力があれば大物だって狙ねらえるはずだ。もっとも、『狩るだけ』ならな。

「マグダが暴れ牛を仕留めるところを見たんだが、あいつならそれくらい稼ぐのはわけないだろう？」

　あえてそんな質問を投げかけて、ウッセの反応を窺うかがう。

「ふっ……はははっ！」

　俺の言葉を受け、ウッセが笑い出し、ついでに周りの男たちも声を上げて笑った。

「見ていたんなら、よく分かったろう？　マグダに狩りなんか出来ねぇってことがな！」

　マグダが暴れ牛を仕留めた後に平らげてしまったことを言っているのは明白で、それを理由にこいつらがマグダを見下していることもはっきりと分かった。

「なぁ、マグダ」

　馬ば鹿か笑わらいを続けるヤロウどもを放置して、マグダに声をかける。

　白い布が額にあてがわれ、ヤンチャ坊ぼう主ずみたいな風ふう体ていになったマグダがこちらを見る。

「狩った獣けものってのは、美味うまいのか？」

　俺の問いを脳に送り込んで十分に精査した後、マグダは静かに首を振ふった。

「……飢き餓が感かんに襲おそわれ、満たされるまで食べてしまうだけ」

　質より量、ってことか。…………だったら、上手うまくいくかもしれないな。

　俺は、今頭に浮かんだ勝ちの見えた勝負を、すぐさまウッセにけしかけてみる。上手くすれば、魔獣の肉が定期的に手に入るかもしれない。

「一つ賭かけをしないか？」

「あん？　賭けだぁ？」

　俺の提案に、馬鹿笑いを止めたウッセは分かりやすく眉まゆ根ねを寄せる。

「俺がマグダをサポートして狩りをさせる。それで、こいつの負ふ債さいを期限内に完済することが出来るかどうか……」

「はっはっはっ！　マグダが狩りで利益を上げるってのか!?　冗じよう談だんも行き過ぎると噓うそになっちまうぞ、おい！」

　ウッセに煽あおられて、また男どもが爆ばく笑しようする。

　絶対不可能だと相手が確信しているからこそ、突とつ飛ぴもない無理難題もすんなり通る。

「なら、期限内に負債を完済出来たら、今後マグダの狩った肉を無む償しようで陽ひだまり亭ていへ回してくれるか？」

「あぁ、構わねぇぜ。マグダが狩った肉が、残っていたらな！　がはははっ！」

　あくまで冗談だと受け止めたようだが、どう受け取ろうがそれはお前らの自由だ。俺はきちんと言葉にし、お前の了りよう承しようを得た。

　これで、陽だまり亭で肉が扱あつかえる。それも無償でだ。

「そういうわけだ、マグダ」

　椅い子すから立ち上がり、怪け我がの手当てが終わったマグダのもとへと歩み寄る。

　俺の胸くらいまでしかない小柄な背せ丈たけ。そこに隠かくされたパワーに期待を寄せて、こんな言葉を贈おくっておく。

「俺がお前をサポートしてやるから、一いつ緒しよに魔獣を狩って狩って、狩りまくろうぜ」

　ぼさぼさのオレンジ髪がみに手を載のせ、少し乱暴に撫なでる。

　しっかり頼たのむぜ、相棒。お前の腕うでに、陽だまり亭の……いや、俺の輝かがやかしい未来がかかっているんだからな。

「…………」

　乱れた前髪をそのままに、マグダが俺を見上げてくる。

　そして、期待を滲にじませたような声こわ音ねで、こんなことを聞いてきた。

「……マグダに、出来る？」

「あぁ、出来る。俺がそうさせてやる」

　マグダの耳がぱたぱたとはためいた。

　やる気ありだと、思っておこう。

「おい」

　いつの間にか馬鹿笑いをやめたウッセが、不ふ機き嫌げんそうに俺たちを睨んでいた。

「お前、本気か？」

「当然だろ。まぁ見てろ。マグダの狩りで、期限内にきっちり完済してやるからよ」

　そして、それ以降は元手なしで魔獣の肉を使い放題だ。

　金の匂においがするっ！　大おお儲もうけの予感が止まらない！

「いいだろう。その賭けに乗ってやる」

　笑えみもなく、真面目まじめな顔でウッセが言う。

　だが、その瞳ひとみには拭ぬぐいきれないいやらしさが滲み出しているけどな。

「その代わり、そいつを連れて帰れ」

「……は？」

　そいつと、指を差されたのはマグダだった。

　マグダを『連れて帰る』？

「ウチにはタダ飯食ぐらいを置いておく場所はねぇんだ。きっちり返済が完かん了りようするまでお前んところで預かってくれや」

　厄やつ介かい払ばらい、ということか。

「分かった。じゃあ、返済までの期間はマグダと専属契けい約やくってことで、マグダが狩った肉を適正価格で買い取ってくれ。その金を牛飼いへの賠ばい償しよう額に充あてる」

「いいぜ。だが、もし……期限までに賠償額に到とう達たつ出来なきゃ、マグダはクビだ」

　解かい雇こ宣告に息をのんだのはジネットだった。エステラも険しい顔をしている。

　今日から俺たちにマグダを預からせ、失敗したらそのまま帰ってくるなということか。

「分かったな、マグダ？」

「…………分かった」

　射い貫ぬくようなウッセの視線を、無表情な半眼が見つめ返す。

　なんとも非情な対応だ。しかし、こちらからすれば好都合といえる。マグダには『とある訓練』をしてもらわないといけないからな。

「それじゃ、用事も済んだことだし。みんな、帰ろうか」

　真っ先に立ち上がったのはエステラだった。

「そうですね。では行きましょう、マグダさん」

　ジネットの言葉に、マグダは黙だまってこくりと頷うなずく。そして、ジッと俺を見つめてくる。

　……なんだよ？　俺に惚ほれると火傷やけどするぜ？

「…………」

　結局、マグダは何も言わなかった。

　視線を落とし、ジネットに続いて部屋を出て行く。

「おい」

　部屋を出る間ま際ぎわ、ウッセが俺を呼び止めた。

　挑発的と言うべきか、侮ぶ蔑べつ的と言うべきか悩なやんでしまう、そんな目で俺を見ている。

「精々頑がん張ばりな」

「応おう援えん、ありがとよ」

「けっ！　さっさと帰れ」

　ウッセの罵ば声せいに背中を押されて、俺は部屋を出た。







　狩しゆ猟りようギルドを後にした俺たちは、狩猟ギルドの寮りようへと来ていた。

　マグダの荷物を取りに来たのだが……マグダの荷物は小さなカバン一つと、マグダの身長以上もある大きなマサカリだけだった。

　マサカリ、デカッ!?　金きん太た郎ろうか!?　つかそれよりも、荷物少なっ!?

「これで全部か？」

「……そう」

「あんまり物持ってないんだな」

「……替えの下着がいくつかだけ…………いる？」

　わぉ！　思ってもみない弾たまが飛んできた。

「ヤシロ……君という男は……」

「待て！　俺は何も言っていないだろうが！」

　まったく。マグダが急におかしなことを言い出すから、俺が変な目で見られたではないか。一体何を考えているんだか……

「マグダさん。女の子がそんなことを口にしてはいけませんよ。はしたないですからね」

「……分かった」

　ジネットがマグダに言い聞かせている。母というより、姉という雰ふん囲い気きではあるが、なんだかこういうのには向いていそうだ。よし、マグダの教育はジネットに任せよう。

　そんなわけで、俺たちは陽だまり亭へと向かう。

　本当は、この後他のギルドにも顔を出したかったのだが……マサカリ担かついだマグダを連れて行くのはちょっとな……

　狩猟ギルドは、四十二区の東寄りに拠きよ点てんを構えていた。割と栄さかえている場所だ。ってことは、結構儲もうかっているってことだろう。

　そこから大通りへ出て、繁はん華か街がいを歩く。

　すれ違ちがう人がみな、マグダのマサカリを見てギョッと目を丸くする中、注目を集めている当のマグダは我関せずを貫つらぬいており、終始ぼ～っとした顔をしてとぼとぼ歩いていた。

「ジネット。手でも繫つないでやったらどうだ？」

「そうですね。マグダさ～ん！」

　ジネットがマグダの名を呼び駆かけていく。

「随ずい分ぶん親切じゃないか。保護欲よくでも搔かき立てられたのかい？」

「いや、単純に危ないだろ？」

「へぇ。君も、幼い女の子に対しては無条件で優やさしくなるというわけだね。新発見だ」

　エステラが嬉うれしそうに笑う。だが……

「何言ってんだよ。危ないのは通行人の方だよ。見ろ。一歩間違えればマサカリで頭がパッカァ～だぞ。怪我人でも出そうもんなら、賠償責任を取らされるのは俺たちだ」

「……君は…………金かね勘かん定じようの絡からまない発想は出来ないのかい？」

　エステラが俺にジト目を向けている頃ころ、ジネットはマグダと手を繫ごうとしていた。

　しかし、マグダを見たジネットの表情が曇くもる。

「両手が塞ふさがっていますね」

　マグダは右手にマサカリ、左手にカバンを持っている。あれでは手が繫げん。

　手が繫げないとマサカリがふらふらで通行人の頭がパッカァ～だ。

　……ったく、しゃ～ねぇなぁ。

「マグダ」

「…………」

　名を呼ぶと、返事の代わりに静かな瞳が俺を見上げてくる。

「荷物を貸せ。持ってやる」

「…………」

　俺が手を差し出すと、マグダはしばらく考えた後で……パンツ入りの小さなカバンを手て渡わたしてきた。

「こっちじゃねぇよ！」

「ヤシロ……それが欲しいがために親切なフリを……」

「違う！」

「ヤ、ヤシロさん、ダメですよっ!?」

「だから違うっつの！」

　俺はカバンをマグダへ突つき返し、奪うばうように巨きよ大だいマサカリを取り上げた。

「……んずぉっ!?」

　取り上げた瞬しゆん間かん、そのあまりの重さに俺は地面に顔面から突っ込んでしまった。

　なんだ、これ？　滅め茶ちや苦く茶ちや重いじゃねぇか！　つか、強打した鼻がすげぇ痛い。

「……無理」

　地面に座り鼻をさする俺を覗のぞき込むように見下ろして、マグダが言った。

　そして、たっぷりと間をあけて次の言葉を追加する。

「……普ふ通つうの人間には」

　何者なんだ、このちびっ子は……こんな重いマサカリを片手で持っていたのか……

　俺を覗き込む無表情な瞳。何を考えているのか分からない、人じん智ちを超こえたパワーの持ち主。こいつを理解し、サポートをするなんて可能なのか？

　そんなことを考えていると、目の前に小さな手が差し出された。

「……ありがとう」

「…………は？」

　行動と言葉と表情がバラバラだ。さっぱり意味が分からん。

　とりあえず、俺を起こそうとしているようなので、差し出された手を取り立ち上がる。

　尻しりについた砂を掃はらうため手を離はなそうとしたところ、その手をキュッと握にぎられた。

「……初めてだった」

　消え入りそうな小さな声で呟つぶやき、マグダが顔を上げる。

「……マグダの荷物を持とうとしてくれたのは、あなたが初めて」

　握る手に力がこもり──

「……マグダを庇かばってくれたのも、必要としてくれたのも、あなたが初めて」

　俺を見つめる目にも、力がこもる。

「……だから、ありがとう」

　真っ直すぐに見つめられ、そんなド直球な言葉を向けられて……なんとも居い心地ごこちが悪い。

「礼なんかいらねぇよ」

　マグダがいれば利益が得られる。俺にはその確信がある。だから俺はマグダを必要とした。ただそれだけのことだ。

「……あなたがいらなくても、マグダは言いたかった」

「…………勝手にしろ」

「……した」

　あぁ、もう。なんだかやり難にくい。ガキは単純だからな。いいか悪いかの二極で、俺みたいに繊せん細さいな心の機き微びを敏びん感かんに感じ取るタイプの人間からすれば、単純だからこそ逆に理解不能なのだ。これだからガキとは仲良くなれる気がしな……えぇい、微ほほ笑えましそうな顔でこっちを見るなジネット！　そして、エステラ！　ニヤニヤしてんじゃねぇよ！

　ふん！　俺がいい人にでも見えるのか？　なら勝手にそう思っておけ。

　勘かん違ちがいするのはお前らの勝手だからな。







　陽だまり亭へと戻もどった俺たちは、二階の空き部屋に集まった。リフォームのために使用出来ない食堂の代わりに設けた仮設リビングだ。

　部屋に持ち込んだ小さめのテーブルを囲むように、廊ろう下か側にマグダ、窓側に俺とエステラが座っている。ジネットは今ちょっと席を外し、この部屋にはいない。

「あの炎ほのおみたいなオーラが出ると、お前たちトラ人族は無敵なんだな？」

「……そう。アレが発動すれば、トラ人族は力も速度も数十倍に跳はね上がる」

　聞けば、トラ人族は全身を包む赤いオーラを操あやつる狩かりに特化した一族なのだそうだ。

　あの赤いオーラは、身体的能力を飛ひ躍やく的に伸のばすトラ人族特有の特とく殊しゆ能力らしい。

「……マグダたちは、あの光を『赤いモヤモヤしたなんか光るヤツ』と呼んでいる」

「もうちょっとマシな呼び名を考えられなかったのかよ……」

「……先祖代々そう呼んでいる」

「なんて残念な一族なんだよ、トラ人族……」

　ネーミングセンスが皆かい無むどころではない。

　もはや面めん倒どうくさくなって適当に付けたレベルだ。……まぁ、実際そうなんだろうが。

「で、その『赤モヤ』が発動すると、すげえ腹が減って狂きよう暴ぼう化するわけだな？」

「……変な略し方は容よう認にん出来ない」

「正式名めい称しようがすでに変だろうが」

『赤モヤ』を発動したトラ人族は激しい空腹感に襲おそわれ、目の前にある食い物を貪むさぼり食ってしまう。味など関係ない。食えればなんだっていい。生肉だろうが、ガッチガチの甲こう羅らに守られた生き物だろうが……亀かめの甲羅をバリバリ嚙かみ砕くだいて食うこともあるらしい。

　そして、飯を食っている時のトラ人族が最も恐おそろしい。邪じや魔まする者を容よう赦しやなく、それも無意識に排はい除じよしてしまうのだそうだ。

「……訓練により『赤いモヤモヤしたなんか光るヤツ』をコントロールすることは可能」

「だがお前は、訓練の甲か斐いなくいまだコントロールが出来ない、と」

　俺が言葉を継つぐと、マグダはこくりと頷うなずいた。

　マグダが言うには、どんな強い魔ま獣じゆうにも負けることはないのだそうだ。ただし、相手が強ければその分力を使うことになり、それに比例して空腹感が増すようだ。

　小物の獣けものを狩ればぺろりと。大物を狩ればその分ガッツリと。

　結局、毎回狩った獲え物ものの肉を、一欠片かけらも残さず綺き麗れいに完食してしまうらしい。

　だが、それも状じよう況きようが変われば……

「マグダ。これを食ってみろ」

「……これは？」

「鶏とりの唐から揚あげだ。さっきジネットに作ってもらった。出来立てだぞ」

　この街の鶏肉は結構お買い得で、陽だまり亭にもそれなりの量が確保されていた。そいつにちゃちゃっと下味を付けて揚げたのだ。

「…………美味おいしい」

　よしっ！　いい反応だ。

　マグダの話を聞く限り、狩った獲物を食ってしまうのは耐たえがたい飢き餓が感かんから逃のがれるためらしい。なら、獲物じゃない物を食えば、獲物は丸々残るわけだ。

　実に単純な話だ。量さえあればいいのであれば、何も高価な魔獣の肉を食う必要などない。安いクズ野菜でも胃い袋ぶくろに詰つめ込めばいいのだ。

「これからジネットの料理をどんどん食って『こっちの方が美味うまい』と体に覚え込ませろ。そうすりゃ、飢餓感に我を失っても本能がジネットの料理を求めるって寸法だ」

「けど、どうやってジネットちゃんの料理を用意するのさ？　狩りをするのは、外がい壁へきの外の森の中なんだよ？　厨ちゆう房ぼうもないし、そもそもそんな時間は……」

「お待たせしましたぁ～」

　エステラが疑問を投げかけたところで、ジネットが仮設リビングへとやって来た。

「デリアさんにいただいた鮭さけを切り身にして、軽く塩を振ふってから焼いてみました」

　お盆ぼんの上で、美味そうな焦こげ目がついた焼き鮭が堪たまらん香かおりを立ち上らせている。

　だというのに、この胸のない赤あか髪がみ女は……

「うわ……本当に身が赤いんだね」

　……などと言って眉まゆを歪ゆがめやがった。鮭に謝れ、無礼なヤツめ！

「そんな顔をするなよ。こいつは一度海へ出ているんだぞ。だから身が赤いんだ」

「はぁ？　川魚が海に出るわけないじゃないか。くだらない噓うそを吐つくとカエルにするよ」

　エステラがあからさまに胡う散さん臭くさそうな表情を見せる。

　逆にジネットは興きよう味み津しん々しんとばかりに、俺の向かいへ座り身を乗り出してくる。

　その隣となりで、マグダも俺を見つめている。

「噓じゃねぇよ。こいつが赤いのはオキアミを食ってるからだ」

　エビやカニの甲羅が赤いのと同じ原理だ。

「さらに言うなら、この鮭って魚は、実は…………白身魚だ！」

「…………」

「…………」

「…………」

　……あれ？　「えぇーっ!?」……という反応を期待したのだが？

　全員が黙だまりこくり、テーブルに置かれた鮭を見て、次いで俺を見て、一様に気の毒そうな表情を浮うかべた。

「……ヤシロ。君はついに目まで悪く……」

「とりあえず、他ほかにどこが悪いのか言ってもらおうか？」

　エステラが失礼極きわまりないことをのたまいやがる。

　本当に鮭は白身魚なのだ。

　そもそも、赤身白身は筋肉の種類によって分類されている。遠泳に向いているのが赤身、瞬しゆん発ぱつ力りよくの高いのが白身だ。

　そういう分類分けをすれば、鮭はれっきとした白身魚なのだ。ただ、身が赤いだけでな。

「ヤシロさん凄すごいです。どうしてそんなことまで知っているんですか？」

「俺のいた国は島国でな。魚に関しては、ちょっと進んだ知識があるんだよ」

　それ故ゆえに、鮭の美味い食い方も知っている。

　実はすでに、鮭フレークを作ってあるのだ！

　ジネットの取る出だ汁しが美味かったのでそれを使い、酒で味を調ととのえて、かなり美味い鮭フレークが出来た。

　そんな自信作は、今回鮭フレーク混ぜご飯として、おにぎりとなり、主食の大任を任されている。

　そう！　米！　白米がこの街には存在したのだ！

　陽だまり亭の食料庫を物色していた際、俺は古米を発見したのだ。歓かん喜きに震ふるえたね。

　この街には米農家がある！　……これは、なんとしても手に入れなければ。

　しかも、この街での米と言えば家か畜ちくのエサ扱あつかいなのだそうだ。ニワトリなんかに食わせるためだけに置いていると、ジネットが言っていた。……なんてもったいない。

　人が食べてこそのお米だろうがっ！

　俺の中の日本魂だましいが燃え上がる中、ジネットはのんきな顔で焼き鮭の香りに相好を崩くずす。

「いい香りですね」

「……でも、赤いよねぇ」

　一方のエステラは、相変わらず難色を示している。

「トマトも赤いだろうが」

「川魚なのに赤いから言ってるんだよ」

　ふん！　嫌いやなら食うな。俺が食う。

　うだうだ言うエステラを無視して、俺は鮭に箸はしを入れる。

　ほっくりと焼けた鮭の身は、箸で押すだけで簡単に解ほぐれ、程ほどよい大きさになる。

　それを一つ、口へと放ほうり込み、咀そ嚼しやく……美味い。完全に鮭だ。懐なつかしい味がする。

「美味しいですっ、これ！」

　ジネットが歓喜の声を上げる。

　左手で口元を押さえ、大きな目を幸せそうに細めて鮭を見つめている。その視線はまさに羨せん望ぼうと呼ぶべきものだった。

　そしてジネットは鮭フレーク混ぜご飯のおにぎりを一口頰ほお張ばる。

「んっ!?」

　瞬しゆん間かん、グルメ漫まん画がよろしく目を見開いて「こ、これはっ!?」とでも言いたそうな表情を見せる。

「お口の中で、鮭の身とご飯の粒つぶがわっしょいわっしょいしていますっ！」

　……う～ん、残念っ！　まるで意味が分からない。

　俺も鮭フレーク混ぜご飯のおにぎりを一口齧かじる。

「うむ！　いいな」

　その味に、「もしこれが新米だったら」という期待が否いや応おうなく膨ふくらんでくる。

「そんなに美味しいのかい？」

「はい。今まで知らなかったのが悔くやまれるくらいに美味しいです！」

「……ジネットちゃんがそこまで言うなら…………」

　エステラはいまだ疑うたぐりながらも、ゆっくりと鮭を口へ運ぶ。

「へぇ！　美味しいね」

「ですよね!?　うふふ」

　エステラの反応に、ジネットは嬉うれしそうな笑えみを漏もらす。

「マグダさんも、おひとつどうですか？」

　さっきから無言で俺たちを見ていたマグダ。遠えん慮りよでもしてんのか？

「食ってみろ、マグダ。お前のために作ったものなんだから」

「……マグダのため？」
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「あぁ。さっき話したろ？　狩かりのための秘策だよ」

　マグダの視線が鮭フレーク混ぜご飯のおにぎりへと注がれる。

「……いただきます」

　行ぎよう儀ぎよく言って、小さな口でパクリと食べる。

「…………美味しい」

　マグダの反応を見るに……無表情なんでちょっと分かりづらいが……問題ないだろう。

「これで、狩りが出来るぞ」

　自信たっぷりに言うと、一同の視線が俺へと集まる。

　いまいちピンと来ていないのであろう連中に、俺は秘密兵器の詳しよう細さいを話してやる。

「弁当を作るぞ」

「……『べんとう』？」

　オウム返しをしたマグダの発音が不安定だった。

　それもそのはず。ジネットに確かく認にんしたところによると、この街には弁当という習慣がなく、外で飯を食う時は『外で調理する』のが当然なのだそうだ。

「冒ぼう険けん者しやや行商人が長い旅に出る時に保存食を持っていくだろう？　それの豪ごう華か使い切りバージョンだ」

　そうすれば、外で作る手間は省ける。

　こいつらの思い描えがく保存食というのは、固いパンだったり干し肉だったりするわけで、それはそれで、少々手を加えなければ食べられない。

　カットしたり、汁しる物ものに浸ひたしたり、軽く煮に込こんでスープにしたりな。

　それは、衛生面も然さることながら、『冷えた料理は美味おいしくない』という先入観がそうさせているようだ。

「獲え物ものを狩って、凄く腹が減ったら持参した弁当を食う。そうすれば獲物に手を出さずに済むだろう」

「けれど、飢き餓が状態のマグダが獲物に目もくれず飛びつくような美味しい料理でなければ意味がないんじゃないのかい？　冷えた料理でそこまで気を引けるかな」

「引ける！　むしろ、弁当は冷えてこそ美味い！」

　唐から揚あげにアスパラの肉巻きに玉子焼き、ミンチ肉でミートボールを作ったっていい。

　そして何はなくともおにぎりだ。あれを不味まずいと言うヤツに俺は会ったことがない。

「明日あした、弁当を持ってみんなで狩りに行くぞ。そこで弁当の素す晴ばらしさを教えてやる」

「いいですね！　みんなでお出かけ、したいです！」

「マグダはどうだ？　それでいいか？」

「……いい」

「狩り、出来るな？」

「……任せて」

「なら、決行だ」

　これが上手うまくいけば、マグダが狩る魔ま獣じゆうの肉が好きなだけ手に入る。モーマットやデリアからもらえる破格の材料を使って弁当を作り、高価な魔獣の肉を陽だまり亭で調理して売りさばく。……ふふふ。金の匂においがする。

「エステラさんもご一いつ緒しよにどうですか？」

「う～ん……」

　ジネットの誘さそいに、エステラは難色を示した。意外だ。

「ヤシロを疑うわけではないんだけど、ボクはやっぱり食事は温かい方が美味しいと思うんだ。ヤシロを疑うわけでは決してないんだけど」

　何回も言うな。余計空々しいわ！

　こいつは固定観念に凝こり固まっているのではないか？　やれ、赤身は嫌だ、やれ、冷えた料理は嫌だと。

　お前は一度日本へ転生して駅弁でも食ってくるがいい。世界がひっくり返るぞ。

「う～ん……冷たい食事かぁ……」

「そんなに嫌なら来なくていい。材料が浮ういて助かる」

　嫌がるヤツに食わせてやる飯などない！　お前は一人で留守番でもしてろ！

「ジネット。三人分の弁当を頼たのむ。メニューは俺が指定する」

「え、で、でも。エステラさんは……」

「放っとけ。こいつは別に従業員というわけでもないし、ここ最近はなんの役にも立ってないのに飯ばっかり集たかりに来るタダ飯食ぐらいだ。折せつ角かくの弁当を分けてやる必要はない」

「むむ？」

　俺が断言すると、エステラは明らかに不ふ機き嫌げんそうな顔をして俺を睨にらむ。

　ふん、勝手に睨んでいればいい。お前が何をしたところで、俺が折れるなんてことはないのだから。

「入門税……」

「ん？」

「この街の住人は４００Rbだけど、そうでない場合は５０００Rbだよ」

「…………え？」

　入門税？　え、そんなの必要なの？

　しかも５０００Rb？　ってことは五万円？　街に入るだけで五万円!?

　つか、住民でも四千円って、ぼったくり過ぎだろう!?

「ま、ボクには関係ないことだけどね。なにせボクは部外者のタダ飯食らいだからね」

「エステラ」

「なんだい？」

　俺は、へそを曲げたエステラに優やさしく声をかける。

　体の向きを変え、エステラを真正面から見つめる。

「俺にはお前が必要だ」

「……君、このタイミングでそのセリフは非常に最低だと、ボクは思うんだけど？」

「お前がいてくれなきゃ、俺はきっとダメになっちまう……」

「……その心は？」

「５０００Rbなんて持ってない」

「……はぁ。一回限りの許可証をもらってきてあげるよ。住人になるには、最低三ヶ月は四十二区に住んでいないといけないからね」

　エステラは実にいいヤツだ。褒ほめておいてやろう。

「今日も綺き麗れいだよ、エステラ」

「そ、そういうの、真顔で言うのやめてくれるかなっ？」

「よっ！　男前！」

「それは褒めてるつもりかなっ!?」

　褒めにくい女だ。

「明日狩りに行くつもりなら、特別な窓口を使ってすぐにもらってきてあげるよ。その代わり、相応の報ほう酬しゆうはもらうからね」

「『ヤシロ君と一日デート出来る権利（費用はそちら持ち）』」

「いらないよっ!?」

「『ヤシロ君の手料理が食べられる権利（費用はそちら持ち）』」

「君の手料理じゃないんだ、ボクが食べたいのは！」

「『ヤシロ君の足料理が食べられる権利（費用はそちら持ち）』」

「足料理ってなにさっ!?　出来るもんならやってもらおうか!?」

　結局、許可証と引き換かえにエステラは二週間分の昼飯を要求してきやがった。

　まったくもってせこい女だ。

　こうして、陽だまり亭の命運を分ける（かもしれない）狩りへと行くことが決定した。

　教会への寄付と同時に弁当の下ごしらえもしなければいけなくなったわけだが、ジネットには頑がん張ばってもらわなければな。

　と、ジネットを見ると。

「…………」

　なんだか、物言いたげな顔で俺をジッと見つめていた。少し、不服そうだ。

「どうした？」

「……いえ、なんということはないのですが…………」

　ジネットが胸を押さえ、一度息を吐はき出す。

「…………いえ、やっぱり、なんでもないです」

　なんだよ？　言いたいことがあるならはっきり言えよ、気持ち悪いな。

「それじゃ、ボクは許可証の申しん請せいに行ってくるよ」

　そう言ってエステラが立ち上がる。

「あ、お見送りいたします」

　つられてジネットも立ち上がり後に続く。

　だが、部屋を出てすぐのところで立ち止まり、おもむろにこちらを向いた。

「あ、あの、ヤシロさん」

　そして、スカートの裾すそをふわりと摘つまみ上げ、可愛かわいらしくお辞じ儀ぎをした。

「どう……でしょうか？」

「どうって……いや、可愛いけど？」

　ジネットの意図するところを直感的に悟さとってあえてそう言ってやると、憂うれいを帯びた表情が途と端たんにぱあっと晴れやかになる。

「そうですか！　ありがとうございます！」

　そう言って、パタパタと軽かろやかな足取りでジネットは廊ろう下かを駆かけていった。

　……なんだかなぁ。何と張り合ってんだか。

　まぁ、ジネットの機嫌がよくなるならそれに越こしたことはない。俺は俺で適当にやるさ。

「……ヤシロ」

　マグダが俺を呼ぶ。

「…………マグダ、かわいい？」

「あ？」

「……………………もう、いい」

　それだけ言い残してマグダも部屋を出て行ってしまった。

　俺の隣となりの部屋がマグダに貸し与あたえられたので、そこへ戻もどったようだ。

　ぽつ～んと、部屋に残された俺。やれやれ。……女心ってやつは理解しがたいね。

　決して、惚ほれられているなどとは、思わないが。

　俺は、あえて残しておいた鮭さけフレーク混ぜご飯のおにぎりを一口齧かじり、やはり冷えても飯は美味うまいと確信したのだった。







　翌日、俺たちは狩しゆ猟りようギルドの馬車で四十一区へと向かった。

　なぜ四十一区なのかというと、四十二区には外に出るための門が設けられていないからだ。一番近いのがこの四十一区の門になる。

　門を設置すれば、入門税を徴ちよう収しゆう出来るというメリットがあるが、それ以上に門の警備やメンテナンスに金と時間と労力がかかってしまうのだ。

　四十二区には過ぎた産業だ。上手く運営出来るとも思えない。四十二区に街門が出来ることは、まぁないだろうな。

　で、四十一区の門だが……四十一区もさほど大した街ではないってことだな。四十二区より幾いく分ぶんマシというレベルだ。

　高さ20メートル超ちようの大きな木製の門もん扉ぴの周りを、頑がん強きような石造りの外がい壁へきが囲っている。……まではいいのだが、いささか年季が入り過ぎている。つまりボロい。

　この門と壁かべで獣けものとか防げるのか？　野や盗とうとか入り放題なんじゃねぇの？

　門番をしているのは四十一区の自警団なのだろう。数十人いる兵士はみな同じ型の鎧よろいを身に着けている。門の横には獅し子しのエンブレムが描えがかれた旗がはためいている。

「四十一区の門で、四十二区の許可証が効果を発揮する意味が分からんのだが？」

「まぁ、そこは付き合いのようなものだね。『何かあったらいろいろ融ゆう通ずうするから大目に見てやってよね』的な思おも惑わくがお互たがいにあるのさ」

「へぇ」

　エステラが取ってきてくれた、俺の入門許可証。入門許可というよりかは、四十二区の仮住民票とでもいうべきか。俺の身分証明書のような役割をしてくれるのだ。

　ちなみに、街から外に出るのは無料。街から物を持ち出すのも無課税だ。

　金がかかるのは入門の際で、物を持ち込むのにも税がかけられる。

　今回のように弁当を持ち出して、食べきれずに持ち帰ると課税されるらしい。……なんだそりゃ。入れ物は課税対象ではないそうなので安心だが。

　大たい抵てい持ち出す食料はパンや干し肉が一いつ般ぱん的で、それらは売り物になる。そこに税をかけないと「これは残り物だ」と言い張って無課税でパンや干し肉を街へ持ち込むことが出来てしまい、そうなれば街の中のパン屋や肉屋が損害を被こうむる。そうさせないための処置だ。

　……つか、食いさしの弁当なんか売れないだろうに。まぁ、それを言い始めると線引きがあいまいになって面めん倒どうくさいことになるのだろうが。

「入門の際は、三人で１２００Rbかかるからな」

　出門手続きをする自警団の兵士にそんなことを言われた。

　狩猟ギルドや海漁ギルドなどは仕事上街門を通ることが頻ひん繁ぱんにあるため、ギルドが年単位でまとめて入門税を納めているとのことで、マグダは数に入っていない。

「１２００Rbなけりゃ出ない方がいいぜ。帰れなくなるからな」

「心配には及およばないよ。きちんと用意してある」

　エステラが少し不機嫌そうに返事をする。

　この兵士のオッサンは親切なヤツなのかと思ったのだが……なんてことはない、「四十二区の人間が１２００Rbなんて持ってるのか？」というイヤミだったようだ。

「四十一区に来るといつもこういう気分にさせられるんだよね……まったく」

　兵士が手続きのためにその場を離はなれるとすぐに、エステラが愚ぐ痴ちを零こぼした。

　四十一区の人間からしたら、四十二区は格下なのだろうし、こういうイヤミったらしい扱あつかいは常なのだろう。……目くそ鼻くそだと思うがな。

「今回はマグダの狩かりの手伝いという大きな目的もあるし、ジネットちゃんが楽しそうだから大目に見るけどさ」

　と、全然大目に見るつもりのない感じで顔を背そむけるエステラ。ジネットへと視線を向ける。ささくれ立った心を癒いやそうとでもいうのだろう。

「へ？　あの、なんですか？」

　俺たちに見つめられて、ジネットが狼ろう狽ばいしたような素そ振ぶりでわたわたと近付いてくる。

「あの、やっぱりわたし、何か変ですか？　何か、マナーに反することでも……!?」

「あぁ、違ちがうよ、ジネットちゃん。そういうんじゃないから」

「そう……ですか？」

　田舎いなか者ものが都会に出てきた時特有の不安感でも抱いだいているのか、ジネットはすがるような視線をこちらへ向けてくる。

「そうだよ。ね、ヤシロ」

　不安がるジネットを安心させてやりたいのだろう。エステラが俺にパスを寄よ越こしてきた。ま、たまには思惑に乗ってやるか。

「お前があのシースルーパンツを穿はいて張り切ってる姿に癒されてたんだとよ」

「ふにょっ!?」

　奇き妙みような声を発したジネットの顔が、瞬しゆん時じに真っ赤に染まる。

「なななななっ、なんっ、なんで知ってるんですか!?　ヤシロさん、見たんですか!?」

「いや、勘かんで言っただけだが、お前、今あれを穿いてんのか」

　以前、中庭に干してあった中で一ひと際きわ印象に残ったヤツだ。

　思わず視線がジネットの腰こしへと向かう。──と、ジネットは腰付近を隠かくすように両手を当て、後あと退ずさりで俺からズザザッと距きよ離りを取る。

「だって外壁の外に出ることなんてそうあることじゃないですから、俄が然ぜん気合いが入って……って、何を言わせるんですか！　懺ざん悔げしてください、懺悔してください！」

　なるほど。ジネットは勝負パンツを穿く派なのか。

「よっ！　ナイス気合い！」

「やめてくださいってば！」

　ジネットの顔が赤を通り越して深しん紅くに、いや、紅くれないの八塩に染まる。

「ヤシロ。ジネットちゃんをいじめるんじゃないよ」

「褒ほめてんだろうが！」

「褒められてないよっ！」

　ジネットは照れ過ぎて半泣きだし、エステラは怒おこるし……分かったよ、フォローすればいいんだろ。ったく。

「ジネット。恥はじることはない」

「恥ずかしいですよ……」

「もし、俺が門番なら……そのシースルーパンツと引き換かえにフリーパスにしてやろう！」

「懺悔してください！」

「それくらいの価値があるものだと言っているんだぞ？」

「懺悔してください！　二度してください！」

　まったく。気難しい年とし頃ごろの乙女おとめめ。こんなに褒めているのに……

　と、不意に袖そで口ぐちがちょいちょいと引っ張られた。

　見ると、俺の服の袖を遠えん慮りよ気味に摑つかんだマグダが、真下から覗のぞき込むように俺の顔をジッと見つめてきた。

「ん？　なんだ？」

「……マグダのパンツ……いる？」

「ヤシロ！」

「ヤシロさん！」

　エステラとジネットの双そう方ほうから、非難のこもった声が上がる。

　いや、俺はまだなんも言ってねぇだろうが！

「悪いがマグダ。俺の故郷では、女児のものは所持するだけで捕つかまるんだ」

「……？」

　首をこてっと傾かたむける仕草は無表情ながらも可愛かわいらしくはある。が、これ以上説明しても無む駄だなことは明らかなので、マグダのことはひとまず放置だ。

「ジネットちゃん、ヤシロには気を付けるんだよ」

「は、はい……そう、ですね」

　なんて、背後でこそこそと話されているわけだが……俺、悪くないよな？

　そんな火種を落としつつ、俺たちは出門審しん査さを終え、街門を潜くぐり抜ぬけた。







　門を越えた先は、一面の平原だった。

「……ここは、主に狩猟ギルドの組合員が使う門」

　端たん的てきにマグダが説明をしてくれる。

　言われてみれば、それらしき格好をした男たちがあちらこちらにいる。

「……だいたいは五人前後でパーティを組んで行動する」

　そう言って、マグダはマサカリを担かついで歩き始める。

　俺たちより前を歩き、俺たちが追従する格好になる。

　しばらく歩くと、マグダはぽつりと……こんな言葉を呟つぶやいた。

「……こうやって誰だれかと歩くのは、久しぶり」

　こいつは、これまで一人で狩りに出ていたのか。

　久しぶりってのは、親と同行した時のことを指しているかもな、年ねん齢れい的に。

　前を歩くマグダの耳がぴくぴくと動く。まるで、後ろを歩く俺たちの足音に耳を澄すましているように。

「……今日は、頑がん張ばる」

　誰に言うともなく呟かれた抑よく揚ようのないその言葉は、どこか楽しそうに聞こえた。

　しばらく歩くと、あちらこちらに簡易的なテントが散見されるようになった。

　森が近くなり、拠きよ点てんとなる場所を確保でもしているのだろうか。

「なるほど。彼らは食事を作らなければいけないからこれ以上先へは進めないんだね」

　エステラがそんな推論を立てる。

　移動時間に加え、調理時間、そして引き返す時間を考えればこの辺りにテントを張るのが最も効率的なのだろう。外がい泊はくをするのでなければ、それほど遠出は出来ないのだ。

「では、わたしたちもこの辺りで狩りをしますか？」

　ジネットがそんなことを言う。が……

「いや、もっと先まで進むぞ」

　俺たちは弁当のおかげで調理する必要がない。それに、人が行かない場所まで行けば獲え物ものもたくさんいるだろうしな。人と同じことをしていたのでは成功は出来ないのだ。

　テントを張らずに先を目指す俺たちに気付いた狩かりゆう人どたちが、俺たちを指さし笑いを漏もらす。「欲よく張ばって結局獲物を逃にがす」だとか「無む謀ぼうだ」だとか、好き放題言ってやがる。

　ジネットはそんな言葉を真に受けて不安げな表情を見せるが、そんな言葉は無視だ無視。

　自分が正しいと信じられることなら、外野の声は無視してしまうに限る。

　もっとも、それで失敗しても誰のせいにも出来ないという前提条件を受け入れることが出来るヤツは、だがな。

「……森の奥へ行けば、高く売れる魔ま獣じゆうがいる」

「んじゃ、今日のターゲットはそいつにしよう」

　俺たちは安定した収入ではなく、一発デカいヤツを狙ねらいに行く。

　なにせ、こっちには無敵のトラ人族がいるのだ。

　少々扱いにくい人種ではあるが、使いこなせれば心強い稼かせぎ頭がしらになるだろう。その手間を惜おしんで『使いにくい』と突つき放すのは愚おろかなことだ。

　勝機があるなら策を講じて徹てつ底てい的に攻こう略りやくする！　それが儲もうけるための基本だ。

　そう意気込んで森を進むと、大おお慌あわてで駆かけてくる一団に遭そう遇ぐうした。

「ヤシロさん、あの方……っ！」

　息をのむジネットが、ギュッと俺の袖を摑む。

　一団の中に大おお怪け我がをしている者がいたのだ。

　仲間に背負われているそいつは、体の半身が酷ひどく焼け焦こげて黒ずんでいた。

「おい、すまねぇが、薬を持ってねぇか!?　気休めでもいいんだ！　譲ゆずってくれ！」

　鬼き気き迫せまる男の言葉に、エステラは自身の持つ薬を分け与あたえる。……金も取らない。アンビリーバボーだな。

「恩に着る！」

「何があったんだい？」

「ボナコンだ」

　その名を聞いた時、マグダの耳がピクリと動いた。

「この奥にボナコンが出やがった。あいつを仕留めるには戦力が足りな過ぎた。逃げるので精せい一いつ杯ぱいだったぜ」

　怪我を負った男に薬を与えている間に、別の男が説明をしてくれる。

　ボナコンってのは、相当恐おそろしい獣けもののようだな。魔獣ってヤツか。

「お前らも気を付けろよ。ボナコンはな……燃え盛る糞ふんを飛ばしてくるんだ」

　うわぁ……ヤな魔獣だな。

「ボナコンにケツを向けられた時……俺は走そう馬ま燈とうを見た…………」

　ヤだなぁ……そんな人生の最後。

「もうそこら辺にはいないだろうが、お前らも気を付けろよ。それと、薬ありがとうな！」

　応急処置が終わるや否いなや、男たちはすぐさま移動を開始した。時間との勝負なのだろうな、あの怪我人。

「どうか……あの方が救われますように……」

　ジネットが手を組んで祈いのりを捧ささげる。

　その前に、俺らの無事を祈れよ。

「よし！　今日はここら辺で狩かりをしよう！」

「さっきはもっと奥まで行くって言ってなかったかい？」

「エステラ。……欲よくをかくと、身を亡ほろぼすぞ？」

「わぁ、その言葉、ボクの知り合いの男に是ぜ非ひ聞かせてあげたいよ。ヤシロ、もう一回、今度は耳を澄まして言ってみて」

　バカモノ。俺は手に入る利益には貪どん欲よくだが、無謀な賭かけは決してしないのだ。

　命あっての物種。一度命を落とした貴重な人物からの忠告だぞ。

「……しっ」

　突とつ然ぜん、マグダの動きが止まる。

　姿勢を低くし、口元に人差し指を立てる。

「………………近くにいる。この気配は……大きな、魔獣っ」

　マグダのネコ耳がぴくぴくと動く。まぁ、正確にはトラ耳なのだが。

「魔獣……って、ことは、ボナコンか？」

「さぁね。魔獣にもいろんな種類がいるからね。そうでないことを祈るよ。今はね」

　マグダの邪じや魔まにならないように小声で話し、マグダ以外の俺たち三人は身を寄せ合う。

　俺たちは、マグダの背に庇かばわれるような格好で、マグダの見つめる森の奥へ意識を集中させる。身を潜ひそめ、息を殺し、森の中が静せい寂じやくに包まれる。

　そんな時──背後からとても荒あらい鼻息が聞こえてきた。

「ブモホォー！」

　俺たちのすぐ後ろに、軽自動車くらいはあろうかというイノシシのような風ふう体ていの巨きよ大だいな獣が立っていた。

「…………あ、そっちだった」

「気配感じ取るの、下手へたくそかっ!?」

　思いっきり背中取られてるし、めっちゃ接近されてんじゃん!?

「ブモホォー！」

　俺たちを敵と見み做なしたのか、巨大な獣が重低音を利きかせた雄お叫たけびを上げる。

「……あれは、魔獣イノポーク。単独行動を好み、年に二度繁はん殖しよく期を……」

「そういうのいいから！　早くなんとかしろ！」

「……任せて」

　言うなり、マグダの全身を『赤いモヤモヤしたなんか光るヤツ』──俺的略りやく称しよう『赤モヤ』が包み込む。

　そして、一いつ閃せん──

　目で追うのも困難な速度で魔獣へ接近したマグダは、巨大なマサカリを軽々と振ふり回しその巨大な魔獣の体を両断する。絶対的な力の差をもった一いち撃げきで、狩りは終しゆう了りようした。

　で、ここからが本題だ。

「マグダ！　少し我が慢まんしろ！　すぐに弁当を……って、もう食い始めてるし！」

　弁当を出すのを待たず、マグダは魔獣の頭にかぶりついていた。

「ジネット急げ！　獲物が食い尽つくされてしまう！」

「は、はい！　わっ、たっ！　ちょ、ちょっと待ってください！」

　慌あわててカバンを取り落としそうになるジネット。

　バタバタと忙せわしなく弁当を取り出し食事の支度したくを始める。

「マズい、ヤシロ！　止めなきゃ売れなくなるよ！」

「くそぉ！　止まれぇ、マグダァ！」

　俺はマグダの背中に飛びかかる。小こ柄がらなマグダを押さえ込むことくらい、俺が本気を出せば…………コンマ一秒すら押さえられなかった。

　触ふれられたのも分からないままに、俺の体はぽーんと投げ飛ばされた。

　幹の太い大木に激げき突とつして「ぐぇっ！」と潰つぶれたカエルみたいな声が漏れた。

「準備出来ました！　マグダさん、ご飯ですよっ！」

「……っ!?」

　魔獣に齧かじりついていたマグダが、ジネットの取り出した弁当に反応を示す。

「マグダさん！　鳥さんの唐から揚あげですっ！」

「……食うっ！」

　マグダが魔獣の前を離はなれてジネットのもとへと駆け寄っていく。そしてそのまま、凄すさまじい勢いで弁当を搔かっ食くらい始めた。

　よし。一応作戦は成功といったところだろう。

　マグダに弁当を持たせれば、狩りをした後もきちんと獲物を残しておける。

　弁当は、陽だまり亭に腐くさるほど余っている食材で作ることが出来る。つまり、狩りで得た獲物分の利益は丸まる儲もうけというわけだ。

　さすがは俺。いや、俺様だ！　読みが冴さえてる！　超ちようクール！　よっ、天才詐さ欺ぎ師しっ！

「……で、ヤシロ」

　作戦の成功を喜ぶ俺を、エステラが見下ろしている。……呆あきれたような表情で。

「何をニヤニヤしながらうにうに身み悶もだえているんだい？」

　うっせぇ……作戦成功は嬉うれしいが、強打した背中が痛くて立ち上がることも声を出すこともじっとしていることも出来ないんだよ。

　……魔獣も危険だが、凶きよう暴ぼう化したマグダが一番危険だ。今後一いつ切さい、俺は凶暴化したマグダには近付かないからな！　絶対だからな！

　そんな決意を胸に、俺はその後数十分間、森の木々の間に転がってニヤニヤしながらうにうにしていたのだった。

　ちなみに、どんなもんかと魔獣の肉を一切れだけ焼いて食べてみたのだが、「あぁ……こりゃ、他ほかの食肉業者が気の毒だわ」と、同情したほどの美味うまさだった。







　狩りを終え、その足で狩しゆ猟りようギルドへと向かう。

　デカい獲物を持参したため、俺たち四人は以前の狭せまい応接室ではなく、肉を解体するための大きな部屋に通された。

「こいつを、本当にマグダが狩ったのか？」

　頭が少し齧られた大きな魔獣を見て、狩猟ギルドの代表者ウッセ・ダマレは分かりやすく顔を引き攣つらせていた。

「確かに、獲物の頭を齧るなんざ、マグダ以外にいねぇだろうが……」

　と、綺き麗れいな歯形が残る魔獣の頭部を見て妙みように納なつ得とくしている。そんなところが証しよう拠こになるとはな。個性って大事だな。

「さて、ミスターダマレ。いくらになるか査定してくれるか？」

　俺は視線を鋭するどくし、ウッセを見み据すえる。

「いいだろう。ちょっと待ってろ、今会計に計算させる」

　ウッセの合図で、数人の男たちが駆け寄ってきて、迅じん速そくに魔獣を運んでいった。

　肉の相場は俺の後ろに控ひかえるエステラが知っている。明らかに不当な値付けや、嫌いやがらせ、くだらない誤ご魔ま化かしをするようなら容よう赦しやはしない。

　──と、思っていたのだが。

「あの魔ま獣じゆうは毛皮や蹄ひづめも売り物になる。そいつも合わせて、全部で８２００Rbだ」

　エステラに視線を向けると、エステラはこくりと頷うなずいた。静かながらも明確な首しゆ肯こう。

　ウッセの提示した金額は適正ということだ。

「正直、意外だな。もっと渋しぶるかと思ったぞ」

「ふん。『精せい霊れいの審しん判ぱん』があるのに約束を反ほ故ごには出来ねぇだろうが」

　それはそうなんだが、あまりにもすんなり行き過ぎて逆に怪あやしいというか……

「んだよ？　なんか文句あんのか!?」

　ウッセが怖こわい顔をこちらに向ける。なので、ついっと視線を逸そらしておく。

「取引に関しては信用しても問題ないようだね」

　エステラが耳打ちしてくる。荒あら事ごとも視野に入れ、万が一に備えてエステラにはそばにいてもらったのだが、取引自体は平和的に済みそうだ。

　まぁ、もっとも。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいは寄せられねぇけどな。

「今回の獲え物ものは小ぶりな方だが、この調子で続けりゃ期限までに完済は可能だろう」

「それは激げき励れいか？」

「んなわけねぇだろ。明日あしたもちゃんと獲物を持ってこいよ」

　無ぶ愛あい想そうに言って、ウッセはさっさと部屋を出て行ってしまった。

　けれど、「完済は可能だ」と言ったウッセの言葉に噓うそはないだろう。

　確かな手て応ごたえを覚え、俺たちは狩猟ギルドを後にした。







「マグダさん、よかったですね。完済に一歩近付きましたよ」

「……よかった」

　マグダを抱だきしめ我がことのように喜ぶジネットに、されるがまま抱きしめられてくすぐったそうに尻尾しつぽをうにうにさせるマグダ。

「ヤシロ。マグダのお尻しりばっかり凝ぎよう視ししないように」

　そして、見けん当とう違ちがいな非難をするエステラ。……お前のぺったんこを凝視してやろうか。

「とにかく、弁当を持参して狩りをする。こいつを繰くり返せば完済は確実だ」

「あとは、入門税の問題だね」

　マグダ以外は門を通る際に４００Rbもの金が取られてしまう。

　さらに言うなら、俺に関しては領主の許可証の発行手数料も多少だが持っていかれてしまうのだ。……これまでは全部エステラの奢おごりで、昼飯無料券で補ほ塡てんしているわけだが。さすがにいつまでも金を浪ろう費ひさせ続けるわけにもいかない。負担が大き過ぎる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。マグダは一人で狩かれる」

　ジネットの腕うでに抱かれながら、マグダが俺を見上げてはっきりとした口調で言う。

　が、ジネットはというと、「不安で不安で堪たまらない」みたいな顔をしてマグダを抱きしめている。……なんでお前が泣きそうになってんだよ。

「まぁ、もうしばらくはみんなで行くことになるだろうよ」

　ジネットの顔がぱぁっと明るくなる。……分かりやすいヤツだな。

　けど実際、マグダが弁当に慣れてないうちはこっちでサポートする必要もあるだろう。

　しょうがない。そう、仕方のないことなんだ、あと少しの間だけはな。

「……ヤシロは、優やさしい」

　そんな見当違いな言葉を口にしたマグダは……心なしか……

「お前、今笑ったか？」

「…………？」

　こてんと首を傾かたむけるマグダ。どうやら自覚はないようだ。気のせいか。

「わたしにも、笑っているように見えました」

　ジネットが俺の意見に同調するように頷き……そして、とんでもないことを口にした。

「さっきのマグダさん、とっても『パイオツカイデー』でしたよね！」

「ぶふぅーっ！」

「ヤシロさんっ!?　どうしたんですか!?」

　どうしたはこっちのセリフだ……それ、まだ生きてたのか？

「ねぇ、ジネットちゃん。『パイオツカイデー』って、なんなの？」

　おい、エステラ。その言葉に食いつくな。早く風化してほしいんだから。

「ヤシロさんの国の言葉で、『笑え顔がおがステキ』という意味だそうですよ」

「へぇ。いい言葉だね『パイオツカイデー』」

　……もうやめて。俺をこれ以上責めないで……

「ふむ。ねぇ、ヤシロ」

　エステラが胸を張ってこちらに満面の笑みを向けてくる。

「どうだい？　ボクもなかなかに『パイオツカイデー』だろ？」

「そんなわけあるかぁ！」

　はっ!?　しまった。一言でツッコミゲージが満タンになってしまう強きよう烈れつなボケだったもので、つい突つっ込んでしまった……

「……そ、そんなに、ダメ……かな？」

　エステラがショックを受けたように胸を押さえる。……あぁ、違う意味で受け取っているはずなのにジェスチャーが的確過ぎてちょっと面おも白しろい。

「いや、そうじゃないんだ……だが、この話題はもうやめよう」

　真っ直すぐにエステラを見られなくなってしまった。

「……マグダ、もっと『パイオツカイデー』になれる？」

「そうなれるように、一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうね」

　頑張ってなんとかなるものならな。

「……頑張る」

　ぽつりと呟つぶやき、そして、マグダはジネットを見つめてはっきりと言う。

「……店長と一緒に」

「てん……ちょう」

　ジネットの瞳ひとみがみるみるうちに潤うるみ出す。そしてこらえきれなくなったのか、マグダから顔を逸らし、その勢いのまま俺の方へと半泣きで急接近してくる。

「わた、わたしっ、今、凄すごく嬉しかったです！　上手うまく言葉に出来ないんですが、こう……心がふわっとして、ほっこりして…………感動しました！」

　店長と呼ばれたのがそんなに嬉しかったのか。普ふ通つうの呼び名だと思うけどな、店長って。

「パイオツカイデーで頑張っててよかったです。これからもっとパイオツカイデーになれるように頑張ります！　マグダさんと一緒に、最高のパイオツカイデーを目指しますっ！」

「ストーップ！　声がデカい！　いいから落ち着け！」

　ヒートアップするジネットを黙だまらせる。つか、本当にもうやめよう、この話題……

「とにかく！　マグダは一日も早く一人で狩りに行けるようになること！　いいな!?」

「……了りよう解かい。修しゆ行ぎよう、する」

「わたしもお手伝いしますね、マグダさん！」

「……心強い」

　ふんすっと鼻息を漏もらし、マグダとジネットが明日の方向へと熱い視線を向ける。

「……そして、パイオツカイデーに、マグダはなる」

　もう……やめてってば。




　その後、俺とエステラは終始無言で歩き続けた。

　エステラが妙に大人しかったが、そんなもんを気にしてる余よ裕ゆうは、今の俺にはなかった。
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　マグダの初はつ狩がり成功から二日経たった朝。

　現在、絶賛改装中の陽ひだまり亭てい。その玄げん関かん先さきに、エステラが立っている。

　手には包みを持っており、ドアの前で大きく深呼吸をする。

「……大丈夫。きっと上手く出来る」

　そう呟いた後、ニコッと笑顔を作る。

　が、気に入らなかったのか小首を傾かしげ難しい顔をする。

「……これじゃいつもと変わらないか……よし！」

　そして、先ほどよりもにっこりと笑い、眩まぶしいほどに白い歯を覗のぞかせる。

「……何かが違う…………そうだな、セリフを入れてみるか」

　時刻は早朝。改装工事を請うけ負うトルベック工務店の面々はまだ現場に来ていない。

　ドアの前にいるのはエステラ一人だ。

「やぁ、ヤシロ！」

　誰だれもいない場所で、エステラはドアに向かって笑顔を見せる。

　当然、この店のドアには『ヤシロ』なんて名前は付いていない。

「ヤシロ、頼たのまれていたものを持ってきたよ！」

　エステラが笑顔で話しかけるも返事はない。ドアは何もしゃべらない。

「いやぁ、結構苦労したんだよ。感謝してほしいものだね！」

　エステラ、笑顔。ドア、無言。

「……何かが違う…………」

　何もかもが違うと思うのだが。

「そうだ！　ジネットちゃんのマネをしてみよう」

　ならまずおっぱいを育てないとね！

「ヤシロさんっ！　おはようございますっ！　にこっ！」

　うわぁ～…………つか、自分で言ってその半はん端ぱない違い和わ感かんに悶もん絶ぜつしてるし。

　蹲うずくまって顔を伏ふせ、肩かたをプルプル震ふるわせている。耳まで真っ赤だ。

　長年、多くの客を迎むかえ入れてきた年季の入ったこのドアも、まさか最後の仕事がエステラの笑顔の練習台になるとは思ってもみなかっただろう。ご苦労さんだな、お前も。

　で、陽だまり亭の店先で絶賛悶絶中のエステラを、店の陰かげからジッと覗き見ているのがこの俺、オオバヤシロだ。

「何やってんだお前？」

「んなっ!?」

　声をかけると、エステラは驚きよう愕がくの表情でこちらを向き、俺の姿を確かく認にんすると全力のエビ以上の速度で後方に飛び退のいた。

「なっ、なっ、なんでいるんだ、ヤシロ!?」

「なんでって……便所行った帰りだが？」

「い、いいいいい、いいいい、いい、いつから見ていたっ!?」

「『……大丈夫。きっと上手く出来る』からだが？」

「最初じゃないか！　そこにいるなら声をかけておくれよ！」

　俺は、建物の陰から出て、エステラの前へと歩み寄る。

「いや、なに。一昨日おとといからお前の元気がなかったからちょっとは心配していたんだが……なんかすげぇ楽しそうで安心したよ」

「たっ、たた、楽しくなんかないよっ！　穴があったら入りたい気分だよ！」

　その穴を埋うめたら「何するんだいっ!?」って飛び出してきそうな勢いで怒いかりをぶちまけるエステラ。八つ当たりもいいとこだ。
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「で、何がしたかったんだよ、さっきの百面相は？」

「く、空気を読んで、そこは触ふれないでくれないかなっ!?　デリカシーがないね！」

「胸のないお前に言われたくない」

「デリカシーないよね、ホントに!?」

「デリカシー『は』、なくても生きていける」

「胸がなくても生きていけるよ！　……誰の胸がないかっ!?」

　朝から楽しそうなヤツだ。

「き、君が…………」

　怒り満面だったエステラが、少し泣きそうな表情を見せる。

　ん……こんな顔は初めて見るな。

「……ボクのパイオツが、カイデーじゃないって言うから……」

　うん。お前のパイオツは全っ然カイデーじゃないよ。むしろ『無いデー』だな。

「笑顔には、割と自信があったんだ……なのに、あんな全力の否定を…………」

　あ……そうか。

　こいつは自分の『笑顔』が『素す敵てきじゃない』と言われたのだと思っているわけか。

「あ～、いや、あのだな、エステラ」

「なんだい？　これ以上まだボクを貶おとしめる気かい？」

　なんだか随ずい分ぶんとへそを曲げている。

「それには誤解がある……というか、あの解かい釈しやくはジネットが勝手に思い込んでいるだけで、本来の意味はそんなところにはない」

「……どういうことだい？」

「詳くわしくは言えん！」

「っ!?　……そ、そう、なのかい？」

　ここは勢いで誤ご魔ま化かす。絶対本当の意味は教えられない。

「だが、とにかく、お前の笑え顔がおを貶めたわけでも、否定したわけでもないんだ。そこだけは信じてくれ」

　出来る限りの誠意をもってそう訴うつたえる。……まぁ、俺のせいでなんか傷付けたみたいだし……こいつにはまだまだいろいろと役立ってもらわなきゃ困るしな。人間関係を拗こじらせるのは得策ではない。

　そのためにもきちんと誤解を解いておきたい。

　詐さ欺ぎ師しには、信用が大切なのだ。

「……君を信じろというのは、魚に『空を飛べ』と言うようなものだと思うのだけど？」

「……てめぇ」

　人間関係拗らせる気満々か、こいつ。

「じゃ、じゃあ聞くけどさ……」

　両りよう腕うでを後ろ手に組み、足元の土をつま先でいじりながら、エステラはやや上うわ目め遣づかいで尋たずねてくる。

「ボクの笑顔は…………どう、かな？」

　うわ……やべ……一いつ瞬しゆん、可愛かわいいとか思っちゃった。

　が、こいつにそんなこと言えるわけがない。

　そんな弱みを見せたら、こいつは何を言ってくるか分かったもんじゃないからな。

「…………ノーコメントで」

「帰る」

「待て！　その荷物だけでも置いていけ！」

「７万Rb！」

「素敵だ、エステラ！　お前の笑顔は最高だぜ！」

「そこまで噓うそくさい言葉を、ボクはいまだかつて聞いたことがないよ！」

　いや、素敵だと思っているのはマジなんだが。信じちゃくれないか……

「よし。じゃあ、『精せい霊れいの審しん判ぱん』をかけてみろ」

「え…………？」

「今の俺の発言に噓があるかどうか、その目で確かめるがいいさ」

　素敵だと思っているのは本当だ。……ただ、発したタイミングがちょっと悪かっただけで。なので、俺がカエルになることは１００％ない。

「さぁ、やれよ」

　両腕を広げてみせる。いつでも来いだ。

「いや……いいよ」

　しかし、エステラは『精霊の審判』を発動させなかった。

「そもそも、それは『精霊の審判』の領域じゃないからね」

　あ、そうか。思う思わないってのは『精霊の審判』では裁けないのか。

　う～ん、しくじったな。

「でも……」

　俺が己おのれの選せん択たくミスを悔くやんでいると、エステラが呟つぶやくように声を漏もらす。

　見ると、いつになく柔やわらかい表情で俺を見るエステラと目が合った。

「そこまで言ってくれるなら……信じるよ、君を」

「いいのか？　魚は空を飛べないぞ」

「ホント、意地が悪いよね、君は」

　そう言ってエステラは、楽しそうに笑った。

「とにかく入ろうぜ。朝は寒い」

「そうだね。あ、でも先に行っててくれないかな？」

「ん？　なんだよ？」

「いいから。ほら、コレ。頼まれていたものだから、コレを持って先に行ってて」

「……なんだよ。あ、トイレか」

「ホントに君はデリカシーがないよねっ!?」

　ドアを開け、背中を突つき飛ばされた。

　前につんのめるように室内へ放ほうり込まれ、振ふり返ると同時にドアが閉められる。

　まったく、トイレくらいで乱暴な…………はて、本当にそうか？

　エステラの態度に何か引っかかりを感じた俺は、そっと、傷いたんだ木のドアを開く。

　隙すき間まから外を覗のぞくと……

「…………ふふ」

　エステラが、宙に浮ういた半はん透とう明めいの板を見つめてニヤケていた。……うわ、怖こわっ。

　ここで見つかると「見ぃ～たぁ～なぁ～！」と山やま姥んば化しそうな雰ふん囲い気きだったので、バレないようにそっとドアを閉じた。

　さっきの半透明の板は、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』か？　何を見てたんだか……

　まぁ、用事が済めばそのうち勝手に入ってくるだろう。そう思い、俺は受け取った荷物を手にリフォーム終しゆう了りようまでの間仮設リビングとしている二階の部屋へと向かった。







　中庭を抜ぬけて、二階へ上がり、仮設リビングのドアを開けると──ジネットが『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を眺ながめてニヤニヤしていた。……ジネット、お前もか。

「はぅわぁ！　ヤシロさささささんんっ!?」

　面おも白しろいとこ嚙かんだな。後半嚙むヤツは珍めずらしいぞ。

「何してんだよ？」

「あ、いえ……その…………ちょっと、忘れたくないことを忘れないように……」

　ほぅ、なるほどな。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』はそうやってメモ代わりに使うことも出来るのか。

　確かに、一度口にした言葉なら記録が残るんだから、理に適かなった使い方だな。

「……マグダは知っている」

「おぉうっ!?　……い、いたのか、マグダ」

　いつの間にか俺の背後にピタリと寄り添そうようにマグダが立っていた。

　気配がなかった……さすがネコ科……

「……店長は、ここでのヤシロの言葉を何度も読み返している」

「マグダさんっ!?」

「俺の言葉？　俺、なんか言ったか？」

「……『どうって……いや、可愛いけど？』」

「マグダさんっ!?　なんで、何もかも知ってるんですかっ!?」

「……見た」

「いつ見たんですかぁ!?　もう！」

　ジネットが慌あわてた様子でマグダの口を塞ふさぐ。

「あ、あああ、あの、ちが、違ちがうんですよヤシロさん！　別に、珍しく褒ほめられたのが嬉うれしかったとか、可愛いとか男の人に言われることがこれまで全然なかったからとか、そういうことではなくて、あの……ですから、つまり……」

「……読み返すと元気が出る」

「そうなんですけど！　そうなんですけど、ちょっとだけ静かに願います、マグダさん！」

　ジネットが半泣きだ。……なんだろうか、この騒さわがしさは。

　つか…………俺の言葉で元気出るとか…………なんか、照れるわ。

「うわっ、どうしたんだいジネットちゃん!?」

　そんな中、エステラが仮設リビングへとやって来る。

「ヤシロォ……」

「待て待て。真っ先に俺を疑う癖くせを直せ。下手人はマグダだ」

「マグダが……？」

「……店長が『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を読み返してニヤニヤしていた件について」

「──っ!?」

　マグダの一言で、なぜかエステラが勢いよく顔を背そむけた。……耳が赤い。

「そ、そんなことよりも、今日の予定を話し合わないかい？」

「そ、そうですよね！　そうしましょう！　建設的に！」

　ジネットの慌てっぷりはともかく、エステラのこの反応……

「なぁ、エステラ。お前さっき表で『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を……」

「ところでどうだったかな、ボクの持ってきた物は？　役に立ちそうかい!?」

　強ごう引いんな話題転てん換かん……やっぱりこいつ……

「盗ぬすみ聞きしたエロい会話でも読み返してたな？」

「……そういう目でボクを見るの、やめてくれないかな？」

　先ほどまで上気して薄うす桃もも色いろだったエステラの頰ほおが、一瞬で素すの色に戻もどった。

　あぁ、これがドン引きってヤツか。すげぇ冷めた目で見られてる。

「今日はしっかりと作戦を立てて行きましょうね。昨日は残念な結果になってしまいましたから」

　ジネットが仕切り直し、俺たちは仮設リビングのテーブルに着いた。

　そう。昨日俺たちは苦く汁じゆうを舐なめさせられたのだ。

　一昨日おとといに引き続き、昨日もマグダの狩かりに同行する予定を組んでいたのだが、俺たちはそればかりに時間を割さいていられる立場ではない。まだまだ交こう渉しように出向かなければいけない場所が残っているのだ。

　そんなわけで、狩りの前の一仕事とばかりに、早朝よりゴミ回収ギルドとして米農家に交渉に出向いたのだ。

　だが──「お前らに売ってやる米はねぇ。『一回捨てて、それを買い取る』？　バカ言うんじゃねぇよ！　丹たん精せい込めて作った米を捨てるなんざ出来るか！　ただでさえ生産量がギリギリだってのに！　そんなふざけた話をしに来たんなら帰ってくれ！　二度と来るな！」──と、カモ人族の米農家ホメロスに追い返されてしまったのだ。

　これで、米を手に入れるのが難しくなってしまった……

　おのれ、ホメロスめ。俺に向かって言ったセリフ、たったの一言も忘れるなよ……

　あいつも、『叩たたき潰つぶしても心が痛まないリスト』に入れてやろうか……ったく。

　とりあえずあのカモヤロウは、今度会った時にでも、背中にネギを括くくりつけてやることにする。リアルカモネギだ。搾さく取しゆされまくるがいい、カモだけにっ！

「あのヤシロさん……顔が、怖いですよ？」

「いや、なに、ちょっとした思い出し苛いら立だちだ。……あのカモヤロウ…………」

「あ、あの……落ち着いてください、ね？　あの、お茶、淹いれましょうか？」

　ジネットの淹れてくれたお茶を一気飲みして心を落ち着ける。

　誠まことに残念な結果ではあったが、ダメなものはどんなに粘ねばってもダメなのだ。もっと別の切り口で攻せめる必要がある……が、俺たちは米ばかりに時間を割いているわけにはいかない。なにせ、食堂には各種、様々な食材が必要なのだからな。

　で、米が空から振ぶりに終わったため、その足ですぐさま向かったのが、養よう鶏けい場だ。

　……そう。俺が初めてこの四十二区で夜明かしした日の朝に出会った鳥顔の女、ニワトリ人族のネフェリーの家だった。

　再会するなり、「あっ！　あの時のセクハラ男！」と、指を差された時の、周りの冷たい視線といったら……だってよ、ニワトリ顔のヤツが卵持ってたら、そいつが産んだと思うじゃん、普ふ通つう？　それがセクハラとか…………この世界、やりにくっ。

　とまぁ、そんな過去のいざこざは一いつ旦たん脇わきに置いて、俺たちは卵を定期的に融ゆう通ずうしてくれるように交渉を開始した。

　卵はいろんな料理に使える万ばん能のう食材だ。是ぜ非ひとも欲しい。それも毎月、安定してだ。

　だが、懸けん命めいな交渉も虚むなしく、俺たちは成果を挙げることが出来なかったのだ。

　まさに空振り。……昨日は散々な一日だった。

「まさか、ニワトリが卵を産まなくなっているとはねぇ……」

　エステラがため息を漏らす。

　ネフェリーの家では常時二百羽わ近いニワトリが飼育されているのだが、そのうち四分の三程度が生後十ヶ月ほどで卵を産まなくなってしまうのだそうだ。

　それ故ゆえに、卵の数も足りておらず、行商ギルドに卸おろす分だけでいっぱいいっぱいなのだと断られてしまった。

「困りましたねぇ。卵はたくさん必要になりますし……」

「……玉子焼き、美味おいしい」

　ジネットが困り顔でため息を漏もらし、マグダは無表情のままよだれを垂らした。っておい、マグダ。

「卵を産まないニワトリはすぐに屠と畜ちくして肉にしてしまうそうだね」

「でも、お肉は狩しゆ猟りようギルドさんから美味しいものが出回っていて、売り上げはあまりよくないとおっしゃっていましたね」

　だもんで、卵が産めなくなった廃はい鶏けいの肉などでは市場で太刀たち打うち出来ないのだ。

　この街の養鶏場は、卵こそが金を生む。

「卵をたくさん手に入れるためには、ニワトリの数を増やすしかないんだろうけど……」

「でも、それですと、ニワトリさんがまるで使い捨てのようで……ちょっと、可か哀わい想そうです」

　家畜に可哀想も何もないと思うが……まぁ、ジネットならそうかもな。

「だからこそ、俺が力を貸してやろうって言ったんだよ」

　交渉の後にそんな事情を聞き、重い空気に包まれた養鶏場で、俺は困り顔のネフェリーに対し……まぁ、顔が完全にニワトリなんで困っててもあんまり伝わってこなかったんだけど……一つの提案をした。

『もう卵を産まなくなったニワトリを百羽譲ゆずってもらい、そいつらが卵を産むようになれば、その卵を俺たちに売ってもらう』──というものだ。

　捨てる卵を買うのではなく、処分されるニワトリを一時的に借り受けてそいつらに卵を産ませようというわけだ。これも、『捨てる物を買う』ゴミ回収ギルドの範はん疇ちゆうに違いない。

　もっとも、百羽ものニワトリを俺たちがもらってきても飼う場所がないので、そこは『養鶏場に預ける』ということにしてもらった。

　要するに、俺たちが金を出し、俺たちの代わりにネフェリーが百羽のニワトリの世話をするという契けい約やくだ。

　鶏舎が埋うまったままになるため新しいニワトリを増やせなくなるのだが、もともと屠畜に否定的だったネフェリーは二つ返事で引き受けてくれた。

　ただ、卵を産まなくなったニワトリが再び卵を産むようになるってのは、信じていなかったようだが。

「でも、まさかヤシロが率そつ先せんして人助けをすると言い出すなんてね」

「俺の半分は『優やさしさ』で出来ているからな」

　すげぇだろ。アノ頭痛薬と一いつ緒しよだぞ？　むしろ俺の方がちょっと多いくらいだ。

「あそこで名乗りを上げた方が、後々の利益に繫つながると考えてのことだろう？　君が優しいのは、自分に対してじゃないのかい？」

　……む。まぁ、その通りだけども。

　エステラは自信ありげな表情で俺の心理を読み解いていく。

「ヤシロは、ニワトリが卵を産まなくなった原因に心当たりがあり、改善する自信があった。その知識を卵の独どく占せん権と引き換かえにしたというわけだ」

「優先的に売買出来る権利と言ってもらいたいな」

「同じだろう？」

「聞こえ方が違う。独占と言うと、どうもいやらしく聞こえる」

　俺はもっと清い心でその契約を交かわしたのだ。

「でも、ニワトリさんが卵を産むようになればネフェリーさんも喜びますし、ウチも助かりますし、いいこと尽ずくめですね」

　そうそう、ジネット。そういうことだ。やっぱりジネットはよく分かっている。

「……ヤシロ、ネフェリーにセクハラするほどお気に入り」

　いや、そういう下心はないぞマグダよ。

　分かるよな？　お前は分かる娘こだよな？　な？

「それで、卵とこのゴミが何か関係あるのかい？」

　エステラが、先ほど自分で持ってきた包みをぽんぽん叩いて言う。

　中身を知っているエステラは、これがどう関係してくるのか気になっているようだ。

「これはなんなんですか？」

　ジネットとマグダが興味深そうに包みを見つめている。

　まぁ、もったいぶるようなことでもないので、この場で包みを開け中身を確かく認にんする。

　中から出てきたのは、無数の貝かい殻がらだった。カキを中心に、ホタテやハマグリなんかも交ざっている。……あるんだなぁ、この世界にも。

「ヤシロさん、これは？」

「エステラが海の魚を捕とりに行っていただろ？　そのツテで手に入らないか聞いてみたんだが、想像以上の収しゆう穫かくだな」

「君が嬉うれしそうにしている理由がさっぱり分からないんだけど」

「そうですね……貝殻と卵になんの関係が……？」

「……殻は、食べられない」

　マグダがカキの貝殻を指で摘つまんで言う。

　まぁ、確かに貝殻は食えないよな。

「人間は、な」

「えっ、……では、これを？」

「そう。ニワトリに食わせる」

「虐ぎやく待たいはよしなよ、ヤシロ」

「あの、喉のどに詰つまっちゃいますよ」

「……鳥には歯がない」

「誰だれが丸ごと食わせると言ったか!?　粉々に砕くだいてやるんだよ」

　ハンマーで叩き割って粉々にするのだ。

「しかし、貝殻なんて本当に食べるのかい？」

「食う。もちろん、ネフェリーに用意させているものと一緒に与あたえるのだが」

「ネフェリーさんも何か用意されているんですか？」

「あぁ。米こめ糠ぬかと、魚のアラ、あとクズ野菜を細かく切った物を混ぜ合わせた特製のエサだ」

　これまで、ネフェリーの養鶏場では、主に米を与えていたらしい。

　炊たいて潰した米はニワトリの大好物で、それはよく食べたと言う。

　そこに、落とし穴があったのだ。

　日本にいる頃ころに、チラッと小耳に挟はさんだのだが、ニワトリは米だけで飼育すると卵を産まなくなるらしい。それに、温めたデンプンはニワトリの消化器官の一つ『そのう』で炎えん症しようを起こす原因になることがある。なので、炊いたご飯は控ひかえた方がいい。

　そこら辺を踏ふまえて、俺はネフェリーにエサ作りのアドバイスをしてやったのだ。

「貝の殻は、卵の殻を生成するために必要なカルシウムの宝庫だ」

　砕いた貝殻をエサに混ぜて与えていれば、いつかまた卵を産むようになるだろう。

　クズ野菜はモーマットたちから融通してもらったし、魚のアラはエステラに当てがあるらしい。つか、エステラ。そんな相手がいるなら俺に紹しよう介かいしろよ。海魚、欲しいんだから。

「なぁ、エステラ。海漁ギルドのヤツ紹介してくれよ。別にお前の顔を潰すような失礼な真ま似ねはしないぞ？」

「……その言葉を信用させてくれたら考えてあげるよ」

「これが噓うそを言っているような目に見えるか？」

「見える。やり直し」

「俺がお前を騙だましたことがあるか？」

「やり直しっ！」

　まるで信用されていないようだ。心外な……

「まぁ、海漁ギルドはまた後でいい。今は卵だ」

　俺の言う通りのエサを与えていれば、数日でまた卵を産むようになるだろう。

「では早さつ速そく、この貝をネフェリーさんのところへ持っていきましょう」

　そういうことで話し合いは終しゆう了りようし、俺たちは貝殻を持って養よう鶏けい場へ向かった。







　俺たちが養鶏場に着くと、ネフェリーが俺の伝授したエサの仕込みをしていた。

「あ、ヤシロ」

　完全ニワトリ顔の少女、ネフェリー。

　最初こそあまりいい印象を持たれていなかったようだが、話をするうちに徐じよ々じよに打ち解けていった。

「言われたエサを作ってるんだけど、これでいいのかな？　ちょっと見てくれる？」

「おう、お安い御ご用ようだ」

　俺は、大きな樽たるにぎっしりと詰め込まれた米糠をかき混ぜる。米糠の中に魚のアラやクズ野菜が見える。まだ混ざりきってはいないが、こんなもんだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだな」

　俺がＯＫを出すと、ネフェリーはホッと胸を撫なで下ろした。

　胸がちょっと立派に見えるのは、鳩はと胸むねだからかな？　あ、ニワトリか。

「やってみると結構大変なのね、これ」

「生き物を育てるってのは、そういう大変さの積み重ねなんじゃないのか？」

「それはそうなんだけど……ずっとやってたから腰こしが痛くなっちゃった」

「揉もんでやろうか？」

「やぁ～だぁ、もぅ！　ヤシロのエッチ！」

　そう言って右手でぺしりと俺の肩かたを叩たたき、左手は薄うすく染まる頰ほおを押さえている。

　とても女の子らしい仕草だ。……だが、顔が完全にニワトリなので「何やってんだこの鳥？」という感想しか抱いだけないのが残念だ。あぁ、残念だ。

「そのエサに、こいつを混ぜて食わせてやるといい」

「あ、それが貝？」

「丸ごと食わせるんじゃないぞ？　ハンマーで粉々にするんだ」

「やだぁ、もぉ！　分かってるって。うふふ……ヤシロって面おも白しろい人ね」

　昭和の香かおり漂ただよう青春映画のような言い回しだが……顔がニワトリ。とてもシュールだ。

「ホント言うとね、実はまだ半信半疑なの」

　ネフェリーが貝の入った包みを抱かかえ、そんなことを呟つぶやく。

「こんなことで、本当に卵を産んでくれるのか……あ、でも、ヤシロを疑ってるわけじゃなくて……これまでずっと奇き跡せきを信じて、その期待はことごとく裏切られてきたから」

　廃はい鶏けいになった鳥がもう一度卵を産むようにお祈いのりでもしていたのだろうが、そんなことでニワトリは卵を産むようにはならない。

　これまで、何度もそうやって悲しい思いをしてきたのだろう。ネフェリーはとても寂さびしそうな瞳ひとみをしていた。…………ただ、顔はニワトリ……

「俺のことは、別に信じなくていいよ」

「え？」

「お前はただ、あいつらのことだけを信じていてやれよ」

　そう言って、鶏舎の中のニワトリをアゴで指し示す。

「あいつらはきっとまた卵を産む。お前はそれだけを信じていろ」

「ヤシロ…………うん。私、信じる」

　ネフェリーが目め尻じりを指で撫でる。

「へへっ、ごめんね。こんな顔見せちゃって」

　こんな顔って、ニワトリってこと？　お前、ずっとさらしっぱなしだけど？

「私がしっかりしなくちゃだよね！　でなきゃ、みんなが美味おいしい卵産めないもんね」

　そう言って、両りよう腕うでで力こぶを作るマネをする。

　なんなら、お前が産みゃあいいんじゃね？

「んじゃ、俺らは帰るから」

「うん。気を付けてね。あ、それと、貝、ありがと」

「おう」

　用事を済ませ、俺たちは養鶏場を後にする。

　まぁ、見てろって。今にビックリするからよ。

「ヤシロさん」

　養鶏場へ着くなり鶏舎に入ってニワトリを見ていたジネットが、俺の隣となりへ歩いてくる。こいつはずっとニワトリに、「頑がん張ばりましょうね」と声をかけていたのだ。

「産まれるといいですね、卵」

「産まれるさ」

　俺が断言すると、ジネットはにっこりと笑う。

　──そして数日後の朝。

　俺が思っていたよりもはるかに早く、吉きつ報ぽうが舞まい込んでくるのだった。







　早朝。

　陽だまり亭のドアが激しく連打され、俺たちは叩き起こされた。

　やって来たのは養鶏場のネフェリーだった。

「産んだ！　産んだのよ！　卵が産まれたのっ！」

「……おめでたか？　おめでとう」

「私じゃないよ！　セクハラすると突つっつくよ!?」

　ニワトリ顔のネフェリーが頰を染めて俺に嘴くちばしを向ける。

「熱ねつ烈れつなキスをしてくれるってことか？」

「なっ!?　ち、違ちがうもん！　んもう！　バカバカバカ！」

　大いに照れて、俺をぱかぱか殴なぐってくる。

　……あ～、全然萌もえねぇ。ニワトリ顔、萌えないわぁ…………

「とにかく来て！　ヤシロに見せたいのよ！」

　強ごう引いんに腕うでを引かれ、俺は寝ね間ま着き姿のまま連れ出された。

　ジネットとマグダも寝間着に上着を羽織っただけの格好で付いてくる。

　養鶏場に着くと、ネフェリーの家族がコケコケ言いながら踊おどり狂くるっていた。

「……なんの儀ぎ式しきだ？　子供が見たら恐きよう怖ふで夜トイレに行けなくなりそうな光景だな」

「失敬ね！　うちの家族に対して！」

　ニワトリ顔の両親が踊り狂っていたら、多かれ少なかれ異常な空気を感じるわ。

　黒くろ魔ま術じゆつの生いけ贄にえが自ら進んでその身を捧ささげようとしているのかと思ったぞ。

　そんな儀式の横を突っ切って、ネフェリーは鶏舎へと入っていく。

　そしてすぐに、大切なものを運ぶように、慎しん重ちように、俺の目の前へと戻もどってくる。

「ほら見て！　こんなに立派な卵を産んだのよ！」

　ネフェリーの両手に載のせられていたのは、産みたての卵だった。

　大きさも形も申し分ない、立派な卵だ。表面がざらざらしていて新しん鮮せんそうである。

「全部ヤシロのおかげ！　これであの子たち……もっと生きられるよ…………」

　ネフェリーの目尻に涙なみだが浮うかぶ。

　嬉うれし涙というものは、女性を美しく見せるものだ。

　うっかりときめきそうにな…………ら、ないな。ニワトリ顔だと。

「ありがとう！　ヤシロって、いい人ねっ！」

　うわぁ、そのセリフ、中学生くらいの頃に同級生の女の子に言われたかったなぁ……

「ねぇ。この技術、他ほかの養鶏場にも教えてあげたいんだけど……ダメ、かな？」

　革新的な技術はそれだけで価値がある。

　特許があるかどうかは知らんが、権利を主張し……そうだな、例えば『廃鶏再生ギルド』でも作ってその技術の使用に料金を発生させることは可能だろう。

　だが……

「好きにしろ。それで卵が大量に手に入るなら、こっちとしてもありがたい」

「ありがとう、ヤシロッ！　大好きっ！」

　ネフェリーが感かん極きわまって俺に抱だきついてくる。

　うわぁ、こういうの、中学生くらいの頃に同級生の女の子にやられたかったなぁ……

「あっ！　い、今のは、人としてって意味で、異性としてって意味じゃないからねっ！」

　ネフェリーが俺から離はなれ、慌あわてて弁解してくるが……うん、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。誤解とかしないから。そんな赤い顔しないでくれるか。ボイルされてるみたいで冷や冷やするから。

「とにかく、すぐにみんなに知らせるね。それで、廃鶏になる予定だったニワトリが産んだ卵は優先的に陽だまり亭に販はん売ばいする。それでいい？」

「おぅ、上出来だ」

「みんな喜ぶだろうなぁ」

　そう言って、ネフェリーはにこにこ笑いながらくるりと体を回転させる。

　そして、両親のやっている不思議な踊りに参加し始めた。……だから、なんの儀式だよ、このニワトリ踊り。

「あぁ、そうそう」

　俺は一つ、『とても重要なこと』を忠告しておく。

「前に来た時も言ったが、米を与あたえるのはやめた方がいい。俺のいた国では、卵を産まなくなると言われていたからな」

「それには驚おどろきだけど、ヤシロが言うなら信じるよ！　それもみんなに伝えておく」

　随ずい分ぶんと信用されたもんだ。…………しめしめ。

「ヤシロさん。なんだか、とても嬉しそうですね」

　そりゃ嬉しいさ。なにせ、俺の計画は現在順調に好転していっているのだから。

「さぁ、さっさと帰って教会に行く準備をしようぜ」

「はい。そうしましょう」

　そうして、俺たちは謎なぞのニワトリ踊りを披ひ露ろうする不気味な養鶏場を後にした。







「あぁー！　マグダお姉ちゃんだー！」

「お姉ちゃーん！」

　教会に着くと、ガキどもが一いつ斉せいにマグダに群がった。

　この数日で、マグダはすっかりガキどもの人気者になっていた。

「またアレやってー！」

「……了りよう解かい」

　マグダは手近にいたガキんちょを摑つかむとぽーんと空へ放ほうり上げた。

　そして、そばにいるガキどもを次々に高く放り投げていく。

　円を描えがくようにして放り投げては落下してきたガキをキャッチ、そしてまたポーンと放り投げる……という、お手玉のようなことをし始める。

　見ているこっちは冷や冷やものなのだが、これがなんとガキどもに大人気なのだ。

　マグダはマグダで、この程度の芸当は文字通り朝飯前らしく、また「お姉ちゃん」と呼ばれることがまんざらでもない様子で、ガキどもと率そつ先せんして遊んでやっている。

「やれやれ。すっかり子供たちを取られてしまったな」

　肩をすくめながら、エステラが俺の隣へやって来る。

　毎朝、こいつとはここで合流するのだ。

「少し前までは『エステラお姉ちゃん、エステラお姉ちゃん』と大人気だったんだけどね」

「あのぐらいのガキどもはパワフルな遊びが好きだからな。マグダのパワーには誰だれも敵かなわねぇよ」

「確かにね。それで、何か進展はあったのかい？」

「卵か？」

「そう。ジネットちゃんが嬉しそうにしていたからさ」

「お前の判断基準はいつもジネットだな」

「当然だろ。ボクはジネットちゃんの親友であり、ファンなんだから」

「なら、俺がジネットグッズでも作るから、お前買ってくれ」

「本人の許可がない非公式グッズはお断りだよ」

「スケスケのパンツでもか？」

「……それで喜ぶのは君だけだよ」

　朝から思いっきり渋しぶい顔をされてしまった。

「ヤシロさん、エステラさん。おはようございます」

　教会のシスター、超ちよう絶ぜつ美形のエルフ、ベルティーナだ。

　今日も神こう々ごうしいぐらいに美しい。……ただし、怒おこらせると超怖こわい。

「マグダさん、いい顔をされるようになりましたね。ヤシロさんの善行の賜たま物ものでしょうか」

「まだなんの成果も出てないのにいいも悪いもないでしょう」

「うふふ。ヤシロさんには、そんな奥ゆかしいところもあるのですね」

　そんなんじゃねぇよ。

　何度も言っているが、俺は俺の利益のためにやってんだよ。

「マグダさんを見ていれば分かりますよ」

　ベルティーナがにこやかな、まるで聖母を思わせるような瞳ひとみでマグダを見つめる。

　視線の先では、マグダがガキ共と戯たわむれていた。

「今、彼女が置かれている状じよう況きようが、彼女にとってとても望ましいものであるということは。それはきっと……」

　ゆっくりと、聖母の瞳がこちらへと向けられる。

「……ヤシロさんがそうなるように手を尽つくした結果なのでしょう？」

　どこまでも澄すんだ美しい瞳は、少々視力に問題があるらしい。どうやら俺が善人に見えているようだ。曇くもってるか重度の乱視なんじゃないだろうか。

「長年、母親代わりをしていますと、顔を見ただけで分かるようになるんですよ。そういうことが」

「じゃあ、俺の顔はあまり見ないでください。プライバシーの侵しん害がいなので」

「うふふ。それは残念ですね。ヤシロさんのお顔は、割と好きなんですよ」

　おぉっと。それはプロポーズか何かか？　けどな、俺に惚ほれると火傷やけどするぜ？

「とてもユニークだから、ですよね？」

　おい、エステラ。その口、余計なことしか言えないんならまつり縫ぬいで封ふう印いんすんぞ？

「うふふ。ヤシロさん、ユニークは褒ほめ言葉ですよ？」

「全然嬉しくないですね」

「けれど、ヤシロさんは心を隠かくす達人ですから、顔を見ただけでは判断出来かねますね」

　それはよかった。顔を見る度たびに悪事がバレちゃ堪たまったもんじゃないからな。

「ですので、ヤシロさん。もっと会いに来てくださいね。朝食の時だけでなく、いつでも、気の向いた時に」

　会いに来いと言ったベルティーナは、少しだけ甘えるような、寂さびしいのだと拗すねているような、形容しがたいのだが……少女のような表情を見せていた。

　……くそ。美人がそんな顔するのは卑ひ怯きようだろうが。

「なんとなく、力仕事とか押しつけられそうなので遠えん慮りよしておきます」

「あら。うふふ……バレてしまいましたか？」

　そんな冗じよう談だんを言うベルティーナと、そんな様をニヤニヤと見つめるエステラに挟はさまれる居い心地ごこちの悪さに堪たえ兼かね……非常に珍めずらしく、俺は率先してガキと遊んでやったのだった。
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　教会への寄付を終えた俺たちは、俺の意向で少し遠回りをして帰ることにした。

『なんとなく』そうしたい気分だったのだ。

「朝のお散歩、楽しいです。食堂がオープンすると、なかなか出来なくなりますからね」

　ジネットが満面の笑えみを浮うかべ、俺たちも思い思いの歩ほ幅はばで散歩を楽しむ。

　すると──

　特に当てもなく歩いていた俺たちは、とある農家の前で言い争いの声を耳にした。

「あれれぇ～？　なんだか騒さわがしいぞぉ～？　何かあったのかなぁ？」

「……なんだい、そのわざとらしいセリフは？」

　エステラが俺のナチュラルな演技に眉まゆを寄せる。……まったく、分かってねぇなぁ。

　何か事件が起こりそうな時は、主人公が関係者をそちらに誘ゆう導どうするのがお約束だろうが。

　ともあれ、俺の巧たくみな誘導により、俺たちは揃そろってそちらに向かうことになった。

　そして、目もく撃げきする。

「ちょっ、待ってくれよ！　そりゃねぇだろ、旦だん那なぁ！　なぁ！　それじゃあ、これから俺らは……どうやって生きていけばいいんだよぉ!?　なぁ、待ってくれってばよぉ！」

　爽さわやかな朝の時間に、悲痛な声を上げていたのは米農家のカモ人族ホメロスだった。

　地面に四し肢しをつきうな垂れるホメロス。そんな彼を無視するように遠ざかっていくのは行商ギルドの人間と思われる。

　おそらく、『急に舞まい込んだ異常事態に関連した決定事じ項こう』でも伝えに来たのだろう。

「何があったんでしょうか？　お話を伺うかがってみましょう」

　心配そうにジネットがホメロスに駆かけ寄る。手を貸し、立たせてやっている。

　ホメロスは生まれたての子こ鹿じかのように足をふらつかせて辛かろうじて立ち上がった。

　ま、顔はカモなんだけどな。

「どうされたんですか？　顔が真っ青ですよ」

　俺には茶色に見えるけどなぁ。こいつマガモじゃなくてカルガモ顔だし。

「あ……あんたは、確か……」

「陽だまり亭のジネットです。先日お邪じや魔まさせていただいた」

「あ、あぁ、そうか……いや、すまねぇな……こんな、無様なところを見せちまって……」

「そんなこと……それより、何か問題でもあったんですか？」

「うぅ…………っ！」

「ホメロスさん!?」

　ジネットの言葉に、ホメロスは顔を覆おおい、泣き始めてしまった。

　おろおろとするジネット。

　マグダもジッとホメロスを見つめている。

「実は、さっき行商ギルドの商人がやって来て……もう、ウチの米は買えないと」

「えぇっ!?」

　ななな、なんだってー！　──という表情を、ジネットはしている。

「どうしてですか？　だって、先日までは品しな薄うすなくらいだと……」

「それが……ウチの米は、主に鳥のエサ用に買い取られていたんだが……養よう鶏けい場の連中が全員、今後米は買わないと言い出したって……」

「え……」

　ジネットの顔色が急速に悪くなっていく。

　そして、錆さび付ついたカラクリ人形のようなぎこちない動きで、ゆ～っくりと俺の方へ視線を向ける。

　マグダとエステラも、俺をジッと見つめる。

　あんまり見ちゃ、いやん。

「だから、今後は、食しよく糧りよう担当の商人に売る分だけでいいって……けど、米を食べる人間なんてほとんどいねぇし…………これじゃあ米農家は崩ほう壊かい……いや、壊かい滅めつ……いやいや、消滅しちまうっ！　身の破滅だ……俺ぁ、もうおしまいだぁ…………」

　膝ひざの力が限界に達したのか、ホメロスは再び地面へとくずおれた。

　今回は、ジネットも助け起こさなかった。そんな余力が、ジネットにもないのだろう。

　しょうがないなぁ、まったく。

「ミスターホメロス」

　俺は、地面に蹲うずくまり背を丸めるホメロスの肩かたに手を載のせる。

　そして、慈じ悲ひの心をもって救済の手を差し伸のべる。

「大量に余ったその米……俺たちゴミ回収ギルドが引き受けてやってもいいぞ？」

「……え…………あんた……」

「『ゴミ』という呼び名を採用しているが、他ほかのギルドから仕入れている物も商品としてなんら見み劣おとりのしない一級品ばかりだ。お前の米の名が汚けがされることなんかない。むしろ、ここの米ならウチで一番のブランド品になるかもしれない。『やっぱりホメロスの米は凄すごい』と、世間が認にん識しきするんだ」

「……俺の米を…………認めてくれるのか？」

　地面についていた泥どろだらけの手で、すがりつくように俺の左手を握にぎってくる。両手で包み込むように、しっかりと。

　俺はその両手の上に、右手を載せ包み込んでやる。

「俺は、『最初から』あんたの米が欲しいと言っていただろ？」

「あ……あぁ……っ。す、すまなかった……この前は、酷ひどい態度を……なのに、あんたは……俺は、恥はずかしいっ」

「気にすんなよ。誰だれだって自分の大切なものを得体の知れないヤツに預けるのは躊躇ためらうものさ。それに、信用ってのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで得られるものじゃないってことも、俺たちは理解している。あんたを責めるつもりはねぇよ」

「あんた……いい人だな」

　そう思う？　本当にそう思うの？　むふふふ……

「じゃあ、ここの米を俺たちに売ってくれるか？」

「あぁ！　もちろんだ！　行商ギルドに一度いらねぇと言われちまった米だ。あんたになら格安で譲ゆずってやるぜ！」

「それは助かる。今後とも、末永くよろしくな」

「こちらこそだ！」

　俺とホメロスは握り合った手を、もう一度ギュッと握りしめ、それをもって契けい約やくの握あく手しゆとした。

　こうして、陽だまり亭には安定して米が供給されることになったのだ。

　新米、食べ放題だ！　わっほ～い！

　物語はハッピーエンドを迎むかえ、俺たちは意い気き揚よう々ようと帰路についた。







　ホメロスの農園を離はなれ、陽だまり亭が近くなったところでエステラが声をかけてきた。

「これを狙ねらっていたね？」

　振ふり返ると、なんともジトッとした目が俺を見ていた。

「なんの話だ？」

「養鶏場の悩なやみを親身になって聞いたのも、技術を無む償しよう提供したのも、みんなこのための布石だったんだね！」

「何を怒おこっているんだ？　ネフェリーたちは愛するニワトリを処分せずに済み、卵の生産量が上がった。ホメロスにしたって、売ばい却きやく先が行商ギルドからゴミ回収ギルドに変へん更こうになっただけだ。それも、自分の作る米の名も汚されず、自尊心も傷付かない平和的な幕引きだったじゃないか。誰かが不利益を被こうむっているか？」

「……確かに、誰も不利益は被っていない。けれど、君が得をしている」

「そこはほら、日ひ頃ごろの行いがいいから？」

「今の発言、精せい霊れい神しん様はどう判断するだろうね？」

　きっと諸もろ手てを挙げて「そうだそうだ」と賛同するさ。

　幸運は、人徳の高い人間のもとへ自然と舞い込んでくるものだからな。

「えっと、確認なんですが……」

　控ひかえめに挙手をして、ジネットが不安げな表情で尋たずねてくる。

「今回の一件は、誰も不幸にはなっていない……ん、です、よね？」

「もちろんだ」

　ニワトリの飯を俺が取り上げただけだからな。

　まぁしいて言えば、ホメロスの収入がほんの少しだけ減ったかな。

　でもまぁ、ゼロになるところを救われたのだ。万ばん々ばん歳ざいだろう。

　しかもだ。現状では主に『鳥のエサ』としてしか出回っていない米だが、その認識がいかに愚おろかなことか、俺の力をもってすれば必ずや思い知らせてやれる。

　米の可能性と有用性をアピールし、このオールブルーム内でなくてはならない代しろ物ものに成り上がらせるのだ。現在主役の座を独どく占せんしているパンを脅おびやかすほどの存在にな。

　需じゆ要ようが増せば価値が上がる。そうなれば、一度落ち込んだ収入分などあっという間に取り戻もどせる。

　何事も、長期的な視野を持つことが重要だ。故ゆえに、今は莫ばく大だいな利益を得るための潜せん伏ぷく期間だと捉とらえればいい。そして、耐たえ忍しのんだ先に待っているのは、輝かがやかしい未来。

　それを思えば、ホメロスが不満を述べる余地など何一つない。

「……では、めでたしめでたし……ということで……？」

「問題ない」

　俺はきっぱりと言い切り、そのタイミングでたどり着いた陽だまり亭へと入っていく。

　うむ。実にいい商談だった。米に卵。当初の予定通り確保完かん了りようだ。

「……どうしてだろうね。ヤシロを素す直なおに褒ほめたくない気分なのは……」

「で、でも、ヤシロさんはみなさんのために頑がん張ばってくださったんです……よね？」

「……自分のため」

　ドアの向こうで三人娘むすめのそんな会話が聞こえてきたが、俺はそれらをさらりと無視することにした。
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「……蓋ふたを、開けるっ。…………まだ、遅おそい。これでは、ダメ」

「頑張ってください、マグダさん！　こう、角を持って手首をひねるとスムーズに開くのではないでしょうか!?」

「……やってみる。…………開けるっ」

「凄いです！　今の蓋開けはこれまでで一番スムーズでした！」

　弁当の蓋を開けるマグダに拍はく手しゆを贈おくるジネット。数日前より始まったこの光景も、もはや見慣れた日常となりつつある。

　何を隠かくそうこれはマグダが一人で狩かりに行けるようになるための『修しゆ行ぎよう』なのである。……なんの修行してんだよ。

「空腹時にロスタイムなくお弁当を開けられれば、獲え物ものは丸ごと売れるからね。蓋を開ける修行は理に適かなってると思うよ」

「最初から開けて狩りをすりゃあいいだろうに」

「何を言ってるんだい、ヤシロ。お弁当は、開ける瞬しゆん間かんが一番楽しいんじゃないか。その楽しみは食べる直前に味わうべきだよ！」

　などと力説するエステラだが、お前、ちょっと前まで「冷えた料理なんて美味おいしいのかなぁ」って弁当否定派だったじゃねぇか。すっかり手のひらを返しやがって。

「マグダさん、それです！　今の蓋開けは素す晴ばらしい動きでした！」

「……もう一度。今の感覚を忘れないうちにやってみる」

「はいっ！　頑張ってください！」

　なんともずれている気がするのだが……

　だがしかし、この『修行』が功を奏したのか、マグダはこの日から一人で狩りに出るようになり、そして三日連続で獲物を仕留めて帰ってきたのだった。

　狩しゆ猟りようギルドへ売りに行く前に、わざわざ獲物を俺たちに見せるため陽ひだまり亭ていに戻ってくるマグダに、ジネットはいちいち凄い凄いと称しよう賛さんを贈っていた。なんか、獲物を自じ慢まんしに来るのってネコの習性みたいだなと、俺はそんなことを思う程度だったのだが。

「マグダさんならきっと、すぐに目標を達成してしまいますよね。凄いです！」

　親バカも真っ青なほど大はしゃぎをするジネット。それがフラグだったのかは分からんが……やはり世の中はそんなに甘くはなかった。







　それは、モーマットから受け取ってきたアホほど大量な玉ねぎを庭に積み、さぁこれから陽だまり亭の食料庫へと運び入れるぞという時に起こった。

「マグダさんっ、どうしたんですか!?」

　突とつ然ぜんジネットが駆かけ出す。その先には、うな垂れるマグダが立っていた。

　狩りに出て数時間。戻ってくるにはあまりに早過ぎる。獲物も持っていないし、陽だまり亭の庭に入る手前で立ち止まり微び動どうだにしないのもおかしい。

　マグダの様子から、何かトラブルがあったのは明白だった。

　ジネットはそれを、怪け我がや病気だと思ったらしく、駆け寄るなりマグダの体を隈くまなく見回し始める。

　だが、違ちがう。

　マグダには目立った外傷はなく、何よりマグダの耳がジネットを避さけるようにぺたんと寝ねてしまっている。あれは、ジネットに対して言い難にくいことがある証しよう拠こだ。

「マグダ」

　声をかけると、マグダの肩かたが微かすかに震ふるえた。

「狩りはどうした？　獲物は？」

　戻ってきたということは、今日の狩りは終しゆう了りようしたということだ。

「……獲物は、ない」

　抑よく揚ようのない、なんの感情も感じられない、平へい坦たんな声が返事を寄よ越こす。

　それは、狩猟ギルドへ報告をしていた時の声によく似ている気がした。

「……マグダは、…………無能？」

　不意にマグダの口からそんな言葉が漏もれる。

　問いかけるように発せられたその言葉に、ジネットが息をのむ音がはっきりと聞こえた。見ると、ジネットはあまりのショックに顔を強こわ張ばらせ固まっていた。

　しかし、マグダは相変わらずの無表情だ。

　いつもと同じ表情。表情と呼ぶにはあまりに起き伏ふくがなく、感情が読み取れない。

　だというのに……、俺にはそれが、泣いているように見えた。

「理由を言え」

　これまでマグダが一度も求められなかったであろうことを、俺は尋ねる。

　なぜ狩りに失敗したのか。

『自分が無能だから』などという言い訳は通用しない。マグダは狩りが出来る。この数日でマグダ自身が証明してみせたことだ。

　ならば、なぜ狩りに失敗したのか。もっと言うなら、なぜ『狩りを中止したのか』だ。

　狩りに出て成果がなかったというには戻ってくる時間が早過ぎる。何かがあったのだ。その『何か』を、俺は尋ねる。

「……狩猟ギルドにおいて、言い訳は最も忌いむべき行こう為い」

「ここは陽だまり亭で、俺は狩猟ギルドの人間じゃねぇ。そして、今現在はお前の仕事を管理する立場にいる。現段階において、マグダの仕事に関するすべては狩猟ギルドのルールよりも俺のやり方が最優先される。違うか？」

「………………違わない」

　たっぷりと考えた後で、マグダははっきりと答える。

　ここにいる以上、俺のやり方に従ってもらう。マグダも、それを了りよう承しようしたとみていいだろう。双そう方ほうの合意を確かく認にんしたところで、再度問う。

「何があった？」

「…………」

　マグダは無言で肩に提さげた袋ふくろから弁当箱を取り出した。

「これは……」

　息をのみ、ジネットが言葉を漏らす。

　弁当箱は、見るも無残に破は壊かいされていた。

　何も言わないマグダから弁当箱を取り上げ、俺は中身を確認する。

　どれも口を付けた様子はない。ただ、一度地面に落ちたものを搔かき集めて入れ直したのか、砂が混じり、形もぐちゃぐちゃに詰つめ込まれていた。

　そして俺は発見する。おにぎりにくっきりと刻みつけられた『足あし跡あと』を。

「……酷ひどいです。誰だれがこんなことを……」

　さすがのジネットも気が付いたようだ。これは、マグダがうっかり弁当を零こぼしたなんて事故ではなく、誰かが悪意を持って行った暴挙であることに。

「……覆ふく面めんを着けた、謎なぞの男たち。突然背後から襲おそわれて、お弁当をダメにされた。……マグダの油断」

　あくまで自分のせいだと、マグダは言う。油断だと。

「……マグダは、一人では何も出来なかった」

　自分を責めるマグダを、ジネットが力任せに抱だきしめる。

「……店長。お弁当……ごめんなさい」

「いい……んです。マグダさんが無事なら、それで……」

　虚うつろなマグダの瞳ひとみと、小さく震えるジネットの背中。そんなものを見せられて、俺は心の中に『ある一つの感情』がふつふつと沸わき上がってくるのを感じていた……




『こんな光景を俺に見せやがったことを、必ず後こう悔かいさせてやる』──という憤いきどおりを。




　弁当を狙ねらってきたということは、マグダが弁当のおかげで狩りを成功させていることを知っている者の犯行で間違いないだろう。

　用よう意い周しゆう到とうな妨ぼう害がい工作を仕し掛かけてきてやがるところを見ると、門の前まで俺たちが付いていったとしても、森の中で襲われる可能性が高い。

　弁当を死守したとしても、今度はそいつらに『狩り』を邪じや魔まされるだろう。はたまた、『赤モヤ』使用後を狙って何かをされる可能性もある。

　結局、どんな対策を立てようが後手に回ってしまう。

　ならば、こちらが取るべき手段はただ一つ。

「ぶっ潰つぶしに行くぞ、そいつらを」

　妨害工作を行っているヤツを直接叩たたく。二度と妨害させないように。
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　幸い、心当たりはある。会いに行ってやるさ。

　人が見み出いだした活路を嬉き々きとして潰しに来るような輩やからは…………地を這はいつくばって惨みじめに苦しみもがく姿こそが相応ふさわしい。

「……ヤシロ」

　熱暴走を始めそうな脳みそに、冷れい却きやく水すいみたいな声が浸しん透とうしてくる。

「……怒おこって、いる？」

　何か不思議なものでも見るような目で、マグダが俺を見上げている。

　乏とぼしい表情ながらも、そこから感じる雰ふん囲い気きは先ほどとは変わっていた。

　さっきまでの、泣き出しそうな色は薄うすれていた。

「……マグダの、ために？」

　あまりに純じゆん粋すいな瞳で見つめられ、なんとなく、言葉に詰まってしまった。

　……そんな目で見るな。そういうんじゃねぇよ。

「お前の狩かりが成功すれば、陽だまり亭はその魔ま獣じゆうの肉を手に入れられる。となれば、売り上げも上がるだろうし、そうすれば俺の利益も自おのずと上がる」

　魔獣の肉を使った料理を出せば、それなりの値段を付けても売れてくれそうだ。客単価が上がれば楽して利益を上げることが出来るだろう。

　しかも、その魔獣の肉は、マグダが狩ってさえくれば無料で手に入るのだ。

　こんなにおいしいことはない。

「だからな、マグダの狩りを邪魔するってことは、俺の利益を奪うばうってことになるんだ。看過出来るわけねぇだろ、そんなもん」

　俺の金、俺の時間、俺の自由、俺の居場所を奪おうとするヤツは、どんな言い逃のがれをしようが明確に俺の敵だ。

　そして俺は、俺の敵に容よう赦しやはしない。ぶっ潰してやる理由は、それだけで十分だ。

　だから別に、マグダがどうとかではない。

「……ヤシロは、いい人」

　マグダの尻尾しつぽが、うねうねと小刻みに震えている。ネコがじゃれつく直前に見せる、「友好」の動作だ。別名「遊べの合図」とも言えるが。

　そうまで分かりやすく懐なつかれると、やり難いというか……照れるんだが。

「それにアレだ」

　恥はずかしげもなくジッと見つめてくるマグダから視線を外し、俺は砂じや利りまみれの弁当を軽く掲かかげてみせる。

「俺は、食い物を粗そ末まつにするヤツが大だい嫌きらいなんだよ」

　事実だけを述べ、俺はダメになった弁当を持って裏庭へと向かった。堆たい肥ひに混ぜておけば、この弁当も無む駄だにはならないかもしれないからな。

　どんなものでも、有効的な使い方を心がければそのものが持つポテンシャル以上のものを引き出すことだって可能なのだ。

　……だからまぁ、ちょっと一ひと肌はだ脱ぬいでやるかね。

　あくまで、俺の利益のために。







　真っ先に容疑者として浮うかび上がったのは、言うまでもなく狩しゆ猟りようギルドの連中だ。

　マグダが狩りを出来るようになった理由を知っており、マグダの狩りを邪魔する理由がある者はそう多くない。

　動機は、俺との賭かけになんとしてでも勝ちマグダを追放したいとか、マグダが功績を挙げるのが気に入らないとか、そんなところか。

　狩猟ギルドに行くと「代表は解体部屋にいる」と言われ、そちらへ向かう。

「よぅ、来たか」

　俺を見たウッセの第一声はそんな言葉だった。

「今日はお前も付いてきたのか。マグダはどこだ？　すぐ査定してやるぜ」

　部下に向かって手を振ふり、査定の準備を始めさせる。

　そして、俺の背後をひとしきり気にして、マグダがいないことに眉まゆを顰ひそめる。

「まさか、持ってこれねぇような大物を仕留めたってんじゃないだろうな？」

　戦せん慄りつと興味。そんな二つの感情がウッセの頰ほおを引き攣つらせる。

「マグダがそんな大物を仕留められると思ってるのか？」

「バカ、お前。あいつはまだガキだが、トラ人族なんだぞ？　トラ人族なら、何をしでかしても不思議じゃねぇさ。アノ欠点がなくなったんなら、尚なお更さらな」

　そう語るウッセは、強敵を見つめるアスリートのような顔つきをしていた。嬉うれしくも悔くやしい。だが認めずにいられない。そんな感じの表情を。

「で、マグダはどこにいるんだよ？」

「来てない。今日は狩りに失敗したんだ」

「はぁっ!?　何やってんだよ、あいつは！」

　そして、見慣れた極ごく道どうチックな強面こわもてをさらす。

「ここ数日、連続で成功してたから油断しやがったんだな。新人にありがちなんだ、自分は腕うでがいいと自うぬ惚ぼれてくだらねぇポカをやらかしやがる。それでなんだ？　ミスしたからビビッてお前を寄よ越こしたってのか？　おい、マグダを連れてこい！　俺がそのひん曲がった根こん性じようを叩き直してやる！　つうか、まだこんな時間じゃねぇか！　失敗したなら日が暮れるまで粘ねばって野ウサギの一羽わでも捕つかまえてくるのが狩かりゆう人どだろうが！　あぁ、ムカつく！　何やってんだ、アイツはよぉ！」

　浮かんだ言葉を怒いかりに任せて喚わめき散らし、近くにあったテーブルを蹴けり飛ばす。

　ウッセの怒りは本物だ。

　以前、マグダを叱しつ責せきしていた時と同じ、相手を叩き潰すための怒り方だ。

「おぉい！　査定はなしだ！　今日は獲え物ものがないんだとよ！」

「はぁ!?」

「なんっすか、それ!?」

「何やってんだ、アイツ!?」

　ウッセの言葉に、狩猟ギルドの面々も不満を漏もらす。

　査定のために進めていた準備の手を止め、あからさまな怒りを顔に浮かべている。演技には見えない。

　これでも俺は、人を見る目がある方だ。特に、噓うそ吐つきの仮面はすぐに見破れる。特有の歪いびつさがあるからな。そんな連中を何百人と見てきた。その俺が断言する。

　こいつらは噓を吐いていない。狩猟ギルドは、シロだ。

　その証しよう拠こに──

「なぁ、ウッセ」

「んだよ!?」

「お前、巨きよ乳にゆう大好きだろ」

「ぶふぅーっ!?」

「ジネットの胸、何度もチラ見してたろ？」

「な、ななな、なに言ってんだよ、お前!?　お、おぉ俺はそそそんなもん別に……っ!?」

「『精せい霊れいの……』」

「わぁ！　やめろ、バカ！　男なら誰だれだって気になるだろうが、あんなデカい胸！　お前だっていつもチラ見してんだろ!?」

「俺はいつもガン見だっ！」

「……お前、サイテーだな」

　──と、こいつは噓が吐けない男なのだ。頭が悪いからすぐに顔に出る。

　こんなヤツが、この俺を騙だませるほど巧こう妙みような噓を吐けるとは思えない。

　つか、誰がサイテーだ、バカモノ。男は黙だまって谷間をガン見だろうが。

「マグダの弁当が狙ねらわれた」

　その一言で、ウッセの表情に新たな感情がはっきりと表れた。

　苛いら立だち──怒りとは種類の違ちがう、粘っこくて煩わずらわしい、振り解ほどけないまま鬱うつ積せきされ続けたストレスを思わせるような根の深い苛立ち。

「はぁ……ったく。またあいつらか」

　どうやら、心当たりがあるようだ。

　そしてそれはおそらく、俺の思い浮かべている第二容疑者に合がつ致ちしていることだろう。

「牛飼いか？」

「だろうな。他ほかに考えられねぇ」

　マグダが狩りに失敗すれば、牛飼いへの賠ばい償しようが出来なくなる。それは一見牛飼いにとって不利益なことのように感じるが、ヤツらの目的が賠償ではなく、『狩猟ギルドへの嫌いやがらせ』であるならば納なつ得とくのいく動機と言える。

　つまり、ヤツらは賠償など求めてはいないのだ。ただただ、狩猟ギルドの足を引っ張りたい。統とう括かつ裁判所とやらに告こく訴そして、営業停止にでもしたいのだろう。

「牛飼いの連中は、牛肉の売り上げが伸のびないのは俺たち狩猟ギルドのせいだと言ってやがるんだ」

「魔獣の肉に味で負けるからか？」

「あぁ。値段が違えば購こう買ばい層も変わるんだが、あいつらは狩猟ギルドが市場を荒あらしていると言って譲ゆずらねぇんだ。……ったく、腐くさった根性をしてやがるぜ」

　腐った根性か。

　まぁ、テメェのミスで牛を逃にがしておいて、マグダに賠償だなんだと求めるような連中だ。性根など、とうに腐り落ちているのだろう。

「潰つぶさないのか？　力があるんだろう、狩猟ギルドには」

「あのなぁ……感情に任せて弱者を潰してたら、ウチのギルドの信用が地に堕おちるっつの！　お前みたいに自由に動けねぇんだよ。組織がデカ過ぎると、逆にな」

　まぁ確かに、デカい看板が邪じや魔まをするなんてのはよくあることだ。大だい企き業ぎようがクレーマーをいちいち告訴しないのと同じだな。キリがない上に評判が悪くなる。

　もっとも……度が過ぎると全力で潰しにかかるんだけどな。

「ウチのことより、今はお前だろ。どうすんだ？　もう時間はあまりねぇぞ」

　マグダの狩りが邪魔されれば、狩猟ギルドも迷めい惑わくを被こうむる。そんな批判めいた視線を俺に向けるウッセ。他人ひと事ごとみたいな顔しやがって。

「牛飼い共は他人の足を引っ張ることに関しちゃ天才的だ。証拠なんか残さねぇし、言い逃れの材料は腐るほど用意してあるだろう。乗り込んだところでしらばっくれられて終わりだぞ」

　ジネットが怪け我がしたことへの損害賠償からは逃げておきながら、マグダに対してはきっちり賠償請せい求きゆうするような連中だ。まともに取り合うとは思えない。

　確たる証拠を突つきつけて、逃げ道を完全に塞ふさいでやる必要があるだろう。

　さて、どうしたものか……

「おい」

　牛飼い共を嵌はめる算段を始めた俺に、ウッセが嫌そうな顔で声をかける。

「悪わる巧だくみは帰ってからにしてくれ。顔が怖こえぇんだよ、お前」

「お前に言われたくねぇわ」

　お前に比べたらチワワみたいに可愛かわいいっつうの！

　あ、そうだ。こいつらを利用させてもらおう。

「なぁ、巨乳大好きウッセ・ダマレ」

「ぅおおおいっ！　人聞きの悪いことをデカい声で言うんじゃねぇよ！」

　こんなことで頰を染めるなよ、いい歳とししたオッサンが。彼女いない歴＝年ねん齢れいか？

「巨乳好きに悪いヤツはいないよな？」

「なんの話だよ!?」

「牛飼いの嫌がらせを止めてやるからよ、お前らちょっと協力しろ」

「……もうちょいまともな誘さそい方はなかったのかよ。ったく」

　呆あきれ顔ながらも耳を貸したウッセに、俺は商談を持ちかける。

　あぁ、そうだ。あとでエステラにも話しに行かなきゃな。『領主の許可証』を一部、大至急用意してくれって。







　そして翌日。

　俺はマグダに付いて四十一区へと来ていた。

「……お弁当、マグダが持つ？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　肩かたに食い込むデカいカバンの中には、ジネット特製の弁当が『十人前』入っている。

　間もなく街門がある広場へと出る。そんな、人通りの少ない小道を歩いていた時、そいつらは現れた。

　頭からすっぽりと怪あやしいマントを被かぶり、覆ふく面めんで厳重に顔を隠かくした男が六人。突とつ然ぜん俺に襲おそいかかってきやがった。手にはメイスや鉈なたが握にぎられている。

　マグダが臨戦態勢に入るが……覆面の中の一人が弓を構え、俺を狙っているのを見つけて、動きを止める。なんとも分かりやすいその脅おどしは、功を奏したわけだ。

「おい、やめろ！　こいつは『商品』だぞ！　手を出すな」

　だが、俺のそんな忠告など聞く耳持たず、覆面の男が振り上げたメイスを勢いよく俺のカバンへと叩たたきつける。肩にかけていた紐ひもが千切れて弁当が地面へ叩きつけられる。

　痛む肩を押さえつつ、俺は無言を貫つらぬく覆面たちに問いかける。

「なぁ、『出る乳は揉もまれる』って言葉を知ってるか？」

「……ヤシロ。それはたぶん『出る杭くいは打たれる』」

　マグダから冷静なツッコミをもらう。が、まぁ、似たようなもんだ。

「あんまりはしゃぎ過ぎると、手痛いしっぺ返しを食くらうぜ」

　俺の言葉を聞き、覆面の男が「ふふ……」と低く笑う。そして、ぶちまけられた弁当を六人全員で一いつ斉せいに踏ふみつけ、踏みにじり、踏みしだいた。

「ふははははっ！　ざまぁみやがれ！」

　最後に一言だけ言葉を残し、高笑いと共に覆面の男たちは踵きびすを返して去っていく。

　またしても、食い物を粗そ末まつにしやがって…………『商品』だっつったのによ。

「おぅ、派手にやられたな」

　そんな言葉を口にしながら、ウッセが街門の方向からやって来る。今日はウッセも狩かりに行くのだそうで、いつもより物々しい装備に身を包んでいる。

「……巨乳大好きウッセ・ダマレ」

「おい、テメェ！　マグダに何教えやがった!?」

「いや、なに。今日の『作戦』のためにちょっと『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を見せただけだよ」

　ぐぬぬと、俺を睨にらむウッセ。その視線を足元へと誘ゆう導どうしてやる。

　俺の足元には、見るも無残な弁当の残ざん骸がいが広がっている。

「『ご注文の品』が、ご覧の有り様になっちまったんだが……買い取ってくれるか？」

　言いながら、『売買許可証』を提示する。ここでの販はん売ばいは違い法ほうではない。

「一つ１万Rbの、陽だまり亭特製弁当、十人前。締しめて10万Rbになるわけだが」

「ふざけんな。こんなもんが食えるか。『注文』はキャンセルだ」

　そう。昨日こいつらに要よう請せいした『協力』とはこいつのことだ。

　今日狩りに出る狩しゆ猟りようギルドのメンバーのために、陽だまり亭は特製弁当を街門までデリバリーしてきたのだ。

　陽だまり亭のような食堂は、店内での販売は許可されているが、今回のようなデリバリーは許可されてはいない。なので、昨日のうちにエステラに事情を説明してわざわざ一回限りの『売買許可証』を手に入れてもらったのだ。超ちよう特急でな。

　つまり、この弁当は陽だまり亭の正式な『商品』ということになる。デリバリー料金も含ふくめて、ちょ～っと割高になったその『商品』を、覆面の男たちは台無しにした。俺が親切に『こいつは商品なんだ』と教えてやったにもかかわらず、だ。

「犯人を見つけたら、きっちり『賠償』させなきゃいけないよな」

「ふん。茶番の好きなヤツだぜ」

　肩をすくめてやれやれと息を吐くウッセ。お前だって共犯だっつうの。

「じゃあ、あとは好きにやれや」

　それだけ言うと、ウッセは街門へと向かって歩き出した。

　期日に関して言げん及きゆうしなかったのは、今日でケリがつくと分かっているからだろう。

　牛飼いへの賠償は、この弁当の残骸がきっちりカタを付けてくれる。

「それじゃ、行くとするか」

　上手うまく言い逃のがれを画策してんだろうが、相手が悪かったな。

「食い物を粗末にする大バカ者どものせいで被った損害の賠償を取り立てにな」

　散らばった弁当を搔かき集めて、俺たちは四十二区へと引き返した。
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　食肉用の牛や乳牛を育てている牧場は、四十二区の南東に広がっていた。

「邪魔するぞ！」

　ガタイのいい男たちが牧草を運んでいる中へ、俺たちは踏み込んでいく。

　俺の隣となりにはジネットとエステラ。そして大きな荷物を持ったマグダが追従している。

「なんだ、テメェらは!?」

　よく日に焼けた額の広い男が、ケンカ腰ごしな口調で俺たちに話しかけてくる。こいつは確か、大通りで牛を逃がしたあの牛飼いだ。

「こちらが被った損失を賠償してもらいに来た。代表者を出してもらおうか」

「んだと、こら!?」

　その怒ど声せいを聞きつけて、あちらこちらからガタイのいい男どもが集まってくる。

　なんとも威い圧あつ的だな。まぁ、俺は気にしないけれど。

「有う耶や無む耶やにされては堪たまらんからな。きっちりと賠ばい償しよう請求をさせてもらうぜ」

　こちらが恫どう喝かつに揺ゆらがないと悟さとると、額の広い牛飼いは表情を一変させた。

「おい……牧場長を呼んでこい」

「へい」

　額の広い牛飼いに言われて、小太りの男が遠くに建つ建物へと駆かけていく。あれが事務所的なものなのだろう。

「お茶くらい出してもいいんだぞ？」

「ふざけんな！　誰だれがテメェらなんかに！　歓かん迎げいされてるとでも思ってんのか、こら？」

「そうイライラするなよ。ストレスは頭皮に悪いぞ、この日焼けデコっぱち」

「テメェっ！」

　デコっぱちの額に親指くらいに太い血管が浮うかび上がる。顔真っ赤だな。

　俺たちを取り囲む他ほかの牛飼い共も鼻息を荒あららげている。どいつもこいつも暑苦しい。

「さて、場も温まったところで、賠償の話に移ろうか」

「ふざけんな！　だいたい、証しよう拠こがあんのかよ!?」

「証拠？　…………なんのだ？」

　デコっぱちを見つめて問いかける。

　一いつ瞬しゆんで場の空気が変わった。潮が引いていくように空気が一瞬薄うすくなる。

　こいつらは一斉にこう思ったことだろう。「……しまった」とな。

「証拠ってのは、犯人が明らかになっていない容疑をかけられた時に使う言葉だよな？」

「…………」

　デコっぱちは完全に口をつぐみ、俺を睨みつける。失言の後は発言が怖こわくなるもんだ。

「お前ら、正体を隠して俺たちに何か損害でも与あたえたのか？」

　俺は一度も、『弁当の代金を賠償しろ』とは言っていない。もしこいつらがあの覆面の関係者でないのなら、真っ先に「大通りでジネットに怪我をさせたことへの賠償」であると考えるはずだ。だとすれば、あの時会話を交かわした俺に対し証拠も何もないだろう？

「教えてくれよ。『なんの賠償』に『どんな証拠』が必要なのかを」

　牛飼い共は揃そろって口を閉とざし、誰も言葉を発さない。

「沈ちん黙もくは、自供だと見て問題ないか？」

「そいつはちょっと強ごう引いんなんじゃねぇのか、若いの」

　俺が一歩踏み込んだところで、一人の男が俺たちの前へとやって来た。

　短いアゴ髭ひげを生やした老ろう齢れいの大男。白しら髪が交じりの短たん髪ぱつは綺き麗れいに切り揃えられ、顔に深く刻み込まれたシワが人生の深さを物語っているような、気難しい職人顔の老人。だが、肉体だけは年齢に反して衰おとろえておらず、腕うでも胸も筋肉がはち切れんばかりに膨ふくらんでいる。

「オレがここの牧場長、モーガン・オルソンだ。話ならオレが聞こう」

　年齢からくるものなのか、はたまたモーガン自身の度量によるものなのか、他の連中とは一味違ちがう堂々とした気き迫はくを、モーガンは全身に纏まとっていた。

「さっきウチのペペが言った『証拠』ってのはな、その姉ちゃんの怪け我ががウチの牛のせいだったっていう証拠のことだ」

　デコっぱちと俺の間に体を割り込ませ、そのデカい体で俺たちの視界をシャットアウトする。つか、あのデコっぱち、『ペペ』って名前なのか。変な名前。

「お言葉ですが、ミスターオルソン。あの日ボクたちは全員大通りにいて、あなたのところの牛が暴れ出したところを目もく撃げきしているんですよ」

　俺に代わって、エステラがモーガンに語りかける。ここは任せるか。

「だが、ウチの牛がぶつかったわけじゃねぇだろ？」

「その牛のせいでパニックになった住民たちが逃にげ惑まどい、ジネットちゃんはその人波にのまれて転てん倒とう、負傷したんです」

「その証拠がどこにあるのかって聞いてんだよ」

　なるほどなと、俺は思う。

　このモーガンとかいう男、相当な食わせ者で、面めん倒どうくさいタイプだ。

「大通りには、よく羽目を外すヤツがいるからなぁ。夜中になれば、酒を飲んで大声を上げたり走り回るヤツも出てくる。よくあることだ」

「ですが、ここの牛が暴れたのは昼間でしたよ」

「その日はたまたま昼から飲んでたヤツがいたんだろう。災難だったなぁ、『酔よっ払ぱらい』に巻き込まれて怪我を負っちまうなんてよぉ」

　モーガンの主張はこうだ。

　ジネットを巻き込んだ人の群れは、『本当に牛に驚おどろいて逃げ出した者たち』なのか？　『牛とは関係なく、酔って他人に迷めい惑わくをかける酔っ払いである可能性もある』だろうと。

「たまたま近くでウチの牛が暴れただけで、姉ちゃんの怪我とはなんの関係もないだろうに。賠償する理由なんざ欠片かけらもねぇよな」

「そんな屁へ理り屈くつがまかり通るとでも……！」

「なら連れてこいよ！　その姉ちゃんにぶつかって怪我をさせたヤツをよ！　牛に驚いて逃げ惑っていたって連中を、一人残らず、ここに！」

　エステラが眉まゆ根ねを寄せ歯は嚙がみをする。

　不可能な要求を突つきつけて、それ以外を認めないと言い張る。

　なるほど。確かにウッセの言っていた通り、嫌いやがらせには長たけた連中らしい。

「ウチがお前らに賠償することなんざ何もねぇよな？　分かったら帰れ。仕事の邪じや魔まだ」

　モーガンが大きな身み振ぶりで「出て行け」と促うながす。

　それを見て、俺たちを取り囲む大男たちが全員ニヤニヤといやらしい笑えみを浮かべる。

「ヤシロ……」

　エステラが申し訳なさそうに俺を見る。

　いいや、エステラ。上出来だ。お前はよくやってくれたよ。『俺の思おも惑わく通りに』な。

　ぐうの音も出ないほど見事に論破されてくれたおかげで、このモーガンとかいうオッサンは盛大に墓ぼ穴けつを掘ほった。いや、これから掘るのだ。いやいや、俺が掘らせてやるのさ。

「何言ってんだよ。まだ終わってねぇだろ。賠償の話が」

「なんだと？」

　モーガンがアゴ髭を撫なでて俺を睨みつける。

「話なら今しがた終わったじゃねぇかよ」

「エステラとの話はな。だが、俺の話はまだ一つも終わってねぇだろ？」

　相手を言い負かしたいと思った時。一つ論破された後に「じゃあ今度はこの話だ！」と続けて議題を出すのは得策ではない。

　一度砂が付いた後、再度違う土俵に上がるのは誰の目から見ても「負け犬の悪あがき」にしか見えないからだ。討論ってのは、場の空気を制した者が勝つ。

　最初から負けの空気を背負っていては、相手を言い負かすことは出来ないのだ。

　なので、俺はエステラに『論破され係』を任せたのだ。先に一度、こいつらに悪あがきをさせたかったからな。エステラ、お疲つかれ。ナイスな負けっぷりだったぞ。

　ってとこで、真打ち登場だ。

「ウチの商品を客に渡わたす直前で滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれたテメェらに、損害賠償を求めるのは当然だと思うがな？　なぁ、謎なぞの覆ふく面めん集団ども」

　俺は領主から受け取った『売買許可証』をモーガンに見せつける。

　こいつは正当な商売であり、それをぶち壊こわしにされたのだという証明だ。

「それをオレらがやったって証拠はあるのか？」

「なら、『オレたち牛飼いは、その事件に一いつ切さい関かかわっていない』と断言してくれるか？」

　そうすれば、『精せい霊れいの審しん判ぱん』で判断がつく。

「テメェの頼たのみを聞いてやる道理がねぇな。何かの罠わなかもしれねぇもんに、ほいほい乗っかれるかよ」

　そう。こいつらは「証拠はあるのか」とぼやかした表現で「オレたちは犯人ではない」という明言を避さけ続けているのだ。

　そして、自身の正当性をアピールするために、二言目にはこう言う……

「証拠があるなら出してみろよ。オレたちがテメェの商品をダメにしたって証拠をな！」

　特に、同じ手法で一度こちらに勝利しているならなおのこと、自信満々でそう言ってくれると確信していたよ。

「証拠を出せれば、即そく座ざに賠償してくれるってんだな？」

　ここで引くことは出来まい？

　証拠など何も残していない。言い逃れする方法はいくらでもある。

　限りなくグレーであっても、明確に黒でなければ追い詰つめられることはない。

　そんな嫌がらせをやり続けていたお前らなら、この程度の脅おどしで尻しりごみはしないよな？

「あぁ、いいぜ。明確な証拠が出せるってんならな！」

　ふふ。墓穴が一つ掘れちまったな。

「じゃあ、そこにいる牛飼い共。全員『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出せ」

「おいおい、若いの。まさか、これだけの人数の『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を一人一人調べていこうってんじゃないだろうな？」

　モーガンの口に笑みが浮かぶ。言い逃のがれを見つけたって顔だな。

「調べさせてもらうつもりだが？　検けん索さくすれば一発だろ？」

「ヤシロ。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』は精霊神様が噓うそを裁く際に用いるためのものであって、他人が簡単に見せてもらえるものじゃない。特に、こういう場面では協力を請こう姿勢がないと、まず無理だ」

　エステラが口早にそんな説明をくれる。

「たとえ有力者であっても強制的に開示させることは出来ないし、そんなことをすれば罪に問われる」

　まぁそりゃそうか。『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』にはこれまでの全会話が記録されているわけで、いわばプライバシーの宝庫だからな。

「じゃあ、お願いすればいいんだろ？　早期解決のために頼むよ、モーガン。こっちも、統とう括かつ裁判所まで引っ張り出したくはないんでな」

　ぐだぐだ抜ぬかせば出るとこ出るぞ。そんな脅しを滲にじませてモーガンに告げる。

「オレたちは暇ひまじゃねぇんだよ！　仮に見せたとして、どれだけ時間がかかるんだよ？　十分以内に証拠が出せるってんなら話は別だが、そうでないなら今すぐ帰れ！」

　おぉ。二つ目の墓穴を掘りやがった。

「十分もくれるのか？」

「…………あん？」

「随ずい分ぶんと協力的じゃねぇか。やっぱ、組織の長ともなると器うつわがデカいな」

　ぽんぽんと、モーガンの肩かたを叩たたき、肩に手を置いたまま他の牛飼い共に指示を出す。

「お前らの長が協力するっつってんだ。ぐずぐずしてねぇで全員『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出して画面をこっちに向けろ」

　牛飼い共の視線がモーガンへと集中する。

　自分で『十分で出来るなら話は別だ』といった手前、引き下がることなど出来まい。

「……チッ。テメェら、言う通りにしてやれ」

「もうさっさと帰ってほしい」みたいな顔で、モーガンが指示を出す。

　牧場長からの指示に、牛飼い全員が自分の前に『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出した。画面はこちらに向けてある。……あと、七分くらいか。

「それじゃ、検索をかけさせてもらうぜ」

「なぁ、若いの。まさかとは思うが、その犯人が口にした言葉を検索させて、該がい当とう者しやがいたら犯人扱あつかいするつもりじゃねぇだろうな？」

「だとしたらなんだよ？」

「言葉なんざ毎日、毎時間、毎秒、腐くさるほど口にしてんだ！　見ての通りオレたちみてぇな職業の人間は少々口が悪い。だがな、汚きたねぇ言葉を使っていたからといって、犯人扱いされちゃあ堪たまらねぇんだよ！　それとも何か？　その犯人が特とく徴ちよう的な、他の誰だれもが、生まれてこの方たったの一度も口にしたこともないような、被かぶりようがない独創的な言葉でも吐はいたってのか？　そうでないなら、時間の無む駄だだ。俺たちはこれ以上の協力は出来ねぇ」

　なるほど。それで覆面たちは頑かたくなに沈黙していたのか。

　唯ゆい一いつしゃべった言葉と言えば、『ふははははっ！　ざまぁみやがれ！』のみだ。確かに、どこかで誰かがたまたま口にしていてもおかしくない言葉だな。

　だが、そんなんじゃ言い逃れは出来ねぇ。相手が、俺の場合はな。

「どうした、モーガン？　随ずい分ぶん焦あせってるように見えるが……言い逃れする自信がなくなったか？」

　ざりっと、モーガンがアゴ髭を摑つかみ音を鳴らす。

　目元のシワを深くして、俺を射殺さんばかりに睨にらみつける。

　……あと、三分。

「俺が検索するのはたったの一言だ。それくらい、構わねぇだろ？　なぁ？」

「……よぉし、分かった。いいだろう。たった一言だけ検索をかけさせてやる。ただし、それがテメェのでっち上げだったり、無む理り矢や理りなこじつけだったりした場合は…………覚かく悟ごは出来てんだろうな、えぇ、若いの？」

　相手の出方が分からなくなった途と端たんに恫どう喝かつ。

　一いつ般ぱん人にとってはこの上もなく厄やつ介かいな連中だな。組織立って事実を隠いん蔽ぺいし、話題を逸そらし、言い逃れを重ねて、ねちねちと嫌がらせを続ける。

　だが、詐さ欺ぎ師しにそれは通用しねぇ。なぜなら──

「あぁ、好きにしろよ」

　──お前が必死にもがいて並べ立てた言い逃れな。それ、全部俺に言わされたんだぜ？

「じゃあ今からたったの一言だけ検索するから、準備をしてくれ」

『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』は、「検索」と唱えてから画面に向かって言葉を発すれば検索結果が表示される。該当がなければ、画面は赤色に染まる。

　つまり、画面が赤く染まらなかったヤツらが、あの謎の覆面集団だってことだ。

　残り一分。

　俺は、こちらに向いている牛飼い共の『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に向かって検索ワードを発した。




「検索。『出る乳は揉もまれる』！」




　瞬しゆん間かん、牧場に赤い光が満ちる。

　そして……結果は顕けん著ちよに表れた。

　赤く染まる牛飼いたちの『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』。だが、その中に六人だけ、画面が赤く染まらなかった者たちがいた。

　そいつらの『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を覗のぞき込んでみると、はっきりと『出る乳は揉まれる』という言葉が記されていた。──あの時に俺が発した言葉が。

「詰めが甘かったな。知っての通り、『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』は自分だけじゃなく、相手の会話も記録されるんだよ。俺が発したその言葉が『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に記録されているってことは……あの時その場にいたって証しよう拠こだよな」

　だからこそ、他に人がおらず、襲おそいやすいであろう人ひと気けのない小道を通ったのだ。「偶ぐう然ぜん通りかかっただけだ」なんて言い逃れをさせないためにな。

「さぁ、教えてもらおうか。あの時、あの場所にいなかったというのであれば、いつ、どこで、誰に、どんな状じよう況きようで、『出る乳は揉まれる』なんて言葉を言われたのかをなっ！」

　該当する牛飼いを指さし、名めい探たん偵ていよろしく『ババーン！』と言ってのける。ここが海の見える崖がけの上じゃないことが悔くやまれるくらいにバッチリ決まった。

「……くっ。なんで、こんなふざけたことで……っ！」

　牛飼いたちの間に、なんとも言い表せない微び妙みような空気が漂ただよっていく。

「ヤシロ……」

　ぽんっと肩を叩かれる。振ふり向けばエステラ。

　それはそれは、絵に描かいたような『苦虫嚙かみ潰つぶしフェイス』をさらしていた。

「ボクの『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』に『出る乳は揉まれる』なんて言葉が記録された精神的苦痛に対して損害賠ばい償しようをしてほしいんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶ！　お前の乳が出ることはないから！」

「よし、告こく訴そする！　法ほう廷ていで会おうじゃないかっ！」

　なんだよ。誰のおかげで牛飼い共の悪事を暴あばくことが出来たと思ってんだよ。

「とにかく、証拠は提示したんだ。今日中に賠償してくれるよな？」

　それは、モーガン自身が自分で言ったことだ。拒きよ否ひすればカエル。それくらいは分かっていると、思いたいのだが……モーガンはどうあっても悪あがきをするつもりらしい。

「だ、だけどよっ！　たかが保存食に１万Rbってのはいくらなんでもぼったくり過ぎなんじゃねぇのか!?」

「保存食じゃない。弁当だ」

「似たようなもんだろう!?　一食１万Rbなんざ、どう考えてもあり得ねぇ！　そんな不当な金、払はらう必要はねぇ！　オレは、適正価格以上の金は払わねぇぞ！」

　適正価格……ね。

「領主の売買許可証を申しん請せいし、わざわざ四十一区にまで届けたんだぞ？　当然その分の料金も加算される。１万Rbで高過ぎるってことはねぇよ」

「それを言うなら、オレたちの牛だって輸送中だったんだぜ!?　その分の金を上乗せしてもいいってのかよ!?」

　次から次へと後出しをしてきやがる。

　あんまり無む闇やみに逃にげ回ると……袋ふくろ小こう路じに追い込まれちまうぞ？

「つまり、弁当と牛。それぞれの純じゆん粋すいな価値で賠償額を算出するべきだってのか？」

「そうだ！　テメェんとこの弁当なんざ、精々一食１００Rbがいいとこだろうが！」

　周りの牛飼い共からも「そうだそうだ！」と声が上がる。

　だが、残念だったな。あの弁当はそこまで安くねぇんだよ。

「あの弁当は、弁当単体で見ても一つ３０００Rbは取れる代しろ物ものだ。特別な肉がふんだんに使われていたんでな」

『特別な肉』と言いながら、俺はマグダの肩を抱だき、引き寄せる。

　モーガンの目が、マグダの小さな体を捉とらえ、大きく見開かれる。

「……そいつは狩しゆ猟りようギルドの…………そうか、魔ま獣じゆうの肉を使ったのかっ」

　魔獣の肉は高級品だ。それがふんだんに使われた弁当があれば、それはそれは高価な物になるだろう。

「また……魔獣の肉か……っ！」

　モーガンが奥歯をがりがりと鳴らす。相当に恨うらみつらみが溜たまっているって顔だ。

「あいつらはいつもオレたちの邪じや魔まをしやがるっ！　市し場じようを荒あらし、顧こ客きやくを奪うばって……あいつらのせいでオレたちの牛肉は売れねぇんだ！　全部あいつらが悪いんだ！」

　とんだ八つ当たりだ。見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい。

「牛肉が売れないのは、お前らの努力が足りないからだよ」

「知った風な口を利きくなっ！　オレたちは限界まで努力をしている！　牛の飼育環かん境きようを改善して、出来ることならなんだってやった！　努力が足りないなんてわけがあるか！」

「なら、言い方を変えよう。お前らは、『努力の方向性が絶望的に間違っている』」

「なん……だと？」

　牛の飼育環境？　限界まで努力？　はんっ！　笑わせんな。

　テメェらが嬉き々きとして時間を割さいているのは、他人の足を引っ張ることにだろうが。

「俺は、この街に来てまだ間もない新参者だが……お前らなんかよりはるかに美味うまい牛肉を提供出来るぜ。それこそ……魔獣の肉に勝まさるとも劣おとらない美味い牛肉をな」

　それも、お前ら牛飼いとはまるで違うやり方でな。

「そんなことがあり得るか！　デタラメ抜ぬかすとカエルにしちまうぞ!?」

「噓うそじゃねぇさ」

「魔獣の肉と牛肉じゃあなぁ、素材からして雲うん泥でいの差があるんだよ！　覆くつがえせねぇほどの、絶望的な差がな！　……えぇい、くそっ！　なに言わせやがんだ、くそったれ！」

　自分の発言に腹を立て、その責任を俺に押しつけてくる。まるでデカいクソガキだな。

　牛のように鼻息を荒あららげるモーガンに、俺は挑ちよう発はつ的な笑えみを向ける。

「なら……賭かけをしないか？」

「賭け、だと？」

「そうだ。それも、お前にとってはとても簡単な、な」

　さぁ、来い。頭に血が上ったお前なら、俺のこの態度が許せないはずだ。そして、まんまと食いついてくるはずだ。逃げるなんて、出来ないはずだ。

「面おも白しれぇじゃねぇか！　受けて立ってやるぜ！」

　ほらな。他人の足を引っ張ることに躍やつ起きになるヤツは、人一倍プライドが高いものなのだ。こんな挑発、耐たえられるわけがない。

　俺はこうなることを確信していた。だから、事前に準備もしっかりしておいたのだ。

「お前はさっき、『魔獣の肉と牛肉の間には雲泥の差がある』と言い、俺が『魔獣の肉に勝るとも劣らない美味い牛肉を提供出来る』という言葉を否定した」

「おう！　それがなんだ！　デタラメをデタラメと言って何が悪い!?」

「なら、見つけ出してくれよ──」

　俺は、隣となりに立たせていたマグダの背中をぽんと叩たたく。

　合図を受けて、マグダが肩かたに掛かけていた大きな荷物の中から弁当箱を取り出す。

「こいつの中には、お前らがダメにした弁当に使用していた『特別な肉』が入っている」

　蓋ふたを開けると、弁当箱の中には、三つの肉が並んでいた。

「──この中から、牛肉を選び出し『不味まずい』と言ってくれ」

「なんだと!?」

「牛肉は、魔獣の肉とは比べ物にならないほど味が落ちるんだろ？　なら簡単じゃねぇか。単純に不味いヤツを選べばいいんだよ。そいつが牛肉だ」

「……テメェッ」

　自分で言ったこととはいえ、自分たちが作っている牛肉を『不味い』と言えなんてのは相当腹が立つだろうな。モーガンが凶きよう悪あく犯罪者みたいな顔つきに変化していく。

「俺は牛肉を魔獣の肉に負けないくらい美味いと思ってるんだ。それを否定したんだから、このルールが適当だろう？」

「……チッ！」

　大きな舌打ちを一つ鳴らして、モーガンは弁当箱の中の肉たちを睨む。

「見事牛肉を『不味い』と言えたら、弁当の賠償額を１０００Rbにしてやるよ」

　一つ１００Rbだと、モーガンが言っていたので、それが十個で１０００Rbだ。

「で、テメェが勝ったら10万Rbってわけか？」

「そんなわけないだろう？　弁当代10万Rbの賠償は、現在俺たちが得ている正当な権利だ。それが勝利の報ほう酬しゆうじゃまったく釣つり合わねぇよ」

「なら、テメェらが勝ったらどうしたいってんだよ？」

　面めん倒どうくさそうに言うモーガン。こいつは自分の立場ってもんを理解していないようだ。

　……思い知らせてやるぜ、今テメェがいるポジションをな。

「俺が勝ったら──今ここにいる中の誰だれかを差し出せ」

　ざわり……と、風が鳴る。

　牧場の空気が一いつ瞬しゆんで重くなる。

「誰でもいいが、年寄りよりかは、若くて活いきのいいヤツがいいな」

　うっすらと口元に笑みを浮うかべて、そこに集まっている牛飼い共を一いち瞥べつする。

「この場で八つ裂ざきにしてやるからよ……」

　親指で首を搔かき切る動作をしてみせる。

　牛飼い共の表情が明らかに強こわ張ばり、分かりやすく青ざめる者も出ていた。

「……なんの、冗じよう談だんだ？」

　モーガンが引き攣つる顔で言う。

「冗談？　……何言ってんだ？　大おお真面目まじめに決まってんだろ？」

　薄うすら笑いを消し、完全な無表情で誰を見るでもなく全体を見つめて、言葉をこいつらの心臓にめり込ませていく。

「お前ら……まさか、忘れてねぇよな？　自分が何をしたのか……」

　引き攣るような音が、誰かの喉のどから漏もれる。

　図ずう体たいのデカい牛飼いが一いつ斉せいに一歩身を引いた。そのせいで、くぐもったような地じ響ひびきがほんの一瞬辺りに響ひびき、不気味な残ざん響きようとなって空気中に霧む散さんしていく。

「…………まさか、俺がお前らを許したとでも………………勘かん違ちがいしているのか？」

「……くっ」
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　近きん距きよ離りでモーガンを睥へい睨げいする。

　深くシワの刻み込まれた額から大量の汗あせが噴ふき出している。

「仲間の命を救いたいなら、お前が犠ぎ牲せいになってもいいんだぞ、モーガン」

　薄く口を開け、何かを言おうとしたモーガンだったが、結局言葉は出て来ず、眉み間けんにシワを寄せて顔を逸そらしやがった。地面を睨にらみつけても、何も解決しないだろうに。

「……ヤシ……」

　何かを言いかけたジネットを、エステラが無言で止める。

　そうだ。お前らは黙だまって見ていろ。入ってくるな。

「……や、八つ裂きってのは……さすがに冗だ……」

「安心しろ…………首だけなら返してやるからよ」

「──っ!?」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべようとして失敗したモーガン。顔面が盛大に引き攣っている。

「なに。心配すんなよ。勝てばいいんだよ、この賭けに」

　モーガンは既すでに『受けて立つ』と言ってしまっている。もう後あと戻もどりは出来ない。

「その中から牛肉を選び、『不味い』と言えばいいんだ。簡単だろう？」

　ごくりと、モーガンの喉が音を鳴らす。

　耳に痛いほどの静せい寂じやく。張り詰つめた空気。心なしか酸素が薄くなったような気さえする。

　モーガンの心音が聞こえてきそうなほどの緊きん張ちよう感かん。そしてそれは、周りを取り囲む牛飼いたちも同じで……極限まで張り詰めた緊張感が一人の牛飼いを壊こわした。

「ぅ…………ぅわあぁぁぁあああああっ！」

　モーガンが負ければ、自分が殺されるかもしれないという恐きよう怖ふに堪たえ兼かねた一人の牛飼いが、突とつ然ぜん暴走し始めやがった。

「どうせ殺やられるなら、その前に……っ！」

　大きな鉈なたを振ふり上げて俺に襲おそいかかろうとした牛飼いは、しかし、俺に到とう達たつする前にその歩みを止めざるを得なかった。

「刃は物ものを持ち出されちゃうと、ボクも見過ごすわけにはいかなくなるよ」

　エステラが、牛飼いの喉にナイフを突つきつけ氷のような眼まな差ざしで睨みつけていた。

　それはまさに、一瞬の出来事だった。

　視界の隅すみから飛び出したかと思うと、あっという間に牛飼いに接近して動きを制してしまった。息も切らさず、無む駄だのない動きで。とても華か麗れいに。

　武術のことなどさっぱり分からんが、エステラのあの身のこなしとナイフ捌さばきは素人しろうとが一いつ朝ちよう一いつ夕せきで真ま似ね出来るものではないことは確かだ。

　あいつ、いよいよもって何者なんだ？　頭がキレておまけに武術の達人とは。

「武器を下ろしてくれないかい？　ボクは、あまり血を好むタイプではないんだ」

　エステラの静かな脅おどしが功を奏し、牛飼いは振り上げた鉈をゆっくりと下ろした。

　完全制圧だな。これで、他ほかの牛飼いも下手へたな手出しが出来なくなった。

　牛飼いが輪の中へ戻もどるのと同時に、エステラが俺にも言葉を向けてくる。

「ヤシロ、君も君だよ。イタズラに敵てき愾がい心しんを煽あおるような発言は慎つつしむべきだ」

　俺の真意を探さぐろうとでもするような真しん剣けんな瞳ひとみが、俺の顔を凝ぎよう視ししている。

　ふん……ワザとやってんだっつうの。

　エステラへの返事は小さく手を振ることで済ませ、俺は再びモーガンへと視線を移す。

　手札をなくしたモーガンに残されている勝利条件は、賭けに勝つ、それだけだ。

「食ってみたらどうだ？」

　短い言葉で促うながすと、モーガンは恐おそる恐る、右みぎ端はしの肉を指で摘つまみ、そっと口に入れた。

「う…………美う味めぇ……」

　くっちゃくっちゃと咀そ嚼しやくして、豪ごう快かいに飲み込む。

　美味い肉を食った直後とは思えない険しい表情をさらし、次いで真ん中の肉を摘まむ。

「…………くそっ。こっちも美味ぇ。さっきより柔やわらかくて、ジューシーだ」

「もっと味わって食えよ、もったいない」

「うるせぇ！　……こ、こっちは、仲間の命がかかってんだよ！」

　瞳どう孔こうが開ききった、鬼おにのような形相で吠ほえる。

「……だが、この二つは魔ま獣じゆうの肉に違いねぇ……牛肉はもっと硬かたくて、臭くさみがあるんだ。…………ってことは」

　そう言って、最後の肉を指で摘まみ口へと運ぶ。……咀嚼。

「なっ!?」

　そして驚きよう愕がく。

「おい、テメェ!?　本当にこの中に牛肉が入ってるのかよ!?」

「もちろん、入ってるぜ。なんなら、『精せい霊れいの審しん判ぱん』をかけてみるか？」

　両りよう腕うでを広げ、余よ裕ゆうたっぷりに言ってやる。

「くっ……じゃあ、どういうことなんだよ、こりゃあっ」

　ガシガシと頭を搔きむしる。反対の手では忙せわしなくアゴ髭ひげを撫なでる。

　相当焦あせっているようだ。

「一か八ばちか……いや、それはリスクが高過ぎる……だが、これはどう考えても…………」

「もうそろそろいいか？」

「ま、待て！　まだ考えて……っ！」

「残り十秒……九…………八…………七……」

「くっ！　テメェ！」

「……五…………四……」

　血走った目が俺を睨み、そんな場合じゃないとすぐさま肉を睨み、そして……

「……二…………一………………」

「だぁぁあ、クソッ！　ここにあるのは全部魔獣の肉だ！　テメェは『精霊の審判』を『かけてみるか？』と言っただけで、噓うそじゃねぇとは言ってねぇ！　つまり、こいつはテメェが仕組んだ大ペテンだってことだ！　どうだ、違うか!?」

　精せい一いつ杯ぱい頭をひねって出した答えがそれか……つまり、『全部美味うまかった』ってことだな。

「モーガン」

　その場にいる全員の視線が俺へと集まっている。

　奇き妙みような静寂の中、俺ははっきりと宣言する。

「この勝負、俺の勝ちだ」

　その途と端たん、モーガンが膝ひざから崩くずれ落ち、地面に四し肢しをつく。

　モーガンの敗因は二つ。

　俺の誘ゆう導どうにまんまと乗って、『不味まずい物＝牛肉』という思考から抜ぬけ出せなくなっていたこと。全部が美味かったせいで、『この中に牛肉はない』と信じ込んでしまったのだ。

　そしてもう一つ。

『残り十秒』なんて言葉を真に受けて律りち儀ぎに守ってしまったことだ。こんなもん、俺が勝手に言い出したことで、『うるさい黙れ』と無視すればよかったのによ。

　モーガンが失敗を二つも犯おかしてしまったのにはワケがある。

　恐怖による精神的圧あつ迫ぱく──俺を恐れて正常な判断が出来なくなってしまっていたのだ。

『負ければ誰だれかが殺される』という状じよう況きようが、冷静な判断力を奪うばった。

「じゃあ、答え合わせだ。ジネット。どれが牛肉だったのかを、こいつらに教えてやれ」

「は、はい……」

　弁当を作ったジネットは、当然答えを知っている。

　そのせいか、まるで共犯者かのような、申し訳なさでいっぱいの表情をしている。

　気にすんな、ジネット。お前は悪くない。俺に言われたことをやっただけだからな。

「えっと……」

　言い淀よどむジネットに、モーガンの方から言葉をかける。

「どいつが牛肉だったんだ。教えてくれ」

「その…………全部、です」

　牛飼い共が言葉を失う。

「右の牛肉は牛乳に浸つけ込み、筋を切って叩たたいたものになります。真ん中のはビールに一晩浸け込んで、こちらも筋を切り叩いたものです」

　ジネットの説明を、理解してるんだかしてないんだか分からん顔で聞き入るモーガン。

「そして最後のお肉は、筋を切り叩いた後、フォークで全体に無数の穴をあけ、そこに牛ぎゆう脂しをすり込んで、焼く一時間前からすりおろした玉ねぎに浸け込んだものになります」

　牛乳、ビール、すりおろし玉ねぎは、それぞれ牛肉の繊せん維いを柔らかくし、臭みを取ってくれる効果がある。そして、脂し肪ぼう交雑──『サシ』と呼ばれる赤身に含ふくまれる脂あぶらが少ない肉に後から脂身を追加してやるのも、肉の味を引き立たせる定番の技わざだ。食肉偽ぎ装そうなんかでしょっちゅう行われている、詐さ欺ぎ師し御ご用よう達たしの手法だな。

「ちょっと待てよ、コラ……」

　モーガンがゆらりと立ち上がり、鬼き神しんのような顔で俺に詰め寄ってくる。

「全部牛肉だなんて聞いてねぇぞ!?　詐欺じゃねぇか、こんなもん！」

「何言ってんだよ。『この中に魔獣の肉が入ってる』なんて、一言も言ってねぇだろうが。それに、『全部魔獣の肉』って答えを出しておいて、なんで逆は無しなんだよ？」

「『この中から牛肉を選べ』って、テメェ言ってたろうが！」

「だから、どれを選んでも勝てたのに。惜おしいことしたな」

「あんな聞かれ方したら、他は魔獣の肉だと思うだろうが、普ふ通つう!?」

「俺が普通の、善良な市民に見えるか？」

「くっ……」

　言葉に詰まるなよ、失礼なヤツだな。

　まともに掛かかってくる相手じゃないと思いながら、警けい戒かいを怠おこたったのはお前だ。

「それじゃあ、約束通り…………『犠ぎ牲せい者しや』を選ばせてもらおうかな」

「ま、待て！」

　モーガンが俺の前に跪ひざまずき、土下座をする。

「こいつらは大切な仲間なんだ！　頼たのむからやめてくれ！　なんでもするからっ！」

　そんなモーガンを無視して、ターゲットを指さす。

「あいつにしよう」

　モーガンが、牛飼いたちが、そしてジネットやエステラ、マグダが一いつ斉せいに俺の指さした先へと視線を向ける。

　そこにいたのは──

「モォォォオー」

　──生後二年未満くらいの、牛だった。

「あいつを八つ裂ざきにして、食肉としてもらってやろう。首はいらんからこっちで処分してくれ」

「…………………………ん、だよっ、それよぉ……っ！」

　モーガンが土の上にへたり込む。

　他の牛飼いたちもその場にへなへなと腰こしを落としていった。

「大おお袈げ裟さな連中だな。誰も『犠牲者は人間だ』なんて言ってねぇだろうに」

「表現方法に悪意しか感じられないんだよ、君は」

　エステラが俺に苦言を呈ていしてくるが……いいじゃねぇか、これくらい。

　だってよ、ジネットもマグダも「反省してくださるなら、それでいいです」「……罪を問う必要はない。あれはマグダの油断」とか言って牛飼いをさっさと許しちまうからよぉ。なんか、俺だけがモヤモヤして…………いじめちゃるって、決めてたんだよな。

　……とはいえ。さっき、なんかいい言葉を聞いちゃった気がするんだよなぁ。

「えっと、なんだっけ、モーガン？　『なんでもする』だっけ？」

「うっ!?」

　モーガンの全身から、これまでの比ではない大量の汗あせが噴ふき出してくる。

「今度こそ、反ほ故ごにはしないよな？」

「く…………っ」

　地べたに這はいつくばるモーガンを見下ろす。いや、見下す。

　こいつもそろそろ気が付く頃ころだろう。

『こいつ相手では、ごねればごねるほど立場が悪くなる』ってことに。

「お前の言う通り、あの牛を見み逃のがしてやるよ。大切な仲間なんだろ？」

「いや、それは、まさか牛のことだとは思ってなかっ……」

「で、俺の要求なんだが」

「…………」

　もはや、モーガンは何も口にしなかった。

　負けを認めたのだろう。

　そして、固かた唾ずをのんで待ち構える。この後にもたらされるであろう無理難題を。

「俺の要求は…………今後、継けい続ぞく的にゴミ回収ギルドに肉を卸おろしてくれ」

「………………は？」

　モーガンがコモンマーモセットみたいなまんまるな目で俺を見上げる。

「そ、そんなことで、いいのか？」

「おう。一頭を無料でもらうより、そっちの方がお得だからな」

　陽ひだまり亭ていでは牛肉を使うのだ。食材の安定供給は是ぜが非ひでも確保したい案件だ。

「まぁ、いろいろあったが、今後はいい関係で付き合っていこうぜ」

「若いの…………あんた」

『テメェ』が『あんた』に変わった。モーガンの中で、俺の評価が変わったのだろう。

　極限の緊きん張ちようと、そこからの解放。人は苦痛や緊張から解放してくれる人に好感を抱いだきやすいものだ。これで今後、変な嫌いやがらせをされることもなくなるはずだ。

「んじゃ、改めて聞くがマグダの食った牛の賠ばい償しようは」

「こっちがダメにした弁当の賠償で相そう殺さいってことで構わねぇ。いや、そうしてくれ」

　モーガンが頭を下げる。うんうん。素す直なおになるのはいいことだぞ。

　なにせ、素直な人間は俺たち詐欺師のいいカモになるからな。

「これで、一件落着だな」

「はい。みなさんが幸せになれる、素晴らしい結末だと思います」

　感かん極きわまって瞳ひとみをうるうるさせているジネット。今回はこいつもいろいろ心労があったのだろう。主に、俺のせいで。ま、利益のためだ。あんま気にすんな。

　そんな時、俺の服の裾すそがギュッと摑つかまれる。

　振ふり返ると、無表情な瞳がジッと俺を見上げていた。

「……まだ」

　平へい坦たんな声で、マグダが言う。

「……ヤシロは『マグダに狩かりをさせ、負ふ債さいを期限内に完済する』と約束している」

「だが、その負債は今チャラになったんだ。気にする必要は……」

「……ダメ」

　抑よく揚ようのない声。けれど、その声は力強く、反論を許さない迫はく力りよくがあった。

「……マグダは『狩りで利益を出して負債を完済する』という約束を狩しゆ猟りようギルドと交かわしている。守れなかった場合は……クビ」

　今となっては、狩りが出来るようになったマグダをウッセがクビにするとは思えない状況なのだが……

「……マグダを必要と言ってくれたヤシロと店長に報むくいる力を失いたくない」

　それは、切実な願いのように聞こえて──

「……お願い。マグダを、無能にしないで」

　──柄がらにもなく、押し切られてしまった。

「…………なぁ、エステラ。残りの返済額っていくらだっけ？」

「ヤシロ……。ふふっ」

　俯うつむき、肩かたを震ふるわせるエステラ。

　睨にらんでやると、肩をすくめて舌を覗のぞかせやがった。いいからさっさと計算しろ。

　エステラは懐ふところからメモを取り出し、暗算を始める。こういう時のために、毎回の査定額を伝えておいたのだ。

「残りは４万３０００Rbだね。あと半分ってところか……厳しい状況だよ」

　さて、どうする？　時間はあと一日しかないぞ。

「……ボナコン」

　不意に、マグダが聞き覚えのある魔ま獣じゆうの名を口にする。

　確か、森で会った狩かりゆう人どに瀕ひん死しの重傷を負わせた凶きよう暴ぼうな魔獣の名がボナコンだったはずだ。

「……ボナコンを狩れば５万Rbは堅かたい」

「けど、狩れるのか？」

　根本的な質問だ。

　いくら価値があろうが、無む謀ぼうであるならば別の手段を取った方がいい。時間がないのだ。「やっぱダメでした」では済まされない。

　ジッと俺を見つめるマグダ。その瞳は虚うつろだが、尻尾しつぽが激しく左右に揺ゆれていた。

　ブンブンと、リズミカルに揺れ動く尻尾。これは確か、ネコが闘とう争そう本能に火がついている時に見せる反応だったはずだ。やる気は十分ってことか。なら……

「狩れるな？」

「……狩るっ」

　短い言葉の中に確かな決意を滲にじませて、マグダは断言した。

　確か、狩猟ギルドとの約束には『俺がサポートして』って文言も入っていたっけなぁ。

「しょうがねぇな……」

　マグダの言う通り、この俺が、どんな些さ細さいなことであっても他人に弱みを握にぎられるなんてこと、あっちゃいけねぇからな。

「俺がサポートしてやる。絶対に捕つかまえるぞ、ボナコンを」

　まったく。この街の連中は純じゆん粋すいな頑がん固こ者ものばかりで世話が焼ける。まぁ、そういう人種は詐欺師にとっての上客になり得うるからな。懇こん意いにしておいてやるさ。

「わたしも、全力でお手伝いさせてもらいますっ！」

「ボクも、力を貸すよ」

　感化されやすいジネットとエステラが、使命感に燃える瞳で意気込んでいる。

　場の空気に当てられて、テンションが上がっているのだろう。

「それじゃあ、ジネットは弁当を用意してくれ。大物を仕留めるから大盛りでな」

「はい！」

「それから、エステラ」

「ボクは何をすればいいんだい？」

「入門税よろしくっ！」

「君ねぇ…………はぁ。分かったよ。許可証とセットで引き受けた」

　これで、明日あした狩りに出られる。

　あと一日で、なんとしてでもボナコンを仕留めるんだ。

「お、おい。若いの！」

　モーガンが心持ち申し訳なさそうな顔をしている。まぁ、俺らが今苦労を強しいられるのはそもそもこいつらが発ほつ端たんなわけで、精々反省して心を砕くだいてもらいたいものだな。

「ボナコンを狩るなら、ウチの牛を一頭持っていきな」

「牛を？」

「あぁ。ボナコンってのは、大昔から牛飼いに恐おそれられている魔獣でな……ヤツらは、生きた牛を食くらうんだよ。おびき寄せるエサにはもってこいだと思うぞ」

　生きた牛を食らう魔獣だと？

　……俺たちは、どんなバケモノを相手にしようとしてんだ。

「牛一頭で10万Rb！　……お前らの弁当代と相殺ってことにしといてくれや」

　マグダが狩りで牛飼いへの賠償をすることになれば、牛飼い共が俺たちにするべき弁当の賠償が残ってしまう。

　牛一頭を差し出して今回の狩りに協力することでそれを帳消しに、か。まぁ、悪くない提案だろう。

「いいだろう。明日、四十一区の街門まで牛を運んでおいてくれ」

「任せておけ！　あぁ、それから。もし万が一、牛が生き残った場合、入門税はオレたちが負担してやるから連れて帰ってきてくれよな」

　牛を街に入れるには税がかかる。面めん倒どうくさい街だ。

「よし！　それじゃあ、明日の早朝から狩りに出るぞ！　獲え物ものはボナコン一択たくだ！」

「「おぉー！」」

　気勢を上げ、俺たちは早々に解散、明日に備えることにした。
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　外の森に入るのは、いつも緊張する。すぐそこに魔獣が潜ひそんでいるかもしれないからな。

「動きが止まったね。ボクたちもこの辺りに待機しよう」

　牛飼いから譲ゆずり受けた牛を外の森へと放し、距きよ離りをあけて後を追ってきた俺たちは、なるべく風上に立たないように気を付けて森の中で息を潜めていた。

「マグダさん。何か感じますか？」

「……まだ、そばにはいない模様」

　耳をピンと立てて辺りの気配を探さぐるマグダ。

　尻尾の先がそっと俺に触ふれる。そして、ぴしぴしと軽く叩たたかれる。なんだよ。

「マグダさん。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ジネットがそっとマグダの手に触れる。マサカリを構えるマグダの右手に自身の手を添そえて軽く握る。

「もう、マグダさんは一人ではないんですから。頼たよりないかもしれませんが、そばにいることだけなら、出来ますから」

　マグダの尻尾の振れが止まった。

「すみません、根こん拠きよのないことを言ってしまって」

　少し恥はずかしそうに舌を覗かせて、肩をすくめる。そんなジネットの顔を、マグダがジッと見つめる。何かを問いたげな瞳で。

「あ、いえ。以前ネコ人族の方が、尻尾が細かく震えているのは落ち着かない時だとおっしゃっていたのを聞いたことがありましたので。マグダさんもそうなのではないかと……違ちがいましたか？」

　顔を覗き込まれ、マグダはついっと顔を背そむける。照れているのか、耳がぱたぱたと忙せわしなく動いている。

「……マグダは、トラ人族。ネコでは、ない」

「そうですね。すみません」

　そう言って微ほほ笑えむジネット。すまないと思ってなさそうだ。そしてマグダも、否定的な感情は持っていないのだろう。マグダの尻尾が、静かにジネットの腕うでに絡からみつく。

「……マグダに、出来ると思う？」

　まるで子が母に甘えるように、マグダはジネットに問いかける。

　マグダが珍めずらしく見せる弱気な感情。諦あきらめや絶望ではなく、期待……おねだり。あえて自身の弱みをさらすことで得られる温ぬくもりを、マグダはジネットに求めた。

　そして、当然のように、ジネットはそれに応こたえてみせる。

「はい。マグダさんなら、必ず出来ると信じています」

　ミス・ノー根拠が自信たっぷりに言う。

　もっとも、根拠なんか必要ない時は、ままあるものだ。

　ジネットの返答が満足いくものだったのだろう、これもまた非常に珍しいのだが、マグダが「むふっ」と、満足げな息を漏もらした。

　それがあまりにも子供っぽくて、思わず笑ってしまった。

「…………なに？」

　笑われたのが恥ずかしかったのか、やや不ふ機き嫌げんな声でマグダが俺を睨む。

　そう怒おこるなよ。割と可愛かわいらしかったぞ。

「……ヤシロは、どう？」

「ん？」

「……マグダに、出来ると思う？」

　俺にジネットと同じ反応を求めても無む駄だだぞ。俺は子供だからって甘やかしたりはしないからな。

「やってもらわなきゃ困る」

　弁当の代金は牛一頭と相そう殺さいされ、俺たちには負ふ債さいだけが残っているのだ。これで「無理でした」では済まされない。俺たちは追い詰つめられているのだ。

「出来るかどうかなんかどうでもいい。そんなところで立ち止まっている暇ひまはないんだ。ボナコンを仕留めて持ち帰る。それ以外の選せん択たく肢しはないと思え」

「…………分かっている」

　俺の返答が不服だったのか、マグダは顔をふいっと背けた。

　生意気に拗すねてやがるのか。世の中、そんな優やさしい人間ばかりじゃないんだってこと、覚えておけよ。

　ただまぁ、一つだけ言えることは。

「俺は、マグダを信じてるぞ」

「──っ!?」

　マグダの耳と尻尾しつぽがぴんっと立ち、ぞわぞわと髪かみの毛が逆立つ。

「逆に聞くぞ。『やれるか？』」

「…………」

　数秒間黙もくした後、逆立った長い髪の隙すき間まからこちらへ視線だけを向ける。

　そして、怠なまけがちな声帯を震ふるわせて短い言葉を返してくる。

「…………愚ぐ問もん」

　やる気はみなぎっているようだ。

　今、マグダの全身を覆おおっているのは、不安定な幼さではなく、張り詰めるようなプロの狩かりゆう人どの闘とう志し。

　妙みような緊きん張ちようや不安から解き放たれた自由な感情。そんな雰ふん囲い気き。

　こんなに小こ柄がらで、まだ幼い少女だというのに、その背中はとても頼たのもしく見えた。

　そして……

「……ボクだって信じてるんだけどなぁ」

　ただ一人、声をかけてもらえなかったエステラがひっそりと拗ねていた。あぁ、煩わずらわしい。雑草をぶちぶちと千切るな。環かん境きよう破は壊かいウーマンめ。

　その時──

　ブモォォォォオオオオオオオオオッ！

　──と、牛の絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　緊張が走り、慌あわてて身を低くする。息を潜めて状じよう況きようを確かく認にんする。

　ジネットとエステラが俺を挟はさむように身を寄せてきて腕にしがみついてくるが、気にしている余よ裕ゆうはない。

　ブモォォォォオオオオオオオオオッ！

　威い嚇かくなのか、哀あい願がんなのか、牛が再び大きく鳴き声を上げる。

「…………くる」

　マグダの短い言葉に、息が詰まり、結果としてそれがよかったのだろう……

　俺は、ソイツを目もく撃げきしても悲鳴を上げずに済んだ。

『ゴォオオオオオォオォォァアアアアアアアアアアッ！』

　合成された音声が巨きよ大だいなスピーカーから流れるような、不気味で暴力的な咆ほう哮こうが轟とどろく。

「あれが、……ボナコン」

　俺たちの前に姿を現したのは、全身が燃え盛る炎ほのおに包まれた巨大な牡お牛うし。禍まが々まがしいまでに成長した大きな角を頭に生やした、３メートルを優に超こえるバケモノだった。

　牛が、牛を食べるのか……それとも、アイツはそんなもんを超ちよう越えつしたもっと別の生き物なのか。

　これまで何頭かの魔ま獣じゆうを見てきたが、こいつは桁けた違ちがい……規格外だ。こんなもん、人間の太刀たち打うち出来る相手じゃない。

　俺たちは全員、その圧あつ倒とう的な存在感に全身がすくんで身動きが取れずにいた。

　ただ一人、マグダを除いて。

「…………最初から、全力でいく」

　マグダの髪の毛が体に引き寄せられるように寝ねていく。力を溜ためるように、バネが抑よく圧あつされ縮んでいくように……

　その向こう側では、ボナコンがゆっくりと牛へと接近していく。

　恐きよう怖ふですくむ牛は身動きすら取れず、ただガタガタと震えていた。

　そして、ボナコンの燃え盛る炎が牛の肌はだに触れる。

　ブモォォォォオオオオオオオオオッ！

　肌を焼かれて、牛が突とつ然ぜん走り出した。ボナコンを避さけるように、森の奥へと逃にげ出す。

『ゴォオオオオオォオォォァアアアアアアアアアアッ！』

　ボナコンが大口を開けて咆哮し、逃げる牛に尻しりを向ける。

　次の瞬しゆん間かん、ボナコンの尻から燃え盛る塊かたまりが発射された。糞ふんだ！

　弾だん丸がんのように射出された糞が森の木へと着弾し、大だい爆ばく発はつを起こす。

　一瞬のうちに酸素が奪うばわれ目の前がぐらりと歪ゆがむ。爆ばく炎えんに包まれ、森に炎が躍おどる。

　肺が締しめつけられるような痛みと、肌を焼くような熱風に襲おそわれる。マジで死ぬかもしれないと、脳が警けい鐘しようを鳴らし始めた時。

　マグダの全身から『赤いモヤモヤしたなんか光るヤツ』が一気に放出される。

　抑圧された力が一気に膨ふくれ上がり、マグダの体が一回り大きくなったような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

「……いくっ」

　そんな短い言葉を残し、マグダの姿が搔かき消えた。

　視覚がマグダの消失を感知した直後、圧縮された空気が暴風となって俺たちを包み込む。息が詰まるが、ボナコンの熱風を緩かん和わしてくれて幾いく分ぶん気分が楽になる。

　次に確認出来たのは、ボナコンに肉にく薄はくしてマサカリを構えるマグダの姿だった。

　巨大なマサカリが赤い尾おを引き、空間ごと切断するようにボナコンへと襲いかかる。

　激しい衝しよう突とつ音がして、ボナコンの獰どう猛もうな太い角が宙を舞まう。

　防がれた!?

　体を翻ひるがえしてすぐさま第二撃を繰くり出すマグダだが、ボナコンは一瞬早くその場を離り脱だつする。巨きよ体たいを器用に回転させて森の奥へと逃げていく。

「マグダ、逃がすな！」

「……無論っ」

　全力で逃げるボナコンを、それ以上の速度で追い上げ、マグダがボナコンの背後を捉とらえる。巨大なマサカリが掲かかげられ……、一気に振ふり下ろされた。

『ゴォオオオオオォオォォァアアアアアアアアアアッ！』

　歪ひずみまくった重低音を轟かせてボナコンが地面へと倒たおれる。

「ジネット、頼むぞ！」

　それだけ言って、俺は全速力で駆かけ出す。

　マグダがいる場所まで８００メートル以上ある。デコボコどころじゃない悪路を全速力で駆け抜ぬける。間に合え……間に合えっ！




　ぎゅぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉきゅるるるるるるるるるるるるぅぅぅぅううううううっ！




　ボナコンの咆哮を思わせるような爆音が鳴り響く。

　巨大なマサカリが放ほうり投げられ宙を舞う。

　そして、オレンジ色の髪を振り乱して、マグダがボナコンへと飛びかかる。

「させるかぁあ！」

　こいつを食わせちゃいけない！

　ボナコンはきっちり一頭、丸ごと持って帰るのだ。

「マグダ、こらえろぉ！」

　大口を開けて、今まさにボナコンへ嚙かみつこうとするマグダ。

「やめろっつってんだろ！」

　腕を伸のばし、マグダの尻尾を摑つかむ。

　が、凄すさまじい力で振り解ほどかれる。咄とつ嗟さに手を離はなしていなければ脱だつ臼きゆうしていたかもしれない。尻尾だけでこのパワーかよ!?

「マグダ！」

　名を呼んでも、耳すら動かさない。飢き餓が感かんにのみ込まれ、完全に我を忘れている。

「マグダァ！」

　ボナコンに食くらいつこうとするマグダを、背後から羽は交がい締じめにする。

　だが、手首を摑まれ、なんだか分からないうちに20メートルほど吹ふき飛ばされる。

「ごぅっ！」

　背中を強打して息が詰まる。

　それでも、マグダにボナコンを食わせるわけにはいかない。

「それを食っちまったら、お前ギルドをクビになるんだぞ!?」

　ほんの一瞬、マグダの動きが止まる。

　その一瞬で20メートルを駆け戻もどり、もう一度マグダを羽交い締めにする。

　再度俺を振り解こうとするが、その前に耳元で叫さけんでやる。どんなに耳を背そむけても聞こえるくらいのデカい声で。

「お前は、自分が無能じゃないって証明したいんじゃないのか!?　自分の居場所をなくさないために、一人前になりたいんじゃないのか!?」

　マグダはいつも不安そうな目をしていた。

　自分が無能だと沈しずんだ声で言っていた。そして、そう思われることを恐おそれていた。

「なぁ、マグダ……頑がん張ばれよ」

　こいつは言われたいのだ、『ここにいてもいい』と。

　言ってほしいのだ、『お前が必要だ』と。

　渇かつ望ぼうしているのだ、『一いつ緒しよにいよう』と言ってくれる誰だれかを。

「俺がお前を必要としてやる。だから、頑張れ」

　背中から抱だきしめ、耳元で囁ささやく。

　マグダの抗あらがう力が徐じよ々じよに弱まっていき…………耳が俺の頰ほおをペシペシと打った。なんだよ。なんの抗こう議ぎだよ、これは。

「耳、こそばゆいんだよ」

　マグダの耳を摘つまんで顔から遠ざける。が、強ごう情じような耳が俺の頰を打とうと暴れる。

　何度かやりとりするうち、俺はマグダの耳の付け根付近をもふもふしていた。こうするとマグダの力が抜けていくことに気が付いたのだ。

　なので、耳の付け根をもふもふもふもふする。すると。

「…………むふーっ」

　マグダが、なんか、鳴いた。

「お待たせしましたっ」

　盛大に肩かたを揺ゆらして、息せき切って、ようやくジネットがやって来た。

「はい、マグダさん」

　そして、広げた弁当から鳥の唐から揚あげを一つ取り、マグダの口元へと差し出す。

「よく頑張りましたね。たくさん、食べてくださいね」

「…………」

　ジネットの笑えみを二秒ほど見つめた後、マグダは物もの凄すごい勢いで唐揚げに食いついた。あっという間に飲み込み次を催さい促そくするように口を開ける。

　食いにくいだろうと、俺は拘こう束そくしていた腕うでを離そうとしたのだが──がっちりと、マグダが俺の腕を摑んで放さなかった。

　俺の腕に抱かれた状態で大きく口を開く。……お前はどこのひな鳥だ。

「くす……はい、ただいま」

　そんな様がおかしかったのか、ジネットはくすくすと笑い、次々とマグダの口元に弁当のおかずを運んだ。バランスを考え、食べやすい大きさにしたおかずを順番に。

「よく嚙まないとダメですよ？」

　そんな躾しつけとも呼べない忠告を添そえて。

　……で、なんで俺はずっとマグダを抱っこさせられてんだ？

「すっかりお父さんだね、ヤシロ」

「やめてくれ。子供は苦手なんだよ」

　俺の状況を嬉うれしそうに見下ろしてエステラがニヤニヤと笑みを浮うかべている。

「よく止められたもんだよ。君の思いやりが、マグダの心に届いたのかな？」

「思いやりだぁ？　なんのことだよ」

「マグダを必要だと言ってあげたじゃないか。マグダの気持ちを理解し、頑張れと励はげましたじゃないか。それは思いやりから出た言葉なんだろう？」
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　だからよぉ、その「お前も成長したなぁ」みたいな顔やめてくれねぇか？　お前は俺の担任かよ。

「俺は事実を言ったまでだよ」

　ちょいちょい担任面づらで俺が成長したとぬか喜びするこいつに、真実を教えておいてやる。

「マグダが狩しゆ猟りようギルドをクビになると、こいつは狩かりが出来なくなる。忘れてはいないと思うが、マグダが狩った獲え物ものは無む償しようで陽ひだまり亭ていがもらえるという契けい約やくになっているんだ。だから、クビになってもらっちゃ困るわけだ。そういう意味での頑張れだ」

　こいつは狩猟ギルドに所属していることで、俺に利益をもたらしてくれる。それも恒こう久きゆう的にな。魔ま獣じゆうの肉がタダで手に入るんだぞ？　こんなうまい話、みすみす棒に振って堪たまるかよ。

「だからこそ、俺はこいつが必要なんだ。俺の、利益のためにな」

　何もおかしなことを言っちゃいない。

　だからその、不ふ愉ゆ快かい極きわまりないニヤニヤフェイスを今すぐやめろ。

「くすくす……」

　エステラを睨にらんでいると、向かいからころころとした笑い声が聞こえてきた。

「あ、すみません……くすくす」

　ジネットが、マグダに飯を食わせつつおかしそうに肩を震ふるわせる。

　なんだよ？　何がおかしいんだよ？

「わたし、ヤシロさんのそういうところ、可愛かわいいと思います」

「はぁっ!?」

　こいつは、何を言ってるんだ？

　俺が可愛い？　視神経が重じゆう篤とくな病に冒おかされてるんじゃないか？

　えぇい、いつまでもくすくす笑ってんじゃねぇよ！　……ったく。背中がむずむずするっつの。




　そして──

　苦労した甲か斐いもあり、ボナコンは高値で売れて、俺とマグダは約束通り牛飼いたちへの賠ばい償しようを完済したのだった。
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「……ヤシロがマグダを必要と言ったから」

　ボナコンを狩った日の翌日。早朝。

　マグダが陽ひだまり亭ていの厨ちゆう房ぼうでぺこりと俺に頭を下げる。

　…………は？

「おはようございます、ヤシロさん。今日から三人で頑張りましょうね！」

「いや、待て！　…………え？」

　マグダを預かったのは、あくまで狩りで負ふ債さいを完済するまでの間だけだ。

　完済したのだから今日からはもう寮りように戻り、狩猟ギルドの一員として狩りに精を出し、そして定期的にウチへ魔獣の肉を持ってきてくれればそれでいいのだが……

「あ、あのっ！」

　ジネットがやる気満々な顔をしている。

　何をやる気かって？　そんなもん、言わずもがな……俺の説得だよ。

「マグダさんは、陽だまり亭のために美味おいしい魔獣を狩ってきてくださることになりました。ですが、そうなった場合ですね、一つ屋根の下で生活を共にしていることで、マグダさんはより一層頑張れると思うんです！　あの、つまり、一緒は楽しいですし！」

　理論が破は綻たんしているどころではなく、そもそも組み立てるつもりすらないようだ。

　なんだ、一緒にいたら楽しいって……そんなもん、マグダを引き取る理由になるかよ。

「しかも！　マグダさんは狩りに出ない日は陽だまり亭の従業員として働いてくださるとおっしゃっているんです！」

「マグダが!?」

「はい！　わたしも厨房にかかりきりになることがありますし、ヤシロさんもいろいろ忙いそがしいでしょうし、マグダさんがお手伝いしてくだされば、きっと、凄すごく凄く助かると思うんです！」

　……マグダが、ウェイトレス？

「マグダ……出来るのか？」

「……出来るかどうかなんかどうでもいい。マグダはそんなところで立ち止まっている暇ひまはない。選せん択たく肢しもない」

　こいつ……俺のセリフをパクリやがって。で、使い方そうじゃねぇから。

「ちなみに、食堂従業員に最も必要なものはなんだと思う？」

「……………………腕わん力りよく？」

「うん。それは最もいらないものの一つだな」

　客を殴なぐる気か、お前は。

「ヤシロさん、お願いします！　わたしに出来ることでしたらなんでもしますから！」

　こいつ、また……そんな危あやうい言葉を気軽に言いやがって。

　一回くらい痛い目に遭あわないと分からないようだな……よぅし。

「じゃあ、脇わきを舐なめさせろ」

「ぅぇえええっ!?」

　実際に痛い目を見て自重することを覚えろ。

　でなければ、本当に取り返しのつかないことにな…………

「…………ご、後日、でしたら」

　………………は？

　…………はぁっ!?

「い、いや……いいのか？」

「ぁう、よ、よくは……あんまり、ないですが…………でも、マグダさんのことはお願いしたいですし…………それくらいのことは…………でも、あの、きちんと洗って清潔にした後にしていただきたいなと……っ！」

「ストップだ、ジネット！　……冗じよう談だんだ」

「え？　そ、そう、ですか……よかった」

「ただ、気安く『なんでもします』とか、もう言うな」

「え…、あの……はい。気を付けます」

　……このド天然め。お前は、一体どこまで…………えぇいっ、顔が熱い。

　なんで俺が照れなきゃいけないんだ。……変なこと言わなきゃよかった。

　違ちがうんだ。本当に脇を舐めたいわけじゃなかったんだ。ただ、そういう恥はずかしい目に遭わされる危険があるということを教えてやろうと…………あぁ、もう！　なんなんだよ、ジネット！　嫌いやがれよ、もっと！

「……ヤシロ」

　ジネットをまともに見られず、顔を背そむける。

　そんな俺を覗のぞき込むようにマグダが声をかけてくる。

「…………どうぞ」

　と、マグダが両りよう腕うでを上げる。

　袖そで口ぐちのゆったりした半袖を着ているマグダの脇がさらされる。

「…………お願い、今はそういうのやめてくれるかな？」

「……そう」

　マグダに照れさせられるとは…………屈くつ辱じよくだ。

「とにかくっ！」

　声を張り上げ、大至急話題を元に戻もどす。平静を装よそおい、言葉を発する。……敗北宣言を。

「ここの店長はお前なんだ。……好きにすればいいだろう」

「はいっ！　ありがとうございます！」

　結局、情が移ったのだろう。

　カバンひとつで事足りる少ない荷物。笑い合える者もいない孤こ独どくな住居。身だしなみを整えることも、一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲む者も、何もない空くう虚きよな生活空間。──そんな場所にマグダを帰したくないと、ジネットは思ったのだ。

　もしかしたら、かつての自分と重ねてしまったのかもしれないな。

　過去の思い出なんか引っ張り出してきて振ふり回されるなんて、百害あって一利なしだぞ。まったく、バカバカしい。…………ま、俺も人のことは言えんが。

「引っ越こしは今日中に済ませろよ。明日あしたから食堂を再開するんだからな」

　そう。長らくかかった陽だまり亭のリフォームが完かん了りようしたのだ。

　この後、昼前にウーマロたちが来てから引き渡わたしを行うことになっている。

　それまでに済ませておいてもらわないとな。

「……引っ越しはもう完了している。追加の荷物はない」

　マグダの持ち物は本当に少なく、すでに陽だまり亭にすべて運び込まれているようだ。

　あとは、ウッセに会って退たい寮りよう手続きでもすれば完了なのだろう。

「……ヤシロ。これ」

　そう言って、マグダが小さな包みを俺に差し出してくる。

「……お引っ越しのご挨あい拶さつ」

　お隣となりさんに配るあれか？　そんな気を遣つかわなくてもいいのに。

　もらった小包を開くと、中からちょっと大きめでふっくらとした白い布が出てきた。

　……パンツだ。

「……欲しいかと思って」

「ヤシロさんっ、ダメですよっ。懺ざん悔げしてくださいっ！」

「よし、お前ら。二人揃そろって説教してやるからそこに正座しろ」

　マグダの未使用パンツはその場で突つき返し自分で使用するように申しつけた。ただでさえ少ない衣類を分け与あたえるなと。……いや、余ってればいいってわけでもないが。

　しかし、そうか…………ふむ。

「ジネット。布を用意してくれ」

「布、ですか？」

「あぁ。今から数時間で、この食堂の『格』をワンランク上げてやる」

　折せつ角かくリニューアルオープンするのだ、店員のグレードも上げておいた方が見み栄ばえがするだろう。

　俺は部屋に引きこもって、せっせとある物の製作に没ぼつ頭とうした。







「いやぁ～、お待たせしたッスねぇ」

　昼前になり、ウーマロたちトルベック工務店の連中が揃って陽だまり亭へとやって来た。

「ヤシロさんのアイディアが面おも白しろくて、あれもこれもとこだわってしまったッスけど、その分いいものに仕上がったと自信を持って言えるッス！」

　別に工期は遅おくれてはいないのだが、ウーマロの計算ではもっと余よ裕ゆうを持って完成出来るつもりだったらしい。

「ヤシロさんはアイディアの宝庫ッス！　是ぜ非ひまた何か仕事でご一緒したいッスねぇ！」

「俺のアイディアじゃない。俺の故郷で使われていたものを流用しただけだ」

　俺は今回のリフォームに関して、ウーマロにあれこれと注文を出していた。

　例えば、一階の壁かべを大きな窓にして日当たりを良くしたいだとか、キッチンをアイランド型にして使いやすくしたいだとか、デッドスペースに収納を作ってほしいとか、そういうことをだ。

「本当に、綺き麗れいになって使い勝手もよくなりました。このお店に恥じないように、わたしもお料理を頑がん張ばらないといけませんね」

　と、このように、単純過ぎる店長のやる気を喚かん起きさせるという効果もあるようだ。

「どうやら、満足してもらえたようッスね」

　自分たちの仕事を評価してもらえたことで、ウーマロたちはとても上じよう機き嫌げんだ。

「では、これでリフォーム全工程、完了ッス！」

　ウーマロが差し出した右手を握にぎり握あく手しゆを交かわす。これで、リフォーム完了だ。

「それじゃあ、お支し払はらいの方をお願いするッス。金貨でも銀貨でも、どっちでもいいッスよ」

　ウーマロがにこにこと俺に笑えみを向ける。

　なので、俺も満面の笑みでそれに応こたえる。

「金ならないぞ」

　空気が固まる。

　さっきまで賑にぎやかで華はなやかだった店内が静せい寂じやくに包まれる。

「……………………は？」

　ウーマロの笑顔が次し第だいに引き攣つっていく。

　カウンターのそばで、ジネットが困り顔で事の成り行きを見守っている。

「あの……なんの、冗談ッスかね？」

「冗談じゃねぇよ。ウチに金なんかない」

　かりこりと、ウーマロが頭を搔かく。

「…………冗談にしちゃ、シャレになってないッスよ？」

　細い狐きつねの目が片方だけ開かれ、俺を睨にらむ。

「確かに、最初はこっちが迷めい惑わくをかけたッスけど、その話はもうきちんとケリをつけたッスよね!?　大工にこれだけの仕事をさせておいて、代金踏ふみ倒たおそうってんッスか!?」

「おいおい、そうイライラすんなよ」

「ならさっさと払ってほしいッスね、リフォームの代金を！」

「だから、金『は』ない」

「ヤシロさん、あんたいい加減に……っ！」

「『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』の閲えつ覧らんを申しん請せいする」

　ウーマロが俺に摑つかみかかろうとするが、その前に『会カンバ話セーシ記ヨン・録レコード』を呼び出す。

　俺の目の前に半はん透とう明めいの板が出現し、ウーマロと交わした契けい約やく内容が表示される。

「ほら、これをよく見てみろよ。俺は、『お前ら全員が一ヶ月間飯の心配をしなくていいようにはしてやる』とは言ってるが、『金を払う』なんて一言も言ってないだろ？」

「そんなの屁へ理り屈くつッスよ！」

「屁理屈でもこじつけでも噓うそじゃない。契約に不備はないはずだが？」

「そんな……じゃ、じゃあ、どうやって報ほう酬しゆうを払うんッスか!?　オイラたち三人が一ヶ月間飯の心配をしなくて……いい…………よう……に…………」

　ウーマロの語ご尾びが消えていく。

　どうやら気付いたようだな。

「お前たちには『陽だまり亭の食事、一ヶ月間フリーパス』を進しん呈ていしよう！」

「フ、フリーパス……？」

「だから、一ヶ月間、ここに飯を食いに来いよ」

「そ、そんな……飯なら今だってお昼と夜は用意してもらってるッスし……それじゃあ、現状維い持じってことッスか？」

「違うだろ、全然」

　不満そうなウーマロに、今回の報酬の素す晴ばらしさを教えてやる。

「朝昼晩、三食食える」

「朝飯が増えるだけじゃないッスか……」

「今までは店員用の『賄まかない食』だったが、今度からは『商品』を提供しよう。特別なお客様として扱あつかってやるよ。なんなら、新商品が出来る度たび、いち早く食べさせてやるよ」

「う～ん……」

　それでもイマイチ納なつ得とくしていない様子のウーマロ。

　ヤンボルドやグーズーヤも表情が曇くもっている。

「しょうがないな。ジネット」

「は、はい！」

　突とつ然ぜん名を呼ばれ、ジネットがおっかなびっくりこちらへ小走りでやって来る。

「美少女を眺ながめながら飯が食えるぞ」

「「おぉぉおー！」」

　食いついたのはヤンボルドとグーズーヤだった。

　これまでは「用事がある」などといろいろ理由を付けて、絶対にジネットと一緒に飯を食わせなかったのだ。配はい膳ぜんから何からすべてセルフサービスで、作り置きを勝手に食えというスタンスだった。

「だが、次からはジネットがよそい、運び、提供してくれる。食事中におしゃべりも出来るし、運が良ければ揺ゆれるところをチラ見出来るっ！　どうだ!?」

「「いいねっ！」」

「あ、あの、みなさん！　もう……懺悔してください！」

　胸を隠かくすように押さえて、カウンターへと駆かけていくジネット。

　ふふふ。お前のその照れた素そ振ぶりですら、男心を鷲わし摑づかみにする材料になるのだよ！

　さぁ、これで陥かん落らくしただろう、トルベック三人衆！

「…………オ、オイラ、あんな綺麗な人を見ながら食事とか……ちょっと、む、無理ッス」

「いや、お前もういい加減慣れろよ!?　何回も会ってるだろう!?」

「オ、オオ、オイラ、慣れるとか、そういうの無理ッス！」

　……なんてことだ。ここまで行くと、もう何かの病か呪のろいなんじゃないのか？

「もしかして、赤ん坊ぼうとか幼女でも緊きん張ちようするのか、このド変態」

「変態じゃないッス!?　いくらオイラでも、子供なら平気ッス！」

　なら──あいつに懸かけてみるか。

　ちょうど、『陽だまり亭の格をワンランク上げるために作製した秘密兵器』を渡したところだし。あいつはあいつでなかなか可愛かわいい顔をしているし……

「ちょっと待ってろ、ウーマロ。…………俺の本気を見せてやる！」

　難なん攻こう不ふ落らくのシャイボーイ。だが、勝機はある！

「お前の出番だ、マグダッ！」

　厨ちゆう房ぼうに向かって声をかける。

　すると、それを待っていたかのように、ふわりとマグダが姿を現した。

「……ヤシロ」

　物音も立てず、そよ風が吹ふくような静かさで俺たちの前へとやって来る。

「……着てきた」

　ジネットとお揃いの、ひらひらでふわふわでふりふりの、清純派純白エプロン。

「……かわいい？」

　マグダ・ウェイトレスバージョンだっ！

「うむ。似合うな、マグダ」
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「はい。本当によくお似合いですよ、マグダさん。可愛いですっ！」

　店員が揃そろいのコスチュームを着ているというだけで、その店には『空気』が出来上がる。それが、ジネットの着ているような清せい楚そで美しい衣い装しようであれば尚なお更さらだ。

　特有の『空気』を持つ店は、格式が高く感じられるものだ。客の方がその空間に合わせなければいけないと思うようになれば、店が客よりも上位に位置することになる。この上下関係が『格』を生むのだ。

　ふむ。ジネットの服を真ま似ねてみたのだが、マグダにも似合うな。サイズが小さくて発育度合いが違ちがい過ぎるからどうなるかと思ったが、これはこれで有りだ。

　そして、それを証明でもするかのように──

「ごふっ…………ッス」

　突然、ウーマロが吐と血けつした。……お前、こんな小さい娘こでもそうなっちまうのかよ。やっぱ重じゆう症しようだな。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はぅっ！　は、はいッス！」

　マグダが声をかけると、ウーマロは直立し、背筋をピーンと伸のばして海兵のような敬礼をした。

「大丈夫でありますッス！」

「…………面おも白しろい人」

「ふにゃぁ～……ッス」

　ん……これは。この反応……

「マグダ。そこで一周回ってみてくれないか？」

「…………こう？」

　右足を軸じくにして、その場でくるりと回転する。すると、ふわふわのワンピースが持ち上がり、スカートが花開くように華か麗れいに舞まう。

「…………天使が、舞い降りたッス」

　やはりかっ！　俺の思った通りだ！　よし、これでイケる！

　だが、ここであえて揺さぶりをかけてやる。

「マグダ。本当によく似合っているぞ。だが……、すぐに脱ぬいできてくれ」

「…………なぜ？」

　マグダの声が、微かすかに不安の色を滲にじませる。

「実は、リフォーム代金の支し払はらい方法に関して、双そう方ほうの認にん識しきに齟そ齬ごがあってな。俺たちは代金を支払えないかもしれないんだ。そうなったら、店を開けることは出来ない」

「……そご？」

　マグダの視線がウーマロへと向く。突つき刺ささる。貫つらぬく。ハチの巣にする。

「はぅ……ッス！　いや、あの……それは……」

「あぁ、残念だ！　折せつ角かくマグダが従業員としてこの陽だまり亭でデビュー出来るかもしれなかったというのに……お前の『俺たちとここで働きたい』という夢は、たった今無残に踏ふみ潰つぶされたのだ」

「オ、オイラ、そんなつもりは……!?」

　俺の言葉とマグダの視線に追い立てられ、ウーマロが窮きゆう地ちに追いやられていく。よしよし。もうひと押しで陥落するだろう。

「いや、いいんだ、ウーマロ。お前たちの気持ちはよく分かるさ」

　ここで、一度同調しておく。……同調して、内側から揺さぶりをかける。

「こんな無表情なヤツを見ながら食う飯には価値なんかないよな」

「そんなことないッス！」

　よしっ、食いついたぁあっ！

「マ、マグダちゃんは、えっと……その、とっても可愛いッスよ！　オイラ、女の人を見ると緊張して飯とか食えなくなるッスけど……でも、マグダちゃんだったら、和なごむというか……美味おいしくご飯食べられると思うんッスよ！」

「けど、銀貨ほどの価値はないだろう」

「あるッスよ！　マグダちゃんの制服姿は銀貨百枚……いや、金貨百枚の価値があるッス！　この姿を見るためだけにでも、通ったっていいくらいッス！」

「じゃあ、リフォームの支払いは？」

「え…………いや、そ、それとこれとは話が…………」

　あぁ、もどかしい！

　そこは男らしく「マグダのためだ！　金なんか要いらねぇ！」って言えよ！　だからモテないんだよ！　こうなったら、ウーマロの精神をボッコボコに打ちのめして……

「……ヤシロ。ダメ」

「ん？」

　その時、マグダが俺とウーマロの間に割って入り、ウーマロを背に庇かばうように立った。俺と向かい合い、虚うつろな目で見上げてくる。

「……大工さん、可か哀わい想そう」

「マ……マグダちゃん……」

　マグダの意外な発言に、ウーマロが感かん極きわまって涙なみだを零こぼす。鼻水を垂らす。

「……いじめないであげて」

「マグダたんマジ天使ッスゥゥゥゥウウッ！」

　ウーマロが、落ちた。

「ヤシロさん！　オイラからもお願いするッス！　マグダたんに接客をやらせてあげてほしいッス！　マグダたんなら、きっと四十二区でナンバーワンになれるッス！　オイラが応おう援えんするッス！」

「じゃあ、リフォームの代金は……」

「ヤシロさんの案でいいッス！　どっちみち毎日食べに来るんッスから、一いつ緒しよッス！」

　いいぞ！　それでこそ、大工！　漢おとこの中の漢だ！

「では、せめて、『二ヶ月間』に延長させてください。さすがに申し訳なくて……」

　カウンターの奥に引っ込んでいたジネットが、話がまとまりそうな雰ふん囲い気きを察知して飛び出してくる。

　……こいつは、また自分から進んで不利益を……だが、今回に限ってはグッジョブだ！

「さすがジネットさん、優やさしいっ！」

「オレも、巨きよ乳にゆうの方がいい……！」

　グーズーヤとヤンボルドの目がキラキラと輝かがやき出した。

「オ、オイラはマグダたん一筋ッスからね！」

「……ありがとう」

「お礼言われたッス！　ムハァーッ！」

　ウーマロは……なんかの病気を発はつ症しようしてしまったようだ。お気の毒様。

　だが、これでいい。

　セールスマンの世界には、こんな言葉がある。

『商品を売るのではなく、感動を売れ』

　人は、物を欲ほつするのではなく、その物が持つ物語を欲するのだ。

　これまで無名だったバンドが「○○枚売れなきゃ即そく解散！」とやるだけでミリオンを達成した例がある。人はそういう、『商品の向こうにある物語』を好んで買うのだ。

　そして今回、陽だまり亭の価値を上げたのは、マグダが純じゆん粋すいに抱いだく「陽だまり亭で働きたい」という思いだ。その思いが、ウーマロの中で陽だまり亭の価値を爆ばく上あげさせたのだ。

　応援するだけの価値があると、思わせるほどに。

　同様に、俺という『悪者』に押しつけられた納なつ得とくしがたい契けい約やくを『ジネットの優しさ』が幾いく分ぶん解消し、それが『感動』となってグーズーヤやヤンボルドの心に刻み込まれた。

　今、この場にいる者の中で「損をした」と思っている者は一人としていない。

　俺があえて悪役に甘んじた甲か斐いがあるってもんだよ、はっはっはっ！

「じゃあ、ウーマロ。そういうことで」

　俺が差し出した手を、ウーマロは力強く握にぎり返してきた。

「了りよう解かいッス！」

　単純な男で助かった。

「悪かったな……無む茶ちやなこと言って」

「なに言ってんッスか。もう、今さらッスよ」

　そして、完全には納得出来ない契約をのませた後は、こちらがしおらしい態度を取るべきだ。そうすれば、相手は「まぁ、しょうがないよな」という心理が働き「許してやった」という満足感に酔よいしれることが出来る。

　ここでもうひと手間加えると……

「マグダ、きっと喜んでると思うぞ。表情が乏とぼしいから分かんないかもしれないけど……感謝してると思う」

「……そう、ッスかね。やはは……」

　ウーマロ轟ごう沈ちん。ウーマロは『お得意さん』へクラスアップした。

　こういう固定客を持ったヤツは……強いぞ。

　マグダ……お前、なかなかやるじゃねぇか。…………金の匂においがしてきやがった。

「よし、じゃあお前ら！　明日あしたから『毎日』食いに来てくれ！」

「是ぜ非ひお越こしください。わたし、腕うでによりをかけて美味しいお料理を作りますから！」

「……マグダも、頑がん張ばる」

　陽だまり亭一同の呼びかけに、トルベック工務店の面々は……

「「「はいっ！」」」

　と、元気よく頷うなずいてくれた。

　こうして、陽だまり亭のリフォーム代金は、『三名様、二ヶ月分のお食事フリーパス』にて支払いが完かん了りようした。通常営業で使う分からやりくりするのだから安いものだ。

「……ヤシロ」

　いまだ着慣れないウェイトレスのエプロンドレスをひらひらと遊ばせて、マグダが俺の前に立つ。姿勢を正し、表情に乏しい顔で見上げてくる。

「……マグダ、頑張る」

　けれど、気のせいかもしれないが……その瞳ひとみは決意に満ちているような気がした。

「……いろいろ、教えて。接客の仕方」

　マグダは向上心の高い娘こなんだな。

　だがな……

「マグダ」

「……なに？」

「お前に教えることは、もう何もない！」

「…………まだ、何も教わってないのに？」

　いいんだ。マグダはマグダで。

　なにせファンがついたのだからな。

　今のまま、自分らしく振ふる舞っていてくれればそれでいい。

「お前にしか出来ない、お前のやり方で客をもてなせばいい」

「………………了解した」

　こうして、マグダは接客業の免めん許きよ皆かい伝でんとなったのだった。







　そして、いよいよ、陽だまり亭がリニューアルオープンする！







[image: エピローグ『そこそこの大盛況』]




「……鮭さけは赤いけれど……実は白身」

「はぁぁあん！　博識なマグダたん、マジ天使ッス！」

　陽ひだまり亭ていの食堂にて、無表情ウェイトレスと残念キツネ大工のショートコントが繰くり広げられていた。

「なるほどね。ああやってコアなお客を獲かく得とくしたわけか」

　壁かべ際ぎわ奥の席に座り、エステラがかっさかさに乾かわいた目でその光景を眺ながめている。

「俺が狙ねらってそうしたんじゃないぞ。マグダが予想以上に前向きだったことと、ウーマロが予想以上に重い病を患わずらった結果だ」

　そもそも、マグダを雇やといたいと言い出したのはジネットだしな。俺は何もしちゃいない。

「彼ら三人が足あし繁しげくここに通ってくるおかげで、新規顧こ客きやくが増えたらしいね」

「まぁ、そこは狙い通りだったな」

　ウーマロたちが毎日朝昼晩と陽だまり亭に通うことで、それを目もく撃げきした者が「何があるんだ？」と興味を示し、後を付けてきた結果、陽だまり亭にたどり着いたのだ。

　立地が悪く、人目につかない陽だまり亭を宣伝するために俺が考えた策略がこの『歩く広告』だったってわけだ。

　リフォーム代を浮うかせて、宣伝費も浮かせる。まさに一石二鳥の妙みよう案あんだと言える。

　思おも惑わく通りに事が運び、俺は満足感いっぱいで賄まかない料理を口に運ぶ。ホクホクとした焼き鮭を咀そ嚼しやくする……うん、実に美味うまい。

「食材の調達とコスト削さく減げん、従業員の制服が生み出す統一感と非日常感、お得意様を広告にした地道な宣伝活動……君の施ほどこした経営術はこんなところかな？」

「どれも基本中の基本だけどな」

　この店はスタート地点がとんでもないマイナスだったんだ。客を呼ぶ前に、まずはゼロ地点に立たなければいけない。

「内装も綺き麗れいになって居い心地ごこちもよくなったよね。日当たりもいいしね」

「よくしゃべるヤツだなぁ。飯くらい黙だまって食わせろよ、この陽だまり亭マニアめ」

「ボクの料理がまだなんでね。来るまではおしゃべりに付き合ってもらうよ」

　にししと笑うエステラ。

　えぇい、見つめるな。見られながらだと味が分からなくなるんだよ。

「エステラさん、お待たせしました。ビーフカツレツです」

　俺たちの座るテーブルへ、ジネットがにこやかにやって来る。

「ありがとう、ジネットちゃん。ボク、最近牛肉にハマってるんだよねぇ」

「ヤシロさんに教わった下ごしらえのおかげで、評判がいいんですよ。ね、ヤシロさん」

「まぁな」

　とはいえ、牛肉を注文するのはトルベック工務店の連中がほとんどだ。肉体労働の後にはガツンとしたものが食いたいのだそうで、頻ひん繁ぱんに注文してくれている。

　だが、それではダメだ。もっと多種多様な客層に支持されなければ。

「陽だまり亭にはまだまだ改善の余地があるな。いや、改善の余地だらけだ」

「でも、以前よりもお客さんが増えましたよね」

　アホか。ウーマロたちが日に三回来るようになったから多く感じるだけだ。

　日に五人程度だった客が、重複しているとはいえ二ふた桁けたを超こえたのは進歩と言えなくもないが、まだまだ足りない。

　なにせ俺は、この食堂が満席になったところを見たことがないのだ。

　さて、次は何を改善するかな……

「けど、安心したよ」

　ビーフカツを頰ほお張ばりながら、エステラが俺にナイフを向ける。……危ねぇよ。

「今回は、小こ狡ずるい悪わる巧だくみをしないで、真面まじ目めに改善に取り組んだみたいだからね」

　真面目に……？

「ふん。俺はいつだって真面目で、心優やさしい好青年だっつの」

「あははっ。君史上最高のジョークだね」

「言ってろ」

　綺麗に食い終わった皿を持ち、俺は席を立つ。

「こいつを片付けたら、牛飼いのところへ行ってくるよ」

「はい。お願いしますね」

「牛飼いのところへ？　ヤシロ、今度はなんの悪巧みだい？」

「ただの買い物だよ」

　牛肉の売れ行きが予想よりもよく、少し買い足しておかなければいけないのだ。

　そんな説明をジネットが嬉うれしそうにエステラに語っているのを聞きながら、俺は厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　厨房に入り食器を流しに置いて……自室へと戻もどる。

　ドアを閉め、誰だれもいないことを確かく認にんしてから、ベッドの下に隠かくしておいた一枚の紙を取り出す。

　領主のエンブレムが記された、一度限り有効の『売買許可証』だ。

　牛飼いへの反はん撃げきのために、俺は弁当の売買がしたいとエステラに持ちかけ、説得し、この『売買許可証』を手に入れた。だが、弁当は牛飼い扮ふんする謎なぞの覆ふく面めん集団に破は壊かいされ、売買は成立しなかった。──故ゆえに、この許可証は未使用であり、俺は『望む時に望む物を売買』出来るのだ。

　そう、例えば……曰いわく付きの『香こう辛しん料りよう』、なんかをな。

「詰つめが甘いぞエステラ」

　俺は、狙った獲え物ものは逃にがさない。そういう男なんだよ。

　とはいえ、今はまだ動く時ではない。しっかり機が熟すのを待って、最良のタイミングで行使する。そのための準備は入念に行う。それが、一流の詐さ欺ぎ師しってもんだ。

　誰にも見られないようにと、『売買許可証』を再びベッドの下にしまい込んだ時、ドアがノックされた。

　ドアを開けると、ジネットが立っていた。

「ヤシロさん、少しいいですか？」

　シンプルな青い布にくるまれた四角い物体を両手で持ち、なんだか嬉しそうな表情でこちらを見つめている。あの包みは、弁当か？

「どうした？」

「実はですね」

　弁当を持ったまま身をよじり、ジネットはとっておきの秘密を打ち明けるような気き恥はずかしさを滲にじませて言う。

「マグダさんが、『お弁当が好き』とおっしゃってくれまして」

　夏場のチョコレートみたいに緩ゆるんだ笑えみを見せるジネット。

　マグダにそう言われたのが相当嬉しかったのだろう。全身から幸せオーラが溢あふれ出している。

　確かに、弁当にはいい思い出が多い。運動会とか遠足とか。『弁当が好き』だという感情は理解出来るな。

「それで、その……」

　そこでスッと、弁当が俺の前へと差し出される。

「よかったら、これを」

「……は？」

　いや、俺はこの後牛飼いのところに行くだけなんだが……

「ヤシロさんにも、好きになってもらえたら嬉しいなぁ……って、思いまして」

　薄うす紅べにに染まる頰ほおは、見る者が見れば勘かん違ちがいを誘ゆう発はつしそうな破壊力を持っており、そっとこちらを窺うかがう潤うるんだ上うわ目め遣づかいは、「そんなわけねぇだろ」と俺の脳が発動させる勘違いキャンセラーを妨ぼう害がいする能力を持ち合わせているようだった。

　つまりその……

「ん……まぁ、もらっとく」

「はい。召めし上がってください」

　女子の手作り弁当とか、中学の時すげぇ憧あこがれてたなぁ……とか、そんな思い出さなくてもいいような変な高こう揚よう感かんが胸の中で暴れ出して……なんか恥ずかしい。

　弁当を俺に手て渡わたしたことで空いたジネットの両手は、まるで行き場を失ったかのように胸の前でもじもじと絡からみ合っていた。

　どちらも口を開かない気まずい空気が数秒流れる。

　その居心地の悪さを誤ご魔ま化かすように、ジネットは気持ち早口で言う。

「夕飯もありますから、量は少なめにしておきました。あの……では、お気を付けて！」

　ぺこりと頭を下げてぱたぱたと廊ろう下かを駆かけていくジネット。

　あいつはあいつで照れていたのかもしれんが…………好きになってほしいって。

「賄い、食ったとこなんだけどなぁ……」

　昼飯と夕飯の間に弁当とか、あり得ねぇだろって。

　とかなんとか言いながら、手に持った弁当がほんのりと温かくて……ちょっとテンションが上がっちゃっている自分に気付いて驚きよう愕がくする。

　こうやって侵しん食しよくしてくるのか、あいつの『お人ひと好よし』は……伝染うつされないように十分気を付けよう。そんなことを思った。
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「……店長。ビーフカツレツ、一つ」

　無味乾燥な声で厨房へとオーダーを告げた後、マグダがジッと俺を見つめる。

　ここ最近、マグダは何かというとこうやって俺を見つめてきては無言の訴えを寄越してくる。

「ほらヤシロ、見られているよ。何かしてほしいんじゃないのかな？」

「ふん。そんな安いおねだりで俺がなびくと思うか？」

　俺たち以外誰もいない陽だまり亭。

　そんな陽だまり亭の最奥、いつもの席に座る俺の向かいに、エステラが座っている。こいつは今日もビーフカツレツを食うつもりのようだ。

　俺なんか、広報のためにここ毎日焼き鮭定食を食っているというのに。

「マグダ」

　エステラの注文を厨房へ通し終えたマグダを呼びつける。

　一瞬、マグダのトラ耳がピクッと動き、そして、そっけない素振りでとてとてとこちらへ歩いてくる。

「……なに」

　褒めてほしいのか、耳がぴくぴく動いている。分かりやすいヤツだ。が、褒められたきゃもうワンランク上の接客術を身に付けろ。そう、例えば……

「鮭を取ってこい」

「……川漁の経験はない」

「そうじゃない。オーダーを取ってくるんだ」

「……誰も頼まないのに？」

　誰も頼まないからこそ、こちらから働きかけて、「あ、鮭が食いたいな」と誘導しろと言っているのだ。

「食堂従業員たるもの、いつまでも受け身ではダメだ。こちらのおすすめをさり気なく相手に頼ませてこそ一人前といえる」

「へぇ。それは初耳だね」

　俺とマグダの会話に、嬉しそうなにやけ顔でエステラが割って入ってくる。

「お客様の食べたい物を提供することこそが、食堂従業員の誉れだと思っていたけどね」

「慈善事業じゃねぇんだよ。利益の上がる物を提供して売り上げを伸ばさないと店が潰れちまうだろうが」

　あくまで押しつけがましくなく、しかし確実にこちらの意に添うように客を誘導する必要がある。ファミレスでやっている『苺フェア』みたいなもんだ。「苺が美味しい季節ですよ」と謳うだけで、面白いように苺の商品が売れやがる。

「……でも、どうすれば？」

「それは自分で考えろ。俺はそこまで甘やかすつもりはない」

「なんのお話ですか？」

「あ、ジネットちゃん。実はね……」

　エステラの注文したビーフカツレツを持ってやって来たジネットに、エステラがここまでの話を説明する。

「なるほど。おすすめのお料理をお客さんに知ってもらうのはいい考えですね」

　ジネットのことだ、「鮭の美味しさをもっと多くの人に知ってもらえたら嬉しいです」みたいな発想になったのだろう。

　嬉しいとかそういう精神的なもの以前に、安く仕入れられる物をたくさん売れば利益が上がるのだ。そこなんだよ、重要なのは！

「こんにちはッスー！　お昼をいただきに来たッスよー」

　と、なんともいいタイミングでウーマロが店にやって来た。今日は一人のようだ。

「よし。ちょうどいいから俺が手本を見せてやろう」

　論より証拠。百聞は一見に如かず。習うより慣れろだ。……最後のはちょっと違うか。

　俺は席を立ち、ウーマロのもとへと歩いていく。

「よぅ、ウーマロ。今日も『あぁ、鮭が食べたいなぁ』みたいな顔してんな」

「どんな顔ッスか!?」

　吠えるウーマロを無視して、俺はジネットたち従業員に説明をする。

「このように、相手の深層心理に『鮭』というキーワードをさり気なく刷り込むことが効果的だ」

「一切さり気なくはなかったけどね……」

　エステラがよく分からないことを言っている。耳に残ればいいんだよ、こういうのは。

「ところでウーマロ。今日は何を食べるつもりだ？」

「オイラ、ビーフカツレツが食べたいッス。ここのは特別美味しいッスから」

「え？　『焼き鮭が食べたい』？」

「言ってないッスよ!?　そんなことは微塵も言ってないッス！」

「え？　『美人のヒップ、ナイス』？」

「ヤシロさん、耳大丈夫ッスか!?」

「ごめんねウーマロ。彼が悪いのは耳だけじゃないんだ」

　エステラがいちいち茶々を入れてくる。営業妨害で訴えるぞ。

「折角ウーマロの心が鮭に傾きかけているというのに、邪魔するんじゃねぇよ」

「いや、全然傾いてないッスよ!?」

　なぁに。そんなことを言っていられるのも今のうちだ。

　要は、『鮭を食べるとお得だな』と思わせてやればいいのだ。そうすれば、客は面白いようにこちらの思惑にハマってくれる。コンビニおにぎり百円セールみたいにな。

　そして、陽だまり亭で手っ取り早くお得感を出すなら、こいつを利用する他はない。

　俺は、自分が食べていた焼き鮭を一切れ箸で摘まみ、ジネットへ向かって差し出した。

「ジネット。あ～ん」

「へ？　あ、はい。あ～ん」

　流されるように開かれたジネットの口へ、俺は鮭を放り込む。口を閉じてもぐもぐと咀嚼し、己の状況を認識したらしいジネットが顔を真っ赤に染め上げる。

「はぅっ!?　あ、あの!?　こ、これは一体!?」

　盛大に慌てふためくジネットをよそに、俺はウーマロに向かってセールストークを繰り出す。

「今焼き鮭を頼めば、こんな風に美少女に『あ～ん』が出来る！」

「いや、ヤシロ……それじゃウーマロが食べられないじゃないか。『してもらう』のが普通だろ？」

「バカモノ！　それはさすがにもったいないだろう。ウーマロごとき、する方で十分だ」

「あ、あののの、オオオ、オイラ、そ、そういうのとか、無理なんででで、ビビビビーフカツレツでいいッス！」

「あの、ヤシロさん。わたしも、……そういうのはちょっと、困りますので……」

　ならば仕方ない。作戦変更だ。

「では、鮭定食を食べて当たりが出たら豪華景品をプレゼントしよう」

「わぁっ、そういうのは楽しそうでいいですね。何をプレゼントしましょうか？」

「ジネット。お前のスケスケパンツを……」

「懺悔してください！」

　怒るジネットにサッと耳打ちをする。

「バカ。本当に当たりゃしねぇよ。『こんなのが当たるかも？』って飾っておくだけだ」

「飾らないでください！」

「ただまぁ、サンプルとして俺は一つもらうが」

「懺悔してくださいっ！」

　真っ赤な顔をして「もう！　もう！」と抗議するジネット。

　これ以上言うと本気で怒られそうなので、次なる作戦に着手する。

「エステラ。ちょっと来い」

「えぇ……嫌な予感しかしないんだけど……」

「お前、ちょっと前まで毎日鮭を食っていたよな？」

「あぁ、うん。初めの頃に凄くハマっちゃってね」

「というわけで、見てみろ、ウーマロ。エステラの顔を」

「むむむむ、無理ッス！　エステラさん、美人過ぎるッス！」

　大いに照れるウーマロと、「美人」と言われてちょっと嬉しそうな顔をするエステラ。

「喜んでんじゃねぇよ、こんなので」

「よ、喜んでなんかないよっ！」

　つぃっと顔を背けるが、耳が赤く染まっているのは図星を突かれた証拠だろうに。

　……まぁいい。

「ウーマロ。顔がダメなら胸を見ろ。俺らとほとんど変わらないから」

「そんなわけ………………あ」

「よし、君たち。いい度胸だ。一度表へ出たまえ！」

「まぁ、待てエステラ！　ウーマロの無礼は俺が代わりに詫びてやる！」

「真っ先に自分の無礼を詫びてほしいところだね!?」

　いきり立つエステラを宥め、ウーマロの前に立たせる。

　エステラには、鮭の素晴らしさを説明するためのモニターになってもらうのだ。

「いいか、ウーマロ。鮭には素晴らしい栄養素がたくさん含まれている。特に、皮の部分に含まれるコラーゲンはお肌をぷるぷるにしてくれるんだ」

　ここで、エステラの登場だ。

「見ろよ、エステラのこの肌。きめ細かくて綺麗だろ？」

「ふなっ!?」

「髪もさらさらして、瞳もきらきらして、前よりずっと綺麗になったろう？」

「ちょっ、ヤシ……な、なに言ってんだよ、もう！」

「それはな、鮭を食べ続けていたからなんだ。鮭を食べると、こんな美人に……」

「もう、やめてってば！」

　ちょっとオーバーに褒めてやったら、エステラの顔が酢だこのように真っ赤に染まってしまった。ウーマロに美人って言われた時はちょっとにんまりした程度だったくせに、俺の時だけそんな大騒ぎすんじゃねぇよ。セールストークだセールストーク。

「だが、数日前『ビーフカツレツはバストアップに効果がある』と教えてやった途端、鮭を食わなくなりやがってな……」

「なんでそんなことバラすのさっ!?」

「鮭を食わなくなってからというもの、お肌はカッサカサ、胸はスッカスカに……」

「スッカスカは前からだよ！　……うるさいよっ！」

「ウーマロ！　お前もスッカスカになりたくなければ鮭を食え！」

「いや、オイラ別に構わないんで、ビーフカツレツが食べたいッス」

　バッサリだ。ウーマロはこれ以上ないくらいにバッサリと俺のセールスを拒否した。

「あ～ぁ。上手くいかなかったかぁ。きっと客の質が悪いんだろうな」

「サラッと毒を吐かれたッス!?」

「しょうがねぇ。切り札を出すか」

　……と、ここでマグダへ視線を移す。

　マグダはジッと俺を見つめていた。この一連のやりとりをずっと観察していた。

「出来るか？」

　あえてそう尋ねてやると、マグダは小さく頷いて俺の前へと歩いてきた。

「……ヤシロを見ていて分かった。接客業に必要なもの」

　マグダはゆっくりと二本の指を立てる。

「……『あざとさ』と、『腕力』」

「うん。『腕力』は封印しような」

　そっと、マグダの中指を折り曲げておく。……腕力はいらねぇってのに。

「……マグダがやってみる」

　そう言って、マグダがウーマロの前へと歩いていく。そして──

「……マグダは、鮭が好き」

　己の好みを明確に伝えた後、小さな頭をこてんと傾けてこう続けた。

「……マグダとお揃いになっても、いいよ？」

　ズギューン！　っと、ウーマロの胸に見えない何かが突き刺さったらしい。両手で心臓を押さえて、ウーマロが椅子から転げ落ちた。

「お…………お揃い…………マグダたんと、お揃い…………『オイラ、鮭が好きなんッスよ』『……マグダも、好き』『奇遇ッスねぇ！』『……まるで、運命』…………むはぁあ！　いい！　いいッス！　お揃い、凄くいいッス！」

　ウーマロの病が深刻だ。どんな最先端医学をもってしても、もう完治は不可能だろう。

「……マグダ、今日は鮭を食べたい気分」

「奇遇ッスね！　実はオイラもッス！」

「……まるで運命」

「むはぁぁあっ！　妄想が今、現実のものにッス!?」

　床の上をごろごろ転がって幸せそうに悶絶するウーマロ。……あぁ、末期か。

「……ところで、ご注文は？」

「焼き鮭定食をお願いするッス！」

「あ、あのっ、ウーマロさん。……本当に焼き鮭でいいんですか？」

　無理矢理意見を捻じ曲げたことに、ジネットは罪悪感を抱いたようだ。だが。

「いいんッス。それに、仕事中も『鮭も気になるッスよね』って話をしてたッス。ただ、ビーフカツレツが美味し過ぎてついそっちを頼んでしまってただけッスから、ちょうどいい機会ッス……って、店長さんに伝えてほしいッス」

「だ、そうだ、ジネット」

　こいつは……いまだにジネットに直接話しかけられないらしい。難儀な男だ。

「では、作ってきますね」

　ぺこりと頭を下げて、ジネットが厨房へと入る。

　まぁ、かなり強引だったが目的は達成した。受け身ではなく、これからは攻める飲食店を目指すのだ。客を手玉に取ってこそ、儲けが出るというものだ。

「でもさ、ヤシロ」

　ウーマロが席に着いたのを見計らって、エステラが耳打ちをしてくる。

「魔獣の肉を使った方が儲けが出るんじゃないのかい？　元手、無いんだろう？」

　まったく、これだからエステラは……

「フリーパスのヤツに食わせるのはもったいねぇ。あれは高く売れる。なのでウーマロたちには魔獣の肉がメニューにあることを秘密にしているんだ」

「君……とことんしみったれた性根をしているよね……」

　商売上手だと言ってくれ。

　呆れ顔でため息を吐き、エステラは自分の席へと戻る。ビーフカツレツを食うようだ。

　牛肉と鮭と野菜は、陽だまり亭に安定して供給される。上手くバランスが取れれば経営も安定することだろう。

　今はまだ不人気の鮭も、一度広まれば定着するだろう。だからこそ、鮭の宣伝に力を入れなければな。

　その第一歩としては上出来な結果を残したマグダ。

　視線を向けると、また褒めてほしそうな顔でジッと俺を見つめていた。の、だが。

「……ヤシロ」

　先ほどのやりとりを経て、マグダはレベルアップをしたらしい。

「……撫でても、いいよ？」

『あざとさは武器になる』と、きっちり学習したようだ。

　……コノヤロウ。俺にそんなもんが通用すると思うなよ。

　散々俺が御膳立てして、最後にいいところを持っていっただけのくせに……けどまぁ、初めてにしては頑張った方か。

　じゃあ、まぁ…………今回だけ特別だぞ。

「……むふーっ」

　頭を撫でてやると、マグダは嬉しそうな息を漏らし、耳をぱたぱたと震わせた。
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